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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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《亜あ人じん》の少女達が通う、《聖デミグリーン学園》の校門。学園への出入り口であるその場所に、今この瞬しゆん間かん、唯ゆい一いつの人間たる結ゆう城き勇いさ海みは背を向けていた。

「……よし、そろそろ行くか」

　そう、勇海はこれから、この学園を離はなれなければならない。振ふり返らないのは、惜せき別べつのためか、哀あい愁しゆうか。勇海が学園を離れる、その理由とは──！




「さあっ──〝研修旅行〟に、出発だ──ッ！」

「「「──お───っ♪」」」




　まあ要するに、そういう訳である。季節は秋の終しゆう盤ばん、もちろん勇海一人で行く訳でなく、研修旅行なので、〝問題児クラス〟総出で向かうのだ。

　惜別や哀愁なんて、別になかった。意い気き揚よう々ようと歩き出す勇海に、誇こ張ちようなしで金色に光り輝かがやく美少女ドラゴン、エイミが嬉うれしそうに語りかけてくる。

「イーサミッ♡　楽しみだなっ。私、ドキドキして、昨日あんまり眠ねむれなかったぞっ」

「うんうん、そうだよな！　やっぱりこういう旅行って、テンション上がるよなっ！」

「うんっ♪　なんたって、今日から──私達の、〝ハネムーン〟なんだもんっ！」

「ああ！　……うん？　あれ？」

　エイミがウキウキと弾はずんだ声で発した単語に、勇海は首を傾かしげる。きっと言い間ま違ちがいだろうと、訂てい正せいの言葉を告げるのだが。

「あの、エイミ……ハネムーンじゃないぞ？　さっき言ったけど、研修旅行だからな？」

「そっか、そうだったな……まだ結けつ婚こん式してないし、これは……本番前の予行演習、つまり〝研修ハネムーン〟だな！」

「そんな単語、聞いたコトないぞ!?　そもそも、クラス全員で行くんだし──」

　エイミの暴走が加速する前に、言い宥なだめようとする勇海。と、その時、《ゾンビ》の亜人たる赤毛のサイドテールの美少女が、頰ほおを膨ふくらませて横から割り込んできた。

「ちょっとエイミ、バカなコト言ってんじゃないわよ！　ハネムーンとかねぇ──」

「おおっ……そうだ、アンからも言ってくれ！　これは研修旅行だって……」

「──アタシ達だって〝許嫁いいなずけ〟なんだから、アンタと勇海だけのじゃないでしょーが！」

「ツッコミどころが違ーう!?　どうしたんだアン、いつものしっかり者な感じが全然ないぞ!?　むしろボケっぽいっていうか、調子悪いのか!?」

　勇海自身、心配するポイントが少しズレている気はした。が、そこで更さらに話に入ってきたのは、水色に潤うるおう髪かみを持つ《スライム》の娘むすめ、来らい夢むで。

「勇海さんっ。旅行、ドキドキしちゃいますね……わたしも昨日、あんまり眠れなかったですぅ。だって、そのぉ……は、ハネムーンなんて、緊きん張ちようしちゃってっ」

「ら、来夢まで!?　何で皆みんな、研修旅行をハネムーン扱あつかいするんだ!?」

「あ、あわわっ。エイミさんに釣つられちゃって、つい……あっ、それと」

　来夢が視線を動かすと、その先には、〝問題児クラス〟の面々を整列させている少女の姿が。翠すい緑りよく色の長ちよう髪はつと細長い耳を持つ彼女こそ、勇海の幼おさな馴な染じみにして、品行方正な生徒会長エルフのミリィで──

「さあ皆みなさんっ、これからハネムーン……いえ、研修旅行に出発ですよ！　勇海ちゃんの〝許嫁〟たるクラス一同、お行ぎよう儀ぎよくしないと、ハネムっ……いえ、研修で恥はずかしいですからねっ。ですからこの……〝研修ハネムーン〟を立派にやり遂とげるのですっ！」

「品行方正な生徒会長が率そつ先せんして間違えてるじゃないかー!?　何でミリィまで〝研修ハネムーン〟とか言い出したワケ!?」

「勇海ちゃん……この世には〝既き成せい事じ実じつ〟という便利な言葉があるのを、ご存じですか？　今や同居までして、更にハネムーン……いえ、〝研修ハネムーン〟まで敢かん行こうすれば、もはや私も〝許嫁〟確定っ。ふふふ、計算通りですっ……！」

「俺の幼馴染が微び妙みように腹黒い企たくらみを!?　ていうか今さらだけど、〝研修ハネムーン〟っていうか婚前旅行っていうんじゃ……いやもう、どっちでもおかしいけども！」

「あっ、確かにそうですねー。何せ、私達の最終的な目的地が……勇海ちゃんのご先祖様である、《救世主》様の生まれ故郷なんですからねっ」

　ミリィの述べた通り、研修旅行では幾いくつかの場所に立ち寄る事になっているが、最後の目的地はかつて世界を救った《救世主》の生まれ故郷なのだ。

　しかし国内とはいえかなりの僻へき地ちであるため、百年前から《救世主》の一族は一いつ般ぱん社会に出てきており、末まつ裔えいである勇海も一度として行った事はなかった。

　つまり勇海にしてみれば先祖参りのようなもので、〝許嫁〟達にしてみれば、ご先祖様への結婚報告を兼かねた、婚前旅行と言えるのかもしれない。

　更に、ミリィが付け加えるように口を開いた。

「もちろん、最終目的地までの間に、他ほかにも研修として色々な所を回りますけどね。遊園地に、温泉……三泊ぱく四日の、長期戦ですっ。ふふっ、皆さんテンション上がっちゃうのも、仕方ないですねっ♪」

「あ、それはそうだな。うん……俺も純じゆん粋すいに、楽しみだよ」

　勇海が素す直なおな感想を述べると、ミリィもにこりと微笑ほほえんでくる。

　そうこうしている間に、研修旅行中の移動手段となるリムジンバスが到とう着ちやくし、エイミが勇海に呼びかけてきた。

「あっ、イサミっ、バスが来たぞっ！　乗ろっ、早く早くっ♪」

「うわっと。ははっ、分かった分かった。そんなに引っ張るなってば」

　エイミがはしゃぎながら、勇海の腕うでに抱だき着き、バスに乗り込む。勇海達に続いてクラスメイト達がバスに乗り込むと、全員乗ったのを確かく認にんしたミリィが、高らかに一言。

「さあっ、それでは出発しますよっ。私達の……〝研修ハネムーン〟にーっ♡」

「「「──お───っ♡」」」

「どうしてもハネムーンにしたいワケ!?　そうじゃないとダメなの!?　誰だれか一人くらい、疑問に思ったりとか……だ、誰か───!?」

　しかし勇海以外、誰一人として疑問に思っている様子もなく、開始時点で大いに波乱の予感を含ふくみながら、バスは出発するのだった。

















第一章　トラベル・トラブル









「ふんふんふーん♪　イサミとハネムーンっ、嬉しいな～♪　ふんふふ～んっ♪」

　窓まど際ぎわの席に座ったエイミは、相変わらずハネムーンという単語を繰くり返しながら、勇いさ海みの隣となりで上じよう機き嫌げんを隠かくそうともしなかった。初めての研修旅行でテンションが上がっているのかもしれないが、それは《人狼ルー・ガルー》の亜人たるルゥにも言える事らしい。

「ほー、ほー……座ってるだけで走れるの、楽だなー。景色が勝手に進むぞ、るうっ♪」

　車窓に張り付いて外を眺ながめていたルゥが、ふさふさの尻尾しつぽを振って弾んだ声を上げている。当然、リムジンバスは学園の貸し切りなので、騒さわいでも何ら問題ない。

　だからこそ、生徒会長たるミリィも、いつもよりはしゃぐ事が出来るようで。

『皆様、きちんと時間通りにお集まり頂き、ありがとうございますー。今回の研修旅行では、私ミリィ＝エルフレアが、バスガイドを務めさせて頂きますー。それでは早さつ速そく、皆様の左手側に見えますのはー……まだ《聖デミグリーン学園》の壁かべ、壁でございますー』

　衣い装しようまでバッチリ決めて、ミリィはバスガイドになりきっている。まあ目的地に着くまでの間、何もせずにいるのではなく、率先して楽しみを見み出いだすのは良い事だ。

　……とはいえ、彼女達の中には〝ただ乗っているだけ〟で大変そうな子も多いが。

「ふっ、誇ほこり高き《ユニコーン》の娘として、乗り物くらいではしゃいだりなど……うあ、あうっ。うう、揺ゆれるたびに角が、角が色んな所、ぶつかってぇ……くっ、殺せぇ！」

「あ～ん、座席、ちょっぴり狭せまいわ～……あっ、きゃあ～っ。……なんだか『バキッ』って音がしたけど、大だい丈じよう夫ぶかしら～？」

　このように、《亜人》特有の身体的特とく徴ちようのために、見るからに苦労していた。ちなみに、大変なのはユニやカナ子だけではない事が、アンの声からも分かる。

「小こ匣はこ、アンタ、宝箱……ちょっ、これ邪じや魔まとかそういう問題じゃない。適してない。座席に鎮ちん座ざしてると違い和わ感かんありすぎなのよ。もうコレ荷物入れとかにあるべきでしょ。せめて顔くらい出すとか……小匣、聞いてる？　返事しなさいよ、おーいこらぁー」

『……………』

　だが答えぬ。呼びかけているアンは不満そうだが、小匣は頑かたくなに引きこもり続けた。

　ただバスに乗っているだけで、なかなかの混こん沌とんぶりである。しかし望んで暴れるような子はいない、と分かっている勇海にしてみれば、むしろ微笑ましい光景だった。

　和なごやかな気持ちで勇海が目を細めると、エイミが鼻歌を止めて語りかけてくる。

「ふんふー……んっ？　イサミ、どうかしたのか？　そんな……私の胸を常にときめかせてやまず、虜とりこにするのを憚はばからない、ただそれだけで世界を救えるほどに優やさしい顔をして」

「ああ、ちょっと和んで……いや俺、そんな何やら複雑な表情してないからな？　ただ目を細めてただけだぞ？」

「ただ目を細めただけで、私をこんなにドキドキさせるとは……もーっ、イサミは罪深いドラゴンごろしだなっ、えいえいっ♪」

「ぬ、濡ぬれ衣ぎぬだ……ちょっ、こらこら、そんなに寄りかかっちゃダメだって──」

　相変わらずスキンシップの激しいエイミが、座ったまま勇海に肩かたを擦こすり付つけてくる。この密着感にはいつまで経たっても慣れず、勇海がつい気恥ずかしくなっていると──むっ、と頰を膨らませたアンが、エイミとは反対側の、勇海の隣に腰こしかけてきた。

「ちょっとエイミっ、アタシが小匣に注意してる隙すきに、こんなトコでまでベタベタしてんじゃないわよっ！　勇海も鼻の下、伸のばさないのっ！　離はなれなさーいっ！」

「べ、別にデレデレしてるつもりは……って、アンもそんなに引っ張るなって！　エイミのコト言えないくらい、引っ付いちゃってるんだけど!?」

「むっ、アン、私のイサミを取ろうとするなっ！　イサミ、こっちだぞっ。ん～っ！」

「むっ、エイミのじゃないでしょっ！　ほら勇海、こっち……ん～っ！」

「「ん～っ……ん～、ん[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」」

「なんかこの感じ、久ひさし振ぶりだな!?　二人とも、そんな引っ張るなってばー!?」

　三人がけの座席で、真ん中に座る勇海が、両側から腕を引っ張られる。手加減してくれているらしく、痛いという訳ではないのだが、なかなか困った状じよう況きようだ。

　どうするべきか、と勇海が悩なやんでいると、そこで新たな声が割って入る。

「エイミさん、アンさんも、ダメですよう。勇海さんが困ってますっ」

「むむっ。来らい夢むか……何か最近、本当に皆のお母さんみたいになりつつあるな」

「な、何よ、別に困らせるつもりなんて……あーもうっ、分かったわよっ！」

　水色に潤う髪を持つ乙女おとめ、来夢が諫いさめると、エイミとアンは素直に手を離してきた。身み悶もだえていた勇海も一安心し、来夢に語りかける。

「来夢、助かったよ。学園祭の時以来、何だか来夢には世話になりっぱなしだな」

「そ、そんなことないですよう。わたしなんて、全然まだまだで……」

「いやいや、まだまだなんかじゃないって。寮りようでも家事とか料理とか、すごい頑がん張ばってくれるし、いつも助かってるから。ありがとな、来夢」

「！　そ、そんな……これくらい、当然ですよう。い、勇海さんのためなら……こ、こほんっ。そ、そうですっ、お腹なかすいてませんかぁ？　バスでも食べやすいように、特製のスライムゼリー、作ってきたんですよう。この通り……ぷるぷるっ、ですぅ♪」

「おっ、ちょうど小腹がすいてたんだよ。ありがとな、来夢！」

「は、はいっ。それじゃ……あーん、ですぅ♡」

「ああ！　……ん？　あーん、って？」

　なぜか来夢がスプーンでゼリーを一ひと掬すくいし、勇海に差し出してきている。まさか、と戸と惑まどう勇海に、来夢は頰ほおを赤らめ、もじもじぷるぷるとしながら言ってきた。

「こ、このまま、お食べください……あ、あーん、ですよう？」

「──い、いやいや!?　こんなトコで、さすがにそれは恥ずかしいぞ!?」

「そ、そんなぁ……じゃあ、食べてくれないんですか？　うるうる……」

「うぐっ。……わ、分かった、食べる！　だから涙なみだ目めになるなってば。あ、あーん」

「あっ。……え、えへへぇ、おいしいですかっ？　もっともっと、どうぞですぅ♡」

　勇海が逡しゆん巡じゆんの果てに「あーん」を敢行すると、来夢は嬉うれしそうに表情を綻ほころばせる。更に次も、とスプーンを差し出してくるが、そこでエイミが意見してきた。

「ぐ、ぐぬぬっ……ずるいぞ、来夢っ！　人には、困らせるな、とか言っといて！」

「こ、困らせてませんよう。ゼリーを食べてもらってるだけですからっ。エイミさんだって、引っ張ったりするんじゃなく、何かしてあげればいいんですぅ」

「な、何か、と言っても……くっ、クッキーでも作ってくれば良かった……あっ！」

　何か思いついたのか、エイミが急に窓の外を指差し、勇海に提案してくる。

「イサミ──私に乗るんだっ！　こんなバスなんかより、ずっと速いぞっ！」

「いきなり何を言い出すんだエイミ!?　突とつ然ぜんの乗り物宣言に戸惑うばかりだぞ!?」

「いいからっ。私なら、目的地までひとっ飛びなんだからな！　さあ、早く──」

『──ダメですー、ダメでございますー。お客様、おとなしくお座りくださいー』

　妙みような口調でマイクを持って近づいてきたのは、バスガイド風エルフのミリィ。こほん、と咳せき払ばらいした彼女が、エイミを窘たしなめる。

『いけませんよ、エイミさん。この研修旅行は、人間社会の文化に馴な染じむ事も目的の一つです。《亜あ人じん》としての能力は使用禁止と、勇海ちゃんにも約束していましたよね？』

「あう。そ、それはそう、だけど……うう、イサミとの約束なら、我が慢まんする……」

『うふふ、イイ子です♪　では引き続き、旅を楽しみましょうっ。えー、左手側に見えますのは……学園の壁、まだ壁ですー。広いですねー、おのれー』

　なかなか学園から離れられず、ちょっぴり声に変な気持ちが出たミリィだが。

『そして……勇海ちゃん、勇海ちゃんの右手前方に見えますのはー』

「まさかの名指し!?　いやでも、右前方って言われても──」

『勇海ちゃんの……カワイイカワイイ、幼おさな馴な染じみエルフさんでーす♡』

「知ってるよ昔から！　幼馴染だけにね！」

『勇海ちゃんなら、も～っと良く見ていいんですよー？　ほらほらっ、バスガイドの服、どうですー？　似合ってますかー？』

「そ、それは似合ってるけど、何でそんな接近してくるんだ!?　だ、ダメだってー!?」

　積極的に身を乗り出してくるミリィを前に、たじたじとなる勇海。しかもエイミとアン、更さらに来夢まで、頰を膨ふくらませつつ、ぐぐっ、と体ごと近づけてきて。

「むーっ！　ずるいぞ、ミリィ！　私だって、イサミにかまってほしいのにーっ！」

「ちょっと勇海、また鼻の下、伸びてるわよっ！　こんのお～っ……あー、もーっ！　こ、こっちだって見なさいよおっ！」

「い、勇海さんっ。ゼリー、まだまだありますから、食べてくださいっ。ぷるるー！」

　結果、勇海は四方から、金きん竜りゆう、ゾンビ聖女、スライム、エルフという、特徴的すぎる美少女達から迫せまられる事になった。決して嫌いやな訳ではないのだが、狭い座席で男一人に少女数人から囲まれる密集感に、どうにも居た堪たまれなくなってしまうのは、当然の事で。

「み、皆みんな、ちょっと落ち着いてくれって。ここ、狭いから……狭いのにそんなに接近したら、ホントにヤバイから！　だ、ダメだってば!?」

　勇海の主張も、ヒートアップしている乙女達には届かない。ぐぐぐっ、と四方から体を押し付けてくる彼女達は、もはや止とどまる所を知らない──と、思いきや。

「みんな……いさみと、なにしてる？　るるるん」

　それは救いの声だろうか。先ほどまで別の座席で、車窓から外を眺めていたルゥが、すぐ傍そばに来ていた。驚おどろいた勇海だが、四方からエイミ達に迫られつつも、何とか対応する。

「る、ルゥ、どうかしたのか？　さっきまで、外を見てはしゃいでたのに……」

「んむ、飽あきた。よく考えたら、ルゥが走るのに比べれば、ずっと遅おそいし。まあ座ったままで移動できるのは、楽だけどなー」

「バスより余よ裕ゆうで速く走れたりすんの!?　す、すごいな、それは」

「んっ、ルゥはすごいぞっ、孤こ高こうだからなっ。……で、エイミ達、なにしてる？」

　ルゥが改めて問い直すと、真っ先に返事したのは、エイミだった。

「ふっ、見ての通り……イサミに、かまってもらっているのだ！　ルゥ、お前もイサミにかまってもらいに来たのだろうが、甘いな！　誰だれが相手でも、私は負けな──」

「……ふう、なにを言う？　ルゥはそんなこと、ぜんぜん考えてない」

「───えっ？」

　エイミにとっては思いがけない一言だったのか、何やら呆気あつけに取られている。

　対するルゥは落ち着いた声こわ色いろで、あくまでもクールに言葉を続けた。

「ルゥはちょっと疲つかれて、休むつもりなだけだ。そもそも、そーやって取り合われるの、いさみも大変だろう。研修旅行、始まったばかりなのに、いさみも疲れちゃうぞ？」

「あっ……い、言われてみれば、確かに」

「だろう、エイミよ。ホントにいさみのことを想おもうなら……そーゆうとこも、ちゃんと考えてあげなきゃ、だぞ。まあ、ルゥは〝孤高〟だから考えられるけどな。るるんっ」

　誇ほこらしげに胸を張るルゥの〝孤高〟の意味は不明だが、エイミは彼女の言葉に、神妙な表情で頷うなずいた。続けてエイミは、ちょん、と勇海の袖そでを引っ張りつつ語りかけてくる。

「ご、ごめん、ごめんね、イサミ？　私、イサミの事となると、ついついテンション上がっちゃって……引っ張った時とか、もしかして痛かったか？」

「エイミ……いや、痛いとかはなかったよ。そこまで気にしなくてイイからな？」

「勇海……アタシも、ごめん。ホントなら止めたりするのが、アタシの役目のはずなのに……な、なんかついつい、アタシも熱くなっちゃった、っていうか」

「アン、役目だとか、そんな重く考えなくてイイって。自然にしてくれればさ」

　アンも軽く袖を引っ張ってくる中、ミリィと来夢も、背筋を正して口を開いてきた。

「私も……ごめんなさいです、勇海ちゃん。生徒会長ともあろうものが、ついつい浮うかれちゃって、迷めい惑わくかけて……うう、これではバスガイドエルフ失格ですよねっ……！」

「わ、わたしも、恥はずかしいですぅ……本当にごめんなさい、です。ぷるぷるぅ……」

「い、いや二人とも、そんな落ち込まなくてもイイよ。何だかんだ、楽しかったしさ」

　気を遣つかって言っている訳ではなく、勇海の今の言葉は本心だった。しかしそれとは別として、勇海はこの場を救ってくれたルゥに、感謝の言葉を紡つむぐ事にする。

「ルゥ、ありがとな。おかげでエイミ達も落ち着いてくれたし、助かったぞ」

「ふ、気にするな、いさみ。これくらい、当然だ。だって、いさみはルゥの、ルゥはいさみの、〝許嫁いいなずけ〟さんだし……そう、孤高だからなーっ。るる～んっ♪」

「孤高の意味は相変わらず、全く分からないけど……何かもう、ルゥはそれでいい、って気がしてきたよ。ははっ」

　つい失しつ笑しようした勇海に、ルゥも『ふっ』と目を細め、言葉を投げかけてきた。

「さて、さっきも言ったが、ルゥはちょっぴり休むぞ。はしゃいじゃった分、おとなしく座ってることにする。るるる……」

「あ、そうだったな。近くの席に座るのか？　……あの、ルゥ？　何でこっちに来るんだ？　ここ三人がけで、もういっぱいだぞ？　……えっ」

「よっこいせ、っと。……ふ～、やっぱり落ち着くな～。るる～ん♪」

　ルゥが当たり前のように座ったのは、座席──ではない。そこは、勇海の膝ひざの上だ。勇海の膝の上で、もふっ、と背中を丸め、心地よさそうに喉のどを鳴らしている。

　一いつ瞬しゆん、何が何だか分からず呆ほうけてしまった勇海だが、慌あわててルゥに問いただした。

「る、ルゥ、何で俺の膝の上に!?」

「？　ちょっぴり休む、と言っただろ？　ルゥがいさみのお膝、座るの……いつものことだぞ、割と。それにここが、ルゥにとって、一番落ち着いて休めるのだー……るんっ」

「えっ？　そ、そうなのか？」

「んむ、そーだ。さ、いさみ……ルゥをなでなでするのだ。それで更に疲れ取れるぞ」

「そ、そうなんだ……こう、か？　よーしよし、もーふもふ」

「んん、ふあー……よいー、よいぞ、いさみー……♡　お耳と尻尾しつぽも、毛づくろいしてね。……ちょっとくらいなら、お尻しりとか撫なでてもよいー」

「ああ、わかっ……らないなー!?　な、撫でないからな、そこは!?」

「むむう、いさみは照れ屋さん。まあよい……んっ、んっ♪　るぅ～……♪」

　つい流されそうになった、というか現在進行形で流されている気がした勇海だが、ほぼルゥの要求通りに撫でてやる。狼おおかみ耳みみや尻尾のもふもふ感と、頭を撫でるたびに伝わるサラサラな髪かみの感かん触しよくに、いつまで撫でていても飽きない誘ゆう引いん力が秘ひめられていた。

　つい夢中になる勇海、だが……当然、この状況にエイミが黙だまっていられるはずもなく。

「こ、こらルゥ！　私達には、あんなに注意しといて……自分だけイサミにかまってもらうなんて、どういう了りよう見けんだ!?」

「る？　エイミがなにを言ってるやら、さっぱりだ。さっぱりルゥさんだ。ルゥはただ、いちば～ん休みたいと思った場所で、休んでるだけだし……孤高の休息だし」

「孤高の意味が全く分からん！　いや、そんな事よりっ……う、うう[image: ～][image: ～][image: ～]っ……ずるい、ずるーいっ！　私だって……私達だってイサミにかまってほしいのに、そんな──！」

「む～……エイミ、さわがしいぞ？　そんなにかまってほしいなら──」

　勇海の膝の上で、眠ねむそうな眼めを擦こすりつつ、ルゥが放った言葉とは。

「エイミ達も──ルゥみたいに、いさみのお膝に座らせてもらえば、よいだろ？」

「「「「──えっ？」」」」

「ルゥのあとでな。……ふわ～、いさみぃ、もっと、なでなでぇ……るぅ～♪」

　引き続き、勇海に〝なでなで〟を要求するルゥだが、彼女の言葉は爆ばく弾だんそのもので。

　勇海が恐おそる恐る顔を上げ、エイミ達の様子を窺うかがってみる、と。

「え、えーと、ルゥは何言ってるんだろうな？　なあ、エイミ」

「…………にこっ♪」
















「わ、わ～、イイ笑え顔がお～……えっと、アン？　ミリィも、来夢も。あの、まさかとは思うけど……本気にとか、してないよな？　な？」

「「「……にっこり♪」」」

「あ、あわわわわ」

　言葉にせずとも、伝わってくるものはある。ルゥを膝に乗せる勇海を、四人の美少女が取り囲んできた。順番待ちするように、にこにこと微笑ほほえみながら勇海を見つめてくる彼女達によって、針のむしろに座っているような気持ちにさせられてしまう。

　だが、そんな異様な緊きん張ちよう感かんの中、勇海の膝の上で丸まるルゥはといえば。

「んんっ……いさみのなでなで、気持ちよくて……ルゥ、幸せさんだ……るるるっ♪」

　全く気にする事なく、孤高のマイペースさで、気持ちよさそうな声を漏もらしており──そこでミリィが思い出したように、一言。

『……あっ。皆みな様さまの左手側を御ご覧らんくださいー、ようやく学園の壁かべが終わりましたよー。一歩前進、ですねっ♪　うんうん』

　ようやく、一歩前進らしい。先行きは、あまりにも長そうだった。




　　　　■■■




　リムジンバスを降りた〝問題児クラス〟一同は、その足で長い石階段を上っていた。ほとんどのクラスメイトの足取りは軽いが、勇海だけは少し様子が違ちがう。

「お、おおおぉ……あ、足が、足が痺しびれるぅ……」

　結局あの後、勇海はエイミ達を、順番に膝の上に座らせる事になった。しかもエイミ達だけでなく、あれからカナ子と小匣まで加わってきたのである。

　カナ子は体がちょっぴり大き目（控ひかえめな表現）なので、大変だったのは言わずもがな。そして──小匣は宝箱ごとだった。あの行こう為いに何の意味があったのか、と問い詰つめたい。

　勇海の足が痺れてしまうのも当然だが、勇海の膝の上に陣じん取どった少女達の感想は。

「ふーっ、イサミのお膝は、最高だったな……はあぁ……♪」

「ま、まあ、たまには悪くないわね……ん、ん～♪」

「は、恥ずかしいですけどぅ……と、とっても、素す敵てきでしたぁ……ぷるぷるっ♪」

「最高でした……ハマっちゃいます、ハマっちゃいますよ、これ……ふあぁ……♪」

　エイミ、アン、来夢、ミリィと、続けて恍こう惚こつの声を漏らし、カナ子も満足顔で歩いている。カナ子は分かるが、小匣も満足顔だし、本当にアレでよかったらしい、おかしい。

　勇海は、膝の文句を少しくらい言ってもいい気はしたが、しかし彼女達があまりにも幸せそうなもので、ついつい絆ほだされてしまう。

　我ながら甘すぎる気がする勇海の耳に、元気一いつ杯ぱいの狼少女の声が響ひびいてきた。

「おーいっ、みんな、ホテルが見えてきたぞーっ。早くこーいっ」

　さすが、バスでじっくり休んだだけあって、あっという間に階段を上がりきったらしい。もふもふの手を振ふって呼びかけてくるルゥに、勇海が返事しようとした、その時。

「ルゥは元気だなぁ……ああ、今行くぞー！　って、ん？」

「はあ、はあっ、こ、これしきの階段っ……ひん、ひん……くっ、殺せぇ……」

　最さい後こう尾びにいるユニが、若じやつ干かん諦あきらめ気味の声を漏らしたのに気付く。よく見れば顔色も少し青ざめているし、調子でも悪いのかもしれない、と勇海は急いで階段を駆かけ下りた。

「ユニっ、大だい丈じよう夫ぶか!?　顔色が悪いぞ、気分でも優すぐれないのか？」

「い、勇海殿どのぉ……うう、さっきのバスで、揺ゆれるたびに角、打ってぇ……頭、めちゃくちゃ揺れてぇ……気持ち、わる……くっ、ころぉ……うっぷ」

「そ、そういえば大変そうだったな、それで酔よっちゃったのか。……よし、それなら」

　いつもの口くち癖ぐせにも力が籠こもっていないユニに、勇海は袖をまくって手を差し伸のべた。

「ほら、ユニ。肩かたを貸すから、摑つかまって……一いつ緒しよに行こう？」

「……ふ、ふわっ!?　え、だ、だが……い、いいのか、勇海殿？」

「当然だって。ていうかさ、出会った時もそうだったけど、一人じゃ辛つらい時なんかは、もっと皆みんなに頼たよってイイんだからな？　ユニは、ちょっと恥ずかしがり屋なトコがあるのは、知ってるけど……こういうのは、恥ずかしがったりするコトじゃないんだしさ」

「あ……そ、そうだな、勇海殿。くっ……恩に着るっ！」

「いや、俺がユニを助けるのは当然のコトだし、恩になんて着なくてイイってば。さあ、行こう。ホテルに入ってから……ゆっくり休きゆう憩けいしような！」

「あ、ああ！　ありがと……ん？　ホテル、に……？」

「？　ユニ、どうかしたのか？」

　勇海の肩に手を置いたユニが、急に考え事を始め、更さらにぶつぶつとつぶやきだした。

「酔っちゃった私、肩を貸してくる勇海殿、ホテルに入る、ゆっくり休憩……そこから導き出される答えは、つまり……い、勇海殿のドスケベ処女キラ───っ!?」

「人聞き悪いし曲解が過ぎーるっ!?　酔っちゃったって乗り物酔いだし、ホテルは研修旅行で泊とまるホテルだぞ!?　キラーするモノなんて何もないはずですけど!?」

「ま、まさかこれは、研修旅行を見み越こした上での深しん謀ぼう遠えん慮りよ……？　何という事だ……何という事だっ！　た、頼たのむ、処女だけは……何でも……何でもしますからぁ!?」

「今何でもするって言ったらダメだよね!?　ああもう、このまま行くからな!?　何かもう、元気になっちゃってる気がするけども！」

　本当に肩を貸す必要、あるだろうか。ちょっぴり疑問に囚とらわれる勇海だったが、ユニの足取りがおぼつかないのは確かだし、大事を取ってこのまま歩く事にする。一段一段、目的の場所へ近づくごとに、彼女の頰ほおが紅潮している気がするのは心配だが。

「はあ、はあっ……うう、もうすぐ着いちゃうのか……私は今、大人の階段を上ってるんだな……一ひと角つのユニ、最大の危機の巻……せめて最大限のロマンチックを望むぅ……」

「何か余よ裕ゆうある気がするんだけど、気のせいかな……ほらユニ、もうすぐ休めるぞ」

　勇海が語りかけると、ユニはふるふると震ふるえつつ、おずおずと顔を上げる。すると、階段を上りきった先にあるホテルの入り口前で、見覚えのある女性が出で迎むかえてくれて──

「あっ、やっとご到とう着ちやくですねっ。先生、待ってたんですよー？　……あらっ、結ゆう城きくん……一角さん、調子が悪いんですか!?　あわわ、早く休ませてあげ──」

「あっ、七十八歳処女のティティ先生だ。ふー、落ち着くー。私の心が癒いやされるー」

「いきなり何ですか何なんですか!?　一角さん、一言目からあんまりすぎません!?　わたしに何か恨うらみでもあるんですか、ちょっとー!?」

　ティティは大いに憤ふん慨がいしているが、反対にユニは平静を取り戻もどしたらしい。微び妙みような心境に陥おちいる勇海だが、そこで更に別方向から声をかけられた。

「よっ、遅おそかったな、ユウキくん。他の子達はとっくに到着してるぞ。ふむ……見たところ、ユニが調子を崩くずしたのか。移動はリムジンバスだったし、乗り物酔いかな？」

「あっ、ダルク先生！　はい、その通りで……」

　この研修旅行には、担当顧こ問もんであるティティだけでなく、ダルクも養護教きよう諭ゆとして付き添そってくれるのは、勇海も事前に知っていた。先生達は宿しゆく泊はく先のホテルへと先に赴おもむき、研修旅行が円えん滑かつに進むよう、色々な手続きをしてくれていたのである。

　ふむ、と顎あご先さきに指を当てたダルクが、ユニに手を貸しながら勇海に話しかけてきた。

「よし、ユニの介かい抱ほうは、私に任せておけ。ホテルまで歩いてこられたんだし、そこまで心配いらないとは思うけどな。ちょっと休めば、すぐ良くなるだろうさ」

「うう、保健委員の身で真っ先に体調を崩すなんて、面めん目ぼくない……ですが、六十一歳処女のダルク先生の顔も見たら、随ずい分ぶんと落ち着いてきましたよっ！　くっ、回復っ！」

「おー、それは良かった。そんなので落ち着くなら、もっと見るといい。ほれほれ」

　年上のティティと比べて、ダルクはユニの発言を大して気にせず受け止めている。寛かん容ようというべきか、微妙に大おお雑ざつ把ぱなだけかは、判断しかねるが。

　と、ユニを介抱するため連れて行こうとしたダルクが、不意に勇海に目を向けてきて。

「まあ……ユニが落ち着くという私の顔も、この旅行で見納めになるかもだしな」

「……えっ!?　ダルク先生、旅行が終わったら、どこか行くんですか？　ま、まさか転勤とか、そんな……あの、何で俺の顔、そんなに見るんですか？　あ、あのー？」

「転勤なんてしないさ……ただ、旅行というのは解放感も伴ともなうモノだしな。そこに男女が一組……うん、間違いが起こっても、おかしくない。うーん、おかしくないなコレ」

「先生の言うコトじゃないですよねソレ!?　自重してくださいよ、そんな間違い起きたら、本気で転勤になってもおかしくないですよ!?　……ん？　おや、ユニの様子が……？」

「あ、あばばばばば」

「ゆ、ユニが泡あわ吹ふいてるー!?」

　せっかく処……いや、先生達を見た安心感で調子が戻りかけていたユニだが、再び顔色が悪くなってしまう。ダルクはお茶目に舌を出した。

「おっと、すまんすまん。冗じよう談だんだ……と、言いたいところだが、気を付けるんだな、ユウキくん。何せ学園から離はなれて、いつもと違う環かん境きようなのは確かだしな。ユニが卒そつ倒とうするほどの事が起こるかは、ともかく……この機会を狙ねらう者がいないとは、限らないぞ」

「へ？　い、いやいや、いくら何でも、そんなコト──」

「ふふ、そうかな？　まあいいさ。では、今度こそユニを介抱しに行くから、私はこれで。研修旅行は、まだまだこれからなんだ……また後でな、ユウキくん♡」

　色っぽくも不ふ穏おんなウインクを飛ばした後、ダルクがようやくユニを連れて行く。二人を見送った勇海が少しばかり呆ほうけている内に、ティティが話しかけてきた。

「結城くん？　ボーっとしちゃって、どうしたんです？　クラスの皆さんも、もうホテルに入っちゃってますし……わたし達も、いきますよーっ？」

「あ……は、はい！　いや、ダルク先生が変なコト言うもんだから、つい。さすがに冗談が過ぎますよね？　先生が、まさかそんなコト──」

「………………」

「あの、ティティ先生？　なんで明後日の方向を向いてるんですか？　こっち向いて、そして返事してくださいよ。ティティ先生、ティティ先生ー？」

　しかし何度呼びかけても、ティティは返事せず、『ぷひー』と変な息を漏らす。恐おそらく口笛を吹こうとしたのだろうが、下手なのだ。そんなティティの不可思議な態度に、勇海は不安を煽あおられながら、ホテルに恐る恐る足を踏ふみ入れるのだった。




　　　　■■■




　ホテルの内装は、学生の研修旅行で使うにしてはいかにも高級そうで、勇海は少しばかり驚おどろかされていた。しかもここは、一日を移動に費ついやしてもまだ遠い目的地へ向かう途と中ちゆうの、いわば中ちゆう継けい地点にしか過ぎないのだ。

（今まであんまり意識してなかったけど……例えばエイミは《金竜王》さんの孫まご娘むすめだし、お姫ひめ様みたいなもんだもんな。ミリィは《エルフの賢けん者じや》の娘さんで、他の皆だって凄すごい力を持ってるし、もしかしたら一族ではお嬢じよう様さまだったりするのかも。に、しても）

　たった一いつ泊ぱくだけの予定のホテルで、この豪ごう華かさだ。けれど、ここに泊まる当事者たる女子達は、内装についてなど微み塵じんも気にしていないらしく。

『『『じゃーん、けーん……ぽんっ！　……あいこでーっ』』』

　ホテルのロビーで、何やらジャンケン勝負を繰くり広げていた。今は自分達以外の客は見えず、とりあえず迷めい惑わくになっていないのは良いが、一体何のジャンケンだろう。と、勇海が首を傾かしげていると、背後から声が聞こえてきた。

「──イサミさん、いらっしゃい。ちょっと、遅かった……のね？」

　気付かぬ間に後ろに立っていたのは、《キラー・ラビット》の亜あ人じんたるミミ。長い耳と銀色の長ちよう髪はつを揺らし、上うわ目め遣づかいで見つめてくる彼女に、勇海は振り返って返事した。

「ミミ！　ホテルの手配、先生達のコト手伝ってくれて、ありがとな」

「い、いいわ、これくらい。先生達だけじゃ、大変だし。ワタシから、名乗り出たコトだし……べ、別に、お礼なんて……嬉うれしい、ケド」

　もじもじしているミミの言う通り、彼女は初日の移動では勇海達と別行動を取り、先生達を手伝ってくれていたのだ。いや、ミミだけでなく、先生達にはもう一人同行していて。

「おーっほっほ！　よくぞいらっしゃいましたわ、イサミ様っ♪　華か麗れいなる《ダムピール》たるカーミラっ、首を……いえ、影かげを長くして、お待ちしておりましたのっ♪」

　そう、カーミラに関しては、少しばかり事情もあった。それを知っている勇海は、彼女へと気き遣づかいの言葉をかける。

「カーミラ、見た感じ、元気そうだな。カーミラは《吸血鬼ヴアンパイア》の性質で太陽が苦手だし、ちょっと心配だったよ」

「うふふ、この通り、元気いっぱいですわ。一応は万ばん全ぜんを期して、日中の移動は避さけさせてもらいましたけれど……今はもう夕暮れ時ですし、全く問題ありませんわっ」

「そっか、良かったよ。在学中に学園から長く離れるなんて初めてだろうし、心配しすぎってコトはないからな。少しでも調子を崩したら、すぐ言うんだぞ？　ダルク先生も付いてきてくれてるし、俺にだって遠慮はいらないからな」

「もう、心配しすぎですわ……と言いたいところですが、イサミ様に心配されるのは、悪い気はしませんわね、うふふっ。けれど、本当に大丈夫ですわ。今日の調子を見たところ、明日からは皆みな様さまと一緒に行動できますから。日ひ傘がささえ差して行けば、余裕ですのっ♪」

「ああ、わかった。せっかくの研修旅行だし、カーミラだって、ちゃんと楽しみたいもんなっ。……で、それはイイんだけど、皆みんなは何でジャンケンしてるんだ？」

　気になっていた事を改めて言げん及きゆうすると、それについてはミミが簡潔に答えてくれた。

「あ、それは……ホテルの部屋決め、してるの。それで、ジャンケンで、って」

「なるほど。ははっ、ホテルの部屋決めであんなに盛り上がるなんて、無む邪じや気きっていうか……この旅行、楽しんでるんだな。けど、ミミは参加しなくてイイのか？」

「ええ、だって……ワタシ達の中には、動体視力が並外れて優すぐれてる子もいるから……ほら、そのせいで」

『『『あいこでー……しょ！　あ・い・こ・で……しょっ！　……あいこでぇ──！』』』

「お互たがい出す手が見えちゃうから、勝負、絶対つかないと思うわ。ずっとあいこなの」

「お、教えてあげればイイのに！　なんか見てらんなくなってきたぞ!?」

「だって皆、夢中すぎて、聞こえてないんだもの。ちなみにワタシも、見え過ぎちゃうほうだけど……気付いてたから、やめといたわ。……そ、それよりね、イサミさん」

　いつも巻いているマフラーで、何となく朱しゆに染まっている顔をささやかに隠かくしながら、ミミはおずおずと尋たずねてきた。

「イサミさんの、泊とまる部屋……ど、どうするの、かしら？　希望とか、ある？」

「俺の？　いや、俺はどこでもイイよ。ジャンケンにも勝てる気しないしさ。特にこだわりもないし、余ったトコに入るよ」

「！　そ、そうっ？　それじゃ、提案があるのだけど──」

『──あー、もうっ！　こんなんじゃ……誰だれがイサミと一いつ緒しよの部屋になるか、いつまで経たっても決まらないじゃないかーっ！』

「えっ。……え、エイミ？　なに言ってるんだ？　あれ、ミミ、どうしたんだ？」

　何やら目もく論ろ見みが外れたような、バツの悪そうな顔をするミミ。すると、今しがた声を上げたエイミが、勇海とミミが話していたのに気づき、ずかずかと歩み寄ってきた。

「あーっ！　ミミっ……イサミと同じ部屋に泊まろうと、直接交こう渉しようしようとしてるんじゃないだろうなっ!?　まさか、ジャンケンでは勝負がつかないと見み越こして!?」

「……な、なんのコト、かしら。ワタシ、全然わからないわ。ぴゅ……Phew～♪」

「口笛めちゃくちゃ巧うまいな！　ってそんな事より、ずるいぞっ!?」

　エイミがミミに食って掛かかろうとするが、しかし別の声に遮さえぎられる。先ほどジャンケンに加わっていなかった、アンと来夢だ。

「待ちなさいよっ！　ずるいっていうなら、エイミ達もでしょ！　ジャンケンでアタシ達が、エイミやルゥの目に勝てるワケないじゃない！　まさに勝ち目なしよ！」

「び、微妙にうまいこと言ってる場合じゃないですよう……でも、アンさんの言う通りですっ。こんなの、平等じゃありませんっ！」

「む、むむ、二人とも……ジャンケンで早々に脱だつ落らくしたくせに、ここぞとばかりに～」

　二人の勢いに、エイミも押され気味である。が、そもそも、そもそもだ。勝手に進んでいるこの話は、常識的に考えても、勇海にとっては捨て置けないもので。

「ちょ──ちょっと待ったぁ！　何で俺と同じ部屋で泊まる前提で、話を進めようとしてるんだ!?　年とし頃ごろの男女が同じ部屋って、ダメに決まってるだろ!?」

「「「……えっ？」」」

「ヤダなにこの子達、怖こわい……『ダメと言われるなんて、これっぽっちも考えてなかった』って本気で思ってる顔が、こわい……」

　いっそ、自分の考え方のほうがおかしいのか、と疑ってしまう勇海。しかしエイミはヒートアップしてしまったのか、興奮気味な様子で詰つめ寄ってくる。

「むむ～……じゃあ誰と一緒に泊まりたいか、イサミが決めてくれっ！　イサミは、一体……どの〝ドラゴン嫁よめ〟と泊まりたいのか、ビシッと決めるんだっ！」

「エイミそれほとんど誘ゆう導どう尋じん問もんでしょーが!?　勇海、騙だまされるんじゃないわよ!?　放ほっといたら心配だし……あ、アタシが一緒の部屋になってあげても、イイけど!?」

　アンの言い分もなかなか滅め茶ちや苦く茶ちやだが、更さらには来夢まで立候補してきた。

「わ、わたしなら……い、勇海さんの、抱だき枕まくらになれますよう!?　ぷるぷるウォーター・スライム抱き枕……き、きっと、気持ちいいはずですっ」

「あら～？　それなら私も、勇海くんの抱き枕になりたいわ～っ♪　私なら、いくらでも……好きなだけ抱きしめて、いいのよ～？　うふふっ♡」

　いつもの柔にゆう和わなカナ子の微び笑しようが、この時ばかりは妖よう艶えんにしか映らなかった。続いて、もふもふな尻尾しつぽを大きく揺ゆらすルゥと、長い兎うさ耳みみをピンと立たせたミミが口を開いてくる。

「こんなことで大おお騒さわぎして、みんな仕方ないな、まったく……まあここは、ルゥがいさみと一緒の部屋になろう。ふ、好きなだけ、もふってもよい……るるんっ」

「ルゥさんだって、さっきまでジャンケン、夢中だったくせに……わ、ワタシだってイサミさんと、一緒の部屋がイイわ。将来の夢は〝お嫁さん〟だしっ。……え、意味深？」

　既すでにカオスすぎる現状である。しかしその上、カーミラが胸を張り、小匣が宝箱から上半身を出して、それぞれ主張をぶつけてきた。

「それなら、華麗なる《ダムピール》たるわたくしに、お任せですのっ。夜の支配者たる者の血筋として、優ゆう雅がで気品に満ちた一夜を、イサミ様にプレゼントしますわーっ♪」

「みんな、わかってないね～……夜はゆっくり休むものだよ～？　そこは、だらだらのスペシャリストのあたしが、いさみんにじっくり教えてしんぜよう～……ね～っ♡」

　この場にはいないユニを除く、まさに〝問題児〟たる本領を発揮したクラスメイト全員が、恐るべき事に──勇海との相部屋を望んでいる。

　熱くなり過ぎている〝許嫁いいなずけ〟達を落ち着かせなければならない。が……しかし、それは果たして、可能なのだろうか。

「「「さあ──誰を選ぶっ!?」」」

「──っていうか選せん択たく肢しが多すぎなんだってば!?　いや、そもそも選んじゃダメなんだけどね!?　ああもう、とにかく一度、ちゃんと落ち着いて──」

「──お待ちください、皆さん！　私の話を聞いてくださいっ！」

「はっ……み、ミリィ!?」

　ここで現れたのは、生徒会長たるミリィ。少し前の勇海なら、素す直なおに「助かった！」と喜ぶかもしれないが、最近は不安のほうが大きい。研修旅行出発の段階で前科もあるし、ハラハラしてしまう勇海だが、ミリィは堂々と凜りんと響ひびく声を上げた。

「皆さん……一体何を考えているのですっ!?　私達は学生で、今は研修旅行中。学園から離はなれたからといって……いえ、離れているからこそ、節度を守らなければなりませんっ！　年頃の男女が二人きりで一つの部屋に宿しゆく泊はくだなんて、言語道断ですっ！」

（お、おおっ、ミリィ！　そうだ、その通りだ！　さすがは生徒会長……やる時は、ちゃんとやってくれる──）

「ですから──二人きりでなければ、少しは許容範はん囲いと呼べなくもない訳でして」

（……んっ？）

　何やら雲行きが、一転して怪あやしくなった気がする。しかし勇海が言及するより先に、ミリィは独自の理論を展開し始めた。

「いいですか、皆さん。このホテルの次に利用するのは、温泉旅館です。クラスメイト全員が泊まれるくらいには、一部屋が広いのです。……つまり！」

「あの、ミリィ？　何を言おうとしてるんだ？　ちょっ、待っ、一回止まって──」

　だが止まらぬ。ミリィがノンストップで口にした、とんでもない結論とは──！

「ここでちゃんと、我が慢まんできれば──温泉旅館では、皆で一つの部屋でお泊とまり──そう、勇海ちゃんと一緒に、お泊まりできるのですよーっ！」

「《聖デミグリーン学園》生徒会長ミリィ＝エルフレアさーん!?　なぜ率そつ先せんして風紀をブチ壊こわすようなコトを!?　節度も何も、あったもんじゃないぞ!?」

「そ、そんな事ないですー。皆の目があると思えば、逆に安全ですしっ。それにこうでも言わないと、この騒ぎ、収しゆう拾しゆうがつきませんでしたよっ？　け、決して私が勇海ちゃんとお泊まりしたいから代案を出した、とかではなくてですねー」

「なぜだろう微み塵じんも説得力を感じないのは！　それに全員でお泊まりするにしても滅茶苦茶だし、それで皆みんなが納なつ得とくする保証なんて──」

　勇海が危き惧ぐを口にしようとするも、それはエイミの次の言葉で遮られる事になり。

「そっか、そういえば……皆が仲良しだと、イサミも確かに嬉しそうだしな。うん、皆でお泊まりが一番だなっ！　よーし、納得したぞっ！」

「う、噓うそだろエイミ!?　いや皆も、何で頷うなずいて……も、もしもし!?」

『ま、しょうがないわねっ』『平和が一番、ですぅ』『その通りよね～♪』『るるーん』

　勇海だけは異議を唱えるが、女子一同は本当に納得してしまったらしい。姦かしましく騒ぎながら、今日のところは大人しく自分の部屋へと向かっていった。結果としては、ミリィのアイデアによって、事態は収束した訳だが、しかし。

「勇海ちゃん……そういうわけですっ。当面の問題は、これで解決ですねっ♪」

「その代わり大変な問題が浮ふ上じようしてきたけどね!?　こういうの、本気でアリなのか!?　先生達もいるのに……って、その先生達も不安要素だった！」

「さてっ、今日一日は移動に費ついやして、疲つかれちゃいましたし……早めにおやすみしましょうっ。本番は明日以降ですよ～……ふふっ、楽しみも出来ちゃいましたし～っ♪」

「今、楽しみって言った！　エルフは秩ちつ序じよを重視するって前に聞いたのに、むしろダルク先生並みに自由っぽくない!?　み……ミリィーッ!?」

「うふふ……捕つかまえてごらんなさいですよー、勇海ちゃーん♪」

　スキップするような足取りで通路を進むミリィは、やはり微び妙みように浮うかれている気がする。誰も彼もがノンストップで、生徒会長さえも〝問題児〟的に馴な染じみきっていた。

　これはまだ、研修旅行、初日の話──ただバスに乗って、移動して、一いつ泊ぱくめのホテルに宿泊する。たったそれだけで、既に波は乱らん万ばん丈じようの大騒ぎ。

「こ、この研修旅行……本当に、大だい丈じよう夫ぶなのか？」

　三泊四日の研修旅行──許嫁達いわく〝研修ハネムーン〟は、果たして順じゆん風ぷう満まん帆ぱんに進むのだろうかと、勇海は不安に駆かられるのだった。

















第二章　遊園地ラプソディ









　遊園地──そこは〝夢〟に満ちた、不思議な世界。その単語を耳にするだけで、人の胸をときめかせる、魔ま法ほうのような力を持っている。

　ホテルをチェックアウトした勇いさ海み達は、今まさに遊園地を訪おとずれていた。つまり、ここが研修旅行における、最初の研修地という訳である。

　しかしクラスメイト達は年頃の女子で、高校生の年代。遊園地なんて子供じみていると、そう思ってもおかしくはないが、果たして──！

「──イサミ、イサミっ！　私、遊園地なんて初めてだっ……早く行こうーっ♪」

　心配など、完全な杞き憂ゆうだった。嬉うれしそうに呼びかけてくるエイミだけでなく、他の子達もどことなくそわそわしていて、既に行動を開始した者までいる。

　その中では比ひ較かく的てき、落ち着いていたアンが、はしゃぐエイミに注意の声を投げかけた。

「ちょっとエイミっ。そんなにはしゃいで、他のお客さんに迷めい惑わくかけちゃダメよ？　普ふ通つうに一いつ般ぱんのお客さんだっているんだから、気を付けなさいよねっ！」

「む、水を差すな、アンっ。だって、仕方ないだろう？　何せ……」

「ん……まあ、そりゃアタシにだって、楽しみなのは分かるけど──」

「イサミと遊園地デートできるなんて、喜ばないほうがおかしいぞっ♪」

「はっ？　……で、デートぉ!?」

　エイミの発言で顔を真っ赤にするアンだが、寝ね耳みみに水だったのは勇海。研修旅行が始まってから何度目か、訂てい正せいの言葉を口にする。

「あ、あのな、エイミ？　これはデートじゃなくて、あくまで研修旅行の一いつ環かんだからな？　楽しむのはイイんだけど、一番大事なのは学ぶコトで──」

「むむっ。それくらい分かってるぞ、イサミ。でも……こんな機会、滅めつ多たにないし、せっかくイサミと遊園地に来られたんだから……目め一いつ杯ぱい、楽しみたい。そのために、ちょっとくらい……デートって言っちゃ、ダメ、か？」

「うっ。い、いや、そんなコトは……」

　エイミに上うわ目め遣づかいで見られると、勇海の頭からは否定の言葉が消え去ってしまう。その純真な目には逆らえないな、と思い知りつつ、勇海が返した言葉は。

「……分かった！　まあデートって単語が引っ付いてても、学ぶコトが出来ればイイんだからな。ちょっと気き恥はずかしいけど……で、デートってコトで、いいよ」

「ほ、本当かっ？　っ、[image: ～][image: ～][image: ～]っ……嬉しいっ！　イサミ、だ[image: ～][image: ～][image: ～]い好きっ♡」

「わっ、とと！　そ、そんなに振ふり回すなってば。あ、だけど俺、全体を見て回らないといけないからな。エイミだけにかまってあげられないから、それは許してくれよ？」

「そっか、そうだよねっ。じゃあ、じゃあね……アトラクション、一個だけ一いつ緒しよに乗る、っていうのはどうだ？　それをデートにしよっ？」

「そうだな……うん、そうしようかっ！」

「うん、うんっ、そうするっ♪　えへへ、楽しみだな、イサミっ♪」

　右みぎ腕うでに抱だき着きながら、ぴょん、ぴょん、と嬉しそうに飛び跳はねるエイミ。その姿に、つい頰ほおが緩ゆるんでしまう勇海だが、不意にアンから訴うつたえかけるような声が上がってきた。

「ちょ、ちょっとぉ、エイミばっかりズルイわよっ！　デートするっていうんなら、アタシにだって……他の〝許嫁〟にだって、権利はあるでしょっ」

「アン？　もしかしてアンも、一緒に乗りたいアトラクションでもあるのか？」

「えっ？　あ、そうね……うん、そうよっ。アタシもそうだし、クラスの皆だって、きっと同じよ。不公平なのは良くないでしょっ」

「そうだな、確かにアンの言う通りだ。よーし、分かった！　なら平等に、一人一個、アトラクションに付き合うって感じだなっ。もちろんアンも、一緒に行こうな！」

「やった！　……じゃなく、当然ねっ。ふふんっ♪」

　嬉しそうなアンに、そこでエイミが、勇海に抱き着いたまま彼女へと語りかけた。

「おい、アンっ。イサミが良いと言うんだから、アンがデートするのに文句はないが……最初は私だからなっ。そこは絶対、譲ゆずらないぞっ！」

「わ、わかってるわよ！　まあアンタが変なコト言い出したおかげみたいなトコもあるし……順番くらい守るわよっ。で、エイミ、勇海と何で遊びたいワケ？」

「ん。ん～、こういうの初めてだし、良く分からないからな……そうだっ。イサミが決めてくれないかっ？　イサミがやりたい事なら、私もやりたいっ♪」

「お、俺か？　ん～、そうだな、えっと……」

　急に話を振られて慌あわててしまった勇海だが、少し考えてから案を出す。

「じゃあ遊園地の定番だし、ジェットコースターとか、どうだ？」

「？　じぇっとこーすたー？　それって、どんなのだ？」

「えーと、それは……あっ、ほら、あそこだよ。あの乗り物」

「あそこ？　何かあの、絶ぜつ叫きようが聞こえてくるヤツか？　……むっ」

『きゃ───っ！』『んあああああ』『わ───んっ！』『タスケテ』『ひえ───!?』

　勇海の指差した先には、傾けい斜しやの激しいレールの上を滑かつ走そうする、屋根のない列車を模した乗り物が。中々にハイレベルらしく、悲鳴は止やむ事を知らないほどだ。

　さすがのエイミも少しは怖こわがるだろうか、勇海の左側から、アンが声をかけている。

「ふ、ふーん、なかなかね……ま、まあアタシは腕とか取れちゃったら大変だし、遠えん慮りよするけど？　で、エイミはどうするの？　まあ怖いなら、やめとけば──」

「……私のほうが、速い」

「へっ？　え、エイミ……なに？」

　思いがけない言葉に目を丸くするアン。そしてエイミが、続けて勇海に向けて放ったのは、とんでもない発言で。

「イサミっ！　あんなものに乗るくらいなら──私に乗れっ！」

「えっ。……え、えええっ!?　何言ってるんだ、エイミ!?」

「任せろイサミ、あの程度の速度に、私は負けたりしない……見せつけてやろう、地上最強の《金きん竜りゆう》の娘むすめにして……地上最強の〝ドラゴン・コースター〟を！」

「ジェットコースターはそういうレース的なアトラクションじゃないし、対たい抗こう意識を燃やす必要はないからな!?　ていうかダメだって、バスの時も言われたけど、研修旅行なんだからな！　亜あ人じんとしての能力は、原則使用禁止だぞ！」

「むっ。そういえば、そうか。うー、本当はイサミを乗せて飛びたかったけど、それなら諦あきらめる……じゃあイサミ、どうする？」

「あ、ああ。そうだな、えーっと、うん」

　勇海は暫しばし、思考する。ジェットコースターが駄だ目めなら、フリーフォール──いや、大して変わらないだろう。というかエイミが空を飛べる以上、絶叫系アトラクションは全ぜん滅めつと見ていい。エイミのほうが、よほどスピードも速いだろうし。

（や、やばい──向いてない、遊園地に向いてないぞ、エイミっ!?　くっ、エイミを退たい屈くつさせないために、考えるんだ、俺！　何か、何かないか!?）

「イサミ？　うーん、悩なやんじゃった。はあ、全くイサミったら……悩んでる顔も、素す敵てきだなぁ……♡　……んっ!?　い、イサミ、あれっ、あれ乗りたいっ！」

「うーん、うーん……ん!?　の、乗りたいヤツあるのか？　どれだっ？」

　思いがけずエイミから提案され、勇海が確かく認にんすると──それはコーヒーカップのアトラクション。一見すると何の変へん哲てつもないが、よく見ると乗っているのはカップルばかりで、誰だれもが楽しそうにはしゃいでいた。

　なるほど、確かに絶叫系だけが、遊園地のアトラクションではない。こういう和なごやかな乗り物も悪くない、と勇海は納得して頷いた。

「分かった、エイミ。俺なんかで良ければ、お供ともさせてもらうぞ！」

「もーっ、イサミがいいのっ。ふふっ、それじゃ行こう、イサミっ♪」

「あっ、こらこら、引っ張るなって。ははっ、子供みたいだぞ？」

　平和だ、非常に平和である。だがしかし、自分達を見送ってくるアンは、不安そうで。

「い、イサミ……えっと、気を付けなさいよ？　怪け我がとかしないように」

「アン？　いやいや、コーヒーカップだぞ？　心配なんていらないって」

「いやまあ、普通なら、そりゃそーでしょうけど……と、とにかく気を付けなさいっ」

　アンの言い分はよく分からないが、勇海は一つ頷いて、エイミと共にコーヒーカップのアトラクション施し設せつ内に、足を踏ふみ入れた。
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　コーヒーカップが床ゆか面めんを滑すべるように移動し始めると、エイミが小さく声を漏もらした。

「おぉ……内側から見ると、こんな感じなんだな。ふふっ、スピードはないけど、これはこれで斬ざん新しんだ。それに……イサミがこんなに近いしなっ♪」

　コーヒーカップ内のベンチで、ぴたりとエイミは勇海の隣となりに座っている。その密着感に照れ臭くさくなる勇海だが、エイミが喜んでくれるなら、それでいい。

　すると当のエイミは、他のカップル達を暫し見つめ、ぽつりと呟つぶやく。

「他の人も、こうして大切な人と遊んでると、やっぱり幸せなんだろうな。ほんの数か月前は、他人の事なんてどうでもいい、と思ってたけど……今は少しだけ、分かる」

「エイミ……そうだな、エイミがそう思えるなら、それはエイミの成長の証あかしだよ。クラスメイトに対しても、以前よりずっと気にかけてあげられるようになってるし。エイミはどんどん、素敵な女の子になっていってる、って俺は思うよ」

「そ、そう？　い、イサミにそう言われると、えへへ……嬉しい、なっ♪」

　はにかんで頰を染めつつ、微笑ほほえんでくるエイミが、ふと疑問の声を上げた。

「ん？　あれって……何してるんだろ？」

　エイミが見つめているのは別のコーヒーカップで、中央に設しつらえられているテーブルを回し、コーヒーカップに回転をかけている光景。

　この仕組みも割と定番だが、エイミには物もの珍めずらしかったらしい。楽しそうなカップル達の真似まねをするように、エイミも中央のテーブルに片手を置いた。

「これを回すと、コーヒーカップも回るのか？　よーし、それじゃ、ちょっとだけっ」

「あ、ああ。手加減してくれよ？　目が回らない程度にさ」

「もー、分かってるってばっ。私は気の遣つかえる、素敵な女の子なんだからなっ♪　さて、それじゃ、ゆっくり、ゆっくり……ふう」

　軽く息を整えたエイミが、テーブルに置いた片手に、力を入れた──次の瞬しゆん間かん。

「────えいっ」

「ぉ──メっス」

　ごうっ、と突とつ風ぷうの音が響ひびくと同時に、勇海も変な声を漏らしてしまう。ほんの少し、エイミが力を籠こめて回転させただけで、コーヒーカップはとんでもない遠心力を発揮し。

「う、うお、おおおっ……う、うわっ!?」

「へ？　……きゃ、きゃあっ!?　いい、イサミっ!?」

　勇海は体勢を保てず──何とエイミの胸に、顔面から飛びこんでしまった──！

　顔中で感じるのは、得も言われぬ極ごく上じようの柔やわらかさ。心に感じるのは、これ以上ないほどの罪悪感。勇海が慌てて体を起こし、謝ろうとすると。

「ご、ごめん、エイミ！　ワザとじゃないけど、そのっ、大だい丈じよう夫ぶで──」

「い、イサミから、イサミから私に、抱き着いてくれてっ……こ、これがコーヒーカップとやらの仕組み!?　う、嬉うれしいっ……もっと、もっとやるぞっ！　えーいっ♡」

「ちょっ待っ、エイミさん!?　違ちがう、コーヒーカップはそんな淫いん靡びなアトラクションじゃない──って、うわあっ!?　あ、あわわ、と、止まらーん!?」

　結果、興奮してテンションが上がってしまったエイミは、それから時間いっぱいまでコーヒーカップを回し続け──勇海にとって、さながら絶叫アトラクションのような様相を呈ていしてしまったという。
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「あ、あの、勇海……大丈夫？　意識、しっかりしてる？」

　遊園地のベンチに腰こし掛かけ、真っ白に燃え尽つきている勇海に、アンが声をかけてきた。

「あ、ああ、大丈夫……けほっ。これくらい、へっちゃらだって……げっほげほ」

「な、なんか大丈夫じゃなさそうだけど……コーヒーカップも乗り物酔よいっていうのかしら。ていうかアタシの《生命の樹セフイロト》、乗り物酔いに効くのかしら……」

　疑問に思ってはいるようだが、アンは回復魔ま法ほうで勇海を癒いやし続けてくれる。そこへ、自じ販はん機きのある方向から、エイミが弾はずんだ足取りで駆かけ寄ってきて。

「イッサミーッ♪　アンに言われた通り、冷たい水、買ってきたぞっ。はいっ♪」

「ああ、助かるよ……ありがとな、エイミ！」

「ふふ、これくらい当然だっ。それで、さっきの……どうだった？　楽しかったか？」

「そ、そうだな、スリル満点越ごえだったけど……うん、確かに楽しかったよ」

「！　そ、そっかぁ……えへへっ♪　じゃあイサミ、もう一回乗るか？」

「い、いやいや、アトラクションは一人一個の約束だからな。まあ、また今度、な？」

　ここは遠慮しておいた勇海に、エイミは竜の太い尻尾しつぽを大きく横に振ふり、『約束だぞっ』と輝かがやく瞳ひとみで訴えかけてくる。そんな彼女に、勇海は苦く笑しようしつつ頷うなずき返した。

　と、そんな勇海を、癒してくれていたアンが話しかけてくる。

「じゃ、じゃあ……次はアタシねっ。イイわよね、勇海っ？」

「ん？　ああ、もちろん！　それで、アンはどこに行きたい？」

「あ、えっと……ま、待って、考えてなかった！　えーっと、えーっとねっ……」

「そんなに慌てて考えなくてイイぞ？　と言っても、他の皆みんなの様子も、見て回らなきゃだし……今日の内に、また後で会ってから、とかさ──」

「そ、そんなのイヤよっ、アタシは今がイイのっ！　そ、そだっ。運を天に任せて……」

　急に目を閉じたアンが、人差し指をぐるぐると旋せん回かいさせ、バッ、と突つき出すと。

「──あそこっ！　あそこに行くわっ。イイわね、勇海っ」

「えっ……あ、アン？　ホントに、あそこに行きたいのか？」

「ええ、もちろん！　まあ遊園地だし、そこまで変なトコなんてないでしょ」

「う、うーん……でもやっぱ、一度ちゃんと目を開けて、確認しといたほうが……」

「くどいわよ、一度運を天に任せたんだから、《ゾンビの聖女》に二言はないわっ。ふふん、そんなに怖おじ気けづくなんて、情けないわよ？　一体どんなアトラクションに……えっ」

　ようやく目を開いたアンは、なぜ勇海が逡しゆん巡じゆんしていたのか、理解してくれたらしい。

　そう、アンの指差した先は──〝お化け屋や敷しき〟。勇海としては別に構わないのだが、アンは意外と怖がりなのだ。この時点で、既すでに固まってしまっている。

　やっぱり止めておこうか、と勇海が声をかけようとする……直前、エイミが一言。

「む？　アン……二言はないんじゃなかったのか？　まあ怖いなら、仕方ない。アンの代わりに、私がイサミと一いつ緒しよに──」

「こっここ怖くないし、行かないなんて誰も言ってないわよ!?　イイわよ、そこまで言うなら見せてあげるわ、本物の《ゾンビ》のホラー魂だましいをねっ！　ほら行くわよ勇海っ！」

「いやそんな、こんなコトで無理なんてしなくても……あ、アンってば？」

　勇海が気遣うものの、もはやアンには聞こえていないらしく、ぐいぐいと引っ張ってくる彼女と共に〝お化け屋敷〟に入場する事になった。
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〝お化け屋敷〟に入場する直前、アンは勇海の上着の裾すそを、ちょん、と後ろから摘つまんでいた。そのいじらしい慎つつましさに、勇海もついつい胸がときめいたものだ。

　歩き始めて間もなく、青白い火の玉が横切り、アンは「きゃっ」と短く悲鳴を上げた。怖こわがって背中に張り付いてくる彼女に、勇海の庇ひ護ご欲よくが搔かき立てられる。

　そして、今この時の──アンの状態は、というと。

「ふ、ふええんっ……怖いよ、狭せまいよ、暗いよう～……何でこんなに暗いのよ、もっと明るくしてもイイじゃん、照らしなさいよお……シャンデリア持ってきなさいよお！」

「お化け屋敷にシャンデリアって、それはそれで怖いかもだけどさ……い、いやアン、それより……く、くっつき過ぎじゃないですかねっ……？」

　小刻みに震ふるえて涙なみだ目めのアンは、勇海の左ひだり腕うでに体ごと抱だき着いていた。ほぼゼロ距きよ離りで伝わってくる柔らかさに、勇海が身み悶もだえるも、アンはそれどころではないらしい。

　何かが出てくるたび、「ひっ」と小さく悲鳴を上げ、ぎゅっ、と抱きしめられる。ひっ、ぎゅっ、ひっ、ぎゅっ。断続的に刺し激げきを与あたえられ、居た堪たまれないにも程ほどがある。

　いっそ一思いに、力ちから一いつ杯ぱいやってくれ──と思った、その時。

『オオ、オオオオッ……リア充じゆう滅めつすべしィィィィィ！』

「きゃ、きゃああああっ!?　ゾンビ、ゾンビこわい───っ!?」

「アンさんそれブーメラン！　……う、うおおっ、ちょっ!?」

　思いっきり、『ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ』っと全力で、アンが勇海の腕に抱き着いてきた。なるほど、力一杯やられたら、それはそれでヤバイんだな、と勇海は遠い目をする。

　だが、ここで思いも寄らない事態が起こった。先ほどアンを驚おどろかせた……メイクで微び妙みように分かりにくいが、ゾンビ役の女性が、ぐっ、とアンの腕を摑つかんだのだ。

『ウオォォォン……我はリア充への憎にくしみのために地の底より蘇よみがえりしゾンビ。我が願い遂とげるまで、この手は離はなさぬ……具体的には破局しろカップル共ォォォ……！』

「なんかでっかい私情が入ってません!?　ていうかこの子から手、離してくださいよ！　そんなに引っ張ったら……」

『アアアアア！　庇かばうとかっ……ラブラブっぷりを見せつけるなァァァ！　ちくしょー、破局しろー！　ウオオオオオオン！』

「ひっ……い、いやよ！　ど、どんなに怖くっても、破局とかしない、しっ……そ、そっちこそ離しなさいよおっ！　んんんっ……きゃあっ!?」

『ぐぬぬぬ……きゃっ!?　す、すっぽ抜ぬけた？　……ん？』

　そう、すっぽ抜けた。勇海はアンが転ばぬよう、そのまま抱き支える。

　一方、尻しり餅もちをついたゾンビ役の女性が、その手に抱かかえるのは。

『えっ……手？　う、腕……う、で？　──ッ!?』

　まさしくアンの──すっぽ抜けた、左腕だったのだ──！
















『ひっ……ひきゃあああっ!?　うっうう腕が、腕がとーれーたー!?』

「へ？　あ……きゃあああっ!?　ホントだゾンビが腕抱いてるこわい───っ!?」

「落ち着くんだアン、アレはキミの腕だぞ！　お、お姉さんも落ち着いて……」

『ひやあああっ!?　ごめんなさい出来心です悪気は少ししかなかったんです！　もうカップル滅ほろびろとか流れ星に願ったりしませんから、呪のろわないでぇぇぇ!?』

「その流れ星に『恋こい人びとが出来ますように』って願う心があれば恋人も出来るかもですけどね!?　ていうか呪ったりしませんし……なあ、アン──」

「呪い、いやーっ!?　ホラーこわいー、こーわーいー！　やーんっ!?」

「何だこの状じよう況きよう、カオスすぎるんですけど！　ああもう、ちょっとくらい落ち着いてる人はいないのか!?」

　とはいえ、ここはお化け屋敷内。他のお化け役も見当たらないし、来たとしてもアンの腕が取れている状況にパニックになりそうだし、アンも更さらに怯おびえてしまうかもしれない。

　さすがに救たすけなど望めない、この現状──と思いきや、間延びした声が響いて。

『うらめしや～、の～……お化け匣ばこだぞ～、がお[image: ～][image: ～][image: ～]』

「きゃあああっ!?　宝箱のお化け───!?」『ひいいやあああっほおおおお！』

「う、うわあっ!?　びっくりした……主にアンとゾンビ役の人のテンションの高さにビックリした！　ていうか、いきなりお化け匣なんて……って、あれ？」

　突とつ然ぜんに現れたお化け匣だが──間延びした声といい、目の前にある大きな宝箱といい、どうにも覚えがある。そんなお化け匣の正体を、勇海は叫さけんだ。

「まさか──こ、小こ匣はこ!?　小匣なのか？」

「ばばバカ言ってんじゃないわよ勇海！　どう見てもこの箱おっきいわよ、大箱よ！」

「そうじゃなくて小匣だよ、小匣！　俺達のクラスメイトの！」

「ひいっ、クラスメイト……へ？　小匣、って……あーっ!?　何でアンタがココに!?」

　かなり遅おくれてだが、ようやくアンも小匣に気付き、勇海と同じ疑問をそのまま口にした。が、真っ先にその答えを出したのは、意外にもゾンビ役の女性で。

『はっ……師し匠しようじゃないですか！　う、うっす、ごっつぁんでーす！』

「小匣は今どういう立場なの!?　師匠って何!?」

「ん～、あたし達の研修旅行って、スタッフ側に回ってもいいって、ティティ先生から聞いてさ～。……まあ、あたしはここで箱からたま～に顔出すだけで、みんな怖がって逃にげるし、楽だからそうしてるんだけど～……とりあえず、ここは任せてよ、いさみ～ん」

「ま、任せるって……小匣？」

　宝箱から身を乗り出し、こしょこしょと耳打ちしてきた小匣が、悪戯いたずらっぽくウインクする。そのまま、彼女にしては珍めずらしく真しん剣けんな表情で、ゾンビ役の女性に語りかけると。

『お姉さんよ、逆に考えるがよい～……リア充になんて、ならなくてもいいさ、と～。そうすれば自分の時間を自由に使えるぞ～う……引きこもるのだ、自分の世界に～』

『さ、さすが師匠っ……そうよ、私は彼氏が出来ないんじゃなく、作らないだけ！　好きなように自分の時間を使うためにっ！　お一人様上等よ！　オッシャーッ！』

「なんかダメ人間製造器みたいになってない!?　酷ひどい罠わなだよ、ミミックだけに！」

「まあまあ、本人がいいっぽいし、いいじゃん、いさみ～ん。あと、どさくさにアンアンの手、とりかえしといたから～。ほら二人とも、ここはあたしに任せて、先に行け～」

「なんかホラー的には死亡フラグっぽいんだけど!?　で、でもありがとな、小匣……ほら、アン、腕を元に戻もどして……あ、アン？」

　アンに返した腕は、あっという間に元通りになったが、彼女はへなへなとへたり込んでしまった。真一文字に結んだ口を、ようやく開いたかと思いきや。

「ご、ごめん。驚き過ぎて、腰こし、抜けちゃった……」

「あ、アン、大だい丈じよう夫ぶか？　肩かたを貸すから、ゆっくりと……」

『おっ……まーたイチャイチャしようとしてるわねぇぇぇ!?　食ってやるわ、このお一人様ゾンビがねっ！』

「どうも猶ゆう予よがないっぽい！　アン、すまん、抱えていくぞっ！」

「へ？　な、ちょ、これ……お、お姫ひめさっ……!?　っ……っ、っ!?」

　勇海がアンを抱きかかえると、彼女は両手で口元を押さえ、顔を真っ赤にしてしまう。しかし変なテンションのゾンビ（役）に追いかけられ、気にしている暇ひまもなく、勇海は出口に向けて走るしかないのだった。
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　お化け屋敷を出た勇海とアンは、コーヒーカップの時とは、逆の立場になっていた。

「アン、気分は大丈夫か？　ほら、冷たい水、買ってきたぞ？」

「あ、ありがと、勇海……うう、でもまだ、歩けないかも……顔熱いし……うう」

「そっか……うん、無理はしなくてイイからな？　ゆっくり休んでくれよ」

　アンの体調を勇海が気き遣づかっていると、お化け屋敷の出口で待っていたエイミが、ゆっくりと歩み寄ってきた。

「イサミ──アンは私が見ているから、イサミは行ってきていいぞ？」

「え？　……エイミ？」

「イサミは、全体を見て回らないといけないんだろ？　だから、ここは任せてくれていい。一日なんてあっという間だし、時間もなくなっちゃうしな。……まあ、何だ」

　ふっ、と口元に微び笑しようを湛たたえ、エイミが放った一言は。

「イサミの〝ドラゴン嫁よめ〟として──許嫁いいなずけをサポートするのは、当然だからなっ♡」

「！　え、エイミ……ん、んんっ！」

　その金色に輝かがやく笑え顔がおに中あてられ、つい胸が高鳴ってしまうのを、勇海は咳せき払ばらいして誤ご魔ま化かす。そしてすぐに気を取り直し、エイミに笑顔を返してみせた。

「ありがとな、エイミ……それじゃ、行ってくる！　アンのコト、頼たのんだぞ！」

「うんっ、任せてイサミっ！　えっへっへ……いってらっしゃーい♪」

「き、気を付けていきなさいよね、勇海っ。ま……また後でっ！」

　手を振ふって見送ってくるエイミとアンに、勇海も一度だけ手を振り返し、次の場所へと走る事にした。




　　　　■■■




「うーん、皆みんな、どこにいるんだろうな。さすがに広いし、闇やみ雲くもに探しても見つからないか？　……あっ、そうだ！」

　豊富なアトラクションで賑にぎわう遊園地内を歩きながら、勇海は、こんな時こそ、とポケットから手のひら大のタブレットを取り出す。それは以前、ミリィから渡わたされた〝エルフ・ポジショニング・システム〟、通つう称しよう《ＥＰＳ》だ。

（最近じゃ皆と同居までしてるし、周りに誰だれかがいないコトのほうが少ないから、つい持ってるコトも忘れちゃうな。でも、これがあれば……ん？）

　勇海が液えき晶しよう画面に注目すると、中央の自分の位置に近づいてくる、見覚えのある水色の丸印が。それを確かく認にんしたのとほぼ同時に、背後から声をかけられる。

「い……勇海さぁん！　はあ、はあ……ふ、ふうっ」

「来らい夢む？　どうかしたのか、そんなに息を切らせて……あっ、そうだ、コーヒーカップの後、ちょうど水もらってたし、良かったらどうぞ」

「あっ、ありがとうございますぅ……こく、こくんっ。……ふ、えっ？　あ、これ、栓せん開いて……えっ!?　も、もしかして、勇海さんが飲んでたり、した……？」

「ん？　ああ、そうだけど……それがどうかしたか？」

「あ、ゎ。そ、それって、だってぇ……か、間接、きす、っていう……」

「……あっ！　そ、そうなる、かな。何か意識しちゃうと、恥はずかしいけど」

「は、はい……はうぅ」

　来夢の顔が、ぼっ、と沸ふつ騰とうしそうな程に赤くなる。勇海も顔が熱くなるのを感じるが、はっ、と顔を上げてきた来夢が、慌あわてて話を続けてきた。

「あっ、そ、そうじゃなくっ……大変！　というほどじゃ、ないんですけど……う、うーん……やや大変なんですぅ、勇海さんっ！」

「や、やや大変？　何か微び妙みような表現だけど、どういうコトなんだ？」

「はい、それが……カーミラさんが、迷子になっちゃってぇ」

「迷子、って……それ、普ふ通つうに大変じゃないか!?　一体どのあたりで迷子に？」

「あ、いえ、どこにいるのか、は分かるんですけどぉ……そ、その」

「へ？　どこにいるのか分かるのに、迷子って……どういうコトだ？」

「は、はい。えっと、その……あそこで、迷子になっちゃったもので……」

　来夢がおずおずと指差す先は、遊園地にあるアトラクションの一つ。だが、それを見た勇海は一いつ瞬しゆん目を疑い、確認するようにアトラクション名を読んだ。

「〝迷めい路ろアトラクション〟。……め、迷路？　カーミラって、影かげの蝙蝠こうもりで空を飛んだり出来るんだよな？　あの迷路、天てん井じようもないみたいだけど」

「それはその、研修旅行では能力の使用は禁止ですし……それにカーミラさんが言うには、『華か麗れいなる《ダムピール》として、この程度の迷路は能力ナシで攻こう略りやくしてみせますのよ、おーっほっほっほ！』だそうでぇ……」

「わ、わ～、来夢の声真似まね、うまいな～……まあ緊きん急きゆう時はやむを得ないと思うけど、それだとプライドの高いカーミラは、能力とか意地でも使いそうにないな」

「はい……それでわたしとカーミラさんは、別々の入り口から入って、どっちが先に脱だつ出しゆつするのか、っていう競争をしてたんですけど、全然出てこなくって……カーミラさんが迷路のどこにいるかまでは分からないですし、困っちゃってぇ……」

「そっか、そうだよな。じゃあ、捜さがしてあげなくちゃな、うん」

「は、はい……何だかお手数、おかけしちゃいますぅ……はう」

　微妙な表情をする来夢に、勇海も心から共感しつつ、迷路へと入る事にしたのだった。




　　　　■■■




　迷路でカーミラ捜し、と言っても──結論から言えば、あっさりと見つかった。何しろ勇海は《ＥＰＳ》を持っているし、カーミラも快く登録してくれていたからだ。

　その上、勇海にはルゥから《吸きゆう精せい》させてもらった際の嗅きゆう覚かくがある。カーミラを示す紫むらさき色いろの丸印と、彼女の匂においを頼たよりに、早々に辿たどり着く、と。

　ちょっぴり声をかけにくい光景が、勇海の眼前に広がっていた。

「うう、しくしく……華麗なる《ダムピール》たるわたくしが、遊園地の迷路で迷っちゃうなんて……とんだ恥はじさらしですわ、生き恥ですわ、ううう……」

　カーミラは十字路の中心で打ちひしがれ、日ひ傘がさを差したまま蹲うずくまり、悲しみの声を漏もらしている。少し、いや、かなり躊躇ためらった勇海だが、カーミラに声をかける事にした。

「あ、あのー、カーミラ、大丈夫か？」

「わたくしこのまま、此こ処こで朽くち果ててしまう運命さだめですのね……『ダムピール、遊園地の迷路で死す』。ぷぷ、お笑いですわ……笑えませんわ泣けますわ悲劇ですわっ！　嗚呼ああ、せめて最さい期ごに、イサミ様に一目お会いしたかったですわ……」

「カーミラ、おーいカーミラ？　俺はここにいるぞー？」

「あら、ついに幻げん聴ちようが……うふふ、まるでイサミ様がすぐ傍そばにいるかのように、声が聞こえてきますわ。こんな最期も悪くないですわね、よよよ」

「最期じゃないってば。ていうか朽ち果てる前に、係員さんとかが助けてくれるって。そもそも俺も、クラスメイトの皆だって、カーミラのコト放ほっといたりしないからさ。ああもー、カーミラ！　おーい、帰ってこーい！」

「うふふ、本当に近くにいるよう……まるで、そう、そうですわね。この顔を上げたら、イサミ様がいたりなんかしちゃったりするような。ほら、このように……ふえっ」

「……先に言うけど、幻覚じゃないからな？　カーミラ、迎むかえに来たぞ？」

「……………」

　暫しばし、カーミラは沈ちん黙もくしていた。やはり幻覚とでも思っているのか、何度かパチクリと瞬まばたきしていたが、やがて日傘を放ほうり出して勢い良く立ち上がり。

「い……イサミ様ぁーっ！　わたくしを、わたくしを救たすけに来てくださったんですのねっ……さすがですわっ、願えば想おもいは通じますのねっ♪」

「うわわっ!?　いや、願えば、っていうか……だ、抱だき着いちゃダメだって!?」

「あ、あらっ、わたくしとした事が感かん極きわまって、つい……でも、少しくらい良いですわよねっ。だって迷路でなんて、誰も見てませんし～……うふふっ♪」

「いや、誰も見てない、なんてコトは……か、カーミラ、ちょっ」

「はあ～、安心しますわ。しかも二人きりだなんて、棚たなからぼたも……ちっ？」

　言いかけたカーミラだが、どうやらようやく、気付いたようだ。そもそも勇海は、自分一人だとは一度も言っていない。勇海の真後ろに、〝彼女〟はずっといた。

「……迷子のカーミラさん、お元気そうで、何よりですぅ」

「ひゅいっ。く、来くる栖す、さん……い、いつから見て、いましたの……？」

「ずっとですよう。勇海さんと一いつ緒しよに来ましたから、打ちひしがれてるところから、今の今まで……ずっと、ですぅ」

「おぅ、っふ……う、うう[image: ～][image: ～][image: ～]……」

　カーミラは変な声を漏らすと、かあっ、と真っ赤になった顔を、勇海の胸に埋うずめて隠かくそうとする。何とも居た堪たまれない状じよう況きようだが、来夢は不意に声の調子を変えた。

「……もうっ、心配してたんですからね、カーミラさんっ。入場の時にギブアップ用のリモコンを渡されてるんですから、こういう時こそ、ちゃんと使うべきですようっ。変な意地、張ってちゃダメですっ」

「うっ!?　そ、それはその、仰おつしやる通りですケド、うう……」

「けど……安易に能力を使わなかったのは、立派だと思いました。研修旅行では能力禁止っていうのを、ちゃんと守ってたんですよね？　カーミラさん……えらいですようっ」

「！　来栖さん……ええ、その通りですわっ。華麗なる《ダムピール》として、ルールを破るような不作法はみっともないですしっ。何よりイサミ様と、能力を使わない約束もしていましたもの、当然ですわっ。オーッホッホッホ！」

　来夢に叱しかられたかと思いきや、直後に褒ほめられたカーミラは、いつもの調子を取り戻もどす。来夢の巧たくみな飴あめと鞭むちに感心しながら、勇海はカーミラに笑いかけた。

「よし、来夢のおかげで気を取り直したトコで、そろそろここを出ようかっ」

「は、はいですわっ。それではエスコートしてくださいまし、イサミ様……えいっ♪」

「おおっ？　エスコートって、手を繫つないでいくコトなのか？　まあいいけど……っと？」

　カーミラがすべすべの手で勇海の右手を握にぎってくるのと同時に、反対側の左手も確保された。ひんやりとして、それでいてぷるぷると柔やわらかな手の持ち主が、声を上げる。

「それでは行きましょう、勇海さんっ。今度こそ迷路を攻略ですっ、ぷるぷるっ♪」

「ら、来夢？　えっと、来夢も、その……手を繫いで行きたいのか？」

「ふ、え？　あ……も、もしかして、おイヤでしたかぁ……？」

「いやいや、全然そんなコトないって！　まあその、ちょっと恥ずかしいけどさ……うん、それじゃ三人で、手を繫いでいこうか」

「！　は、はいっ。えへへぇ……嬉うれしいですぅ♪」

　ぷるぷる、と柔らかく表情をほころばせる来夢と、なぜかドヤ顔で手を繫ぐカーミラ。高い壁かべのせいで薄うす暗ぐらい迷路の中も、二人の笑顔が明るく照らしてくれるようだ。

「勇海さんの手、おっきくて、あったかいですぅ……ぷるるんっ♪」

「うふふ、素す敵てきなエスコートですわ、イサミ様。いい思い出になりそうですのっ♪」

　スキップでも始めそうなほど上じよう機き嫌げんな来夢とカーミラに、勇海は何となく心が和なごむ。そうして手を繫ぎ合った三人が、十字路の先へと同時に歩み出そうとしたのだが。

「では行きますわよ、イサミさ──むあっ」

「さあ行きましょう、勇海さ──んぅっ」

「えっ、二人とも、どっちへ──ぐおっ」

　カーミラは右へ、来夢は左へ踏ふみ出したため、勇海は両りよう腕うでを両側に思い切り引っ張られる。綱つな引ひきのような形になったまま、カーミラは来夢に文句を言い始めた。

「ちょっと来栖さん、どっちに行ってるんですのっ。出口はこっちですのよっ？」

「ち、違ちがいますよう。そっちへ行っても、ぐるぐる迷っちゃうだけですし、出口は左ですっ。そもそもカーミラさんは迷っちゃってたのに、何でそんな自信満々に……」

「こ、今度こそ正しいはずですの！　い、イサミ様はどっちだと思いますのっ？」

　急に話を振ふられた勇海は、十字路を眺ながめながら、自分なりに答えを出した。

「俺は、その……真っ直すぐじゃないかなー、って」

「ここで第三の選せん択たくですの!?　んもうっ、ややこしくなっちゃうじゃありませんの！」

「ご、ごめんごめん。まあ確かに俺自身は、真っ直ぐだと思ったんだけど……正直、俺も方向音おん痴ちだからさ。本当の正解は、この迷路を一回攻略した、来夢だと思うよ」

「い、イサミ様まで、そんなっ。せめてご自分の選択に自信を持ってくださいましっ」

　カーミラはそう言うが、勇海は入学したての頃ころ、寮りようから学園へ行くまでに迷った事さえある。

　正解の選択として挙げられた来夢は、ぱあっ、と嬉しそうに表情を煌きらめかせた。

「さすが勇海さんっ、信じてくれて嬉しいですぅ♪　カーミラさん、行きますよう？」

「むむむっ……まあイサミ様が言うなら、仕方ありませんけどっ。ですが間違っていたら、次はわたくしの言う通りにしてもらいますのよっ」

「それは別に、いいですけどぉ……次は、多分ないんじゃないかなぁ、って」

「？　次はないって、どういう意味ですの？　まるでこれが最後みたいな──あっ」

　来夢の言った十字路の左の道を進み、曲がり角を折れた瞬しゆん間かん、その言葉の意味が分かった。前方に、ゴールの門が遠目に見えたのだ。

　カーミラは、意外とゴールの近くまで辿り着いていたらしい。とはいえ、彼女の勘かんに任せた道を進んでいれば、まだ迷い続けていただろうが。

　肩かたの力が抜ぬけそうになる勇海だが、右手を握っていたカーミラは不意に高笑いした。

「お……おーっほっほ！　こ、ここまでゴールに近づいていたなんて、これもわたくしの実力の内ですわ！　さあイサミ様、行きますわよっ、栄光のゴールへっ！」

「あ、ああ、分かったってば。じゃあ来夢、さっさとゴールしちゃおうか」

「は、はいっ、そうですねっ」

　三人揃そろって手を繫いだまま歩き出した、その時、来夢が思いついたように声を上げ、

「……あっ！　間違った道を選んで迷ったフリをすれば、もっと勇海さんと手を繫いで歩けてたかも……うーん、失敗ですっ」

「来夢、来夢、聞こえちゃってるぞ。そういうのは口に出さないでおこう、な？」

　勇海は残念そうな来夢の手を引き、けれど少しだけゆっくり歩く事にしたのだった。
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「勇海さん、ありがとうございましたっ。それでは、いってらっしゃいですぅ♡」

「ふう、疲つかれちゃいましたの……イサミ様、また後で、ですわ～」

　迷めい路ろを抜けた後、勇海は来夢とカーミラに見送られつつ、次の場所へ向かっていた。

　日中という事もあり、さすがに少し疲れが見えていたカーミラは、そのまま来夢が看みていてくれると申し出てきた。「カーミラさんのことは任せてくださいっ」と胸を叩たたく来夢の心強さを思い、勇海は感かん慨がい深く頷うなずく。

（来夢は初めて会った頃と比べると、本当に頼たのもしくなったよなぁ……学園祭の頃から思ってたけど、面めん倒どう見みもイイし。うん、うん……成長した、っていうか）

　まるで、妹の成長を見る気持ち──などと言えば来夢は『許嫁いいなずけですっ』と怒おこるので、滅めつ多たな事は言えない。最近は勇海も、妹とは違う、と実感してきているし。

　ぼんやりと考え事をしつつ、ふと《ＥＰＳ》に視線を落とすと、付近に丸印が確かく認にんできた。深い濃のう紺こん色と、淡あわいブラウン色が示す、その人物達は。

「あっ──勇海殿どのっ、勇海殿ではないか！　どうしたのだ？　くっ……答えろぉ～」

「あらあら～、勇海くん～♪　こっちよ～、お～い、お[image: ～][image: ～][image: ～]いっ♪」

　にこやかに手を振ってきたのは、ユニとカナ子こ。長い角と、２メートルを超こえる長身が目立つ彼女達が、同時に駆かけ寄ってくるのが見えた。

「ユニ、カナ子さん！　二人とも、ちゃんと楽しめてるかーっ？」

　勇海も笑って手を振り返すと、近づいてきたカナ子がにっこりと微笑ほほえんできて。

「もしかして、皆みんなを見回ってくれてるの～？　うふふ、ありがとう～♪」

「ああ、いや、このくらい、当然のコトだし──」

「お礼にぃ～……ぎゅっ、としちゃうわ～。え～い、ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ♪」

「──ってぶほっ!?　ちょ、そんないきなり!?　う、うぷぷっ……う、埋うもれる……何にとは決して言えないけども！　ちょ、カナ子さん!?」

　微笑みかけられてから、ほぼ間を置かず訪おとずれた奇き襲しゆうに、抗あらがう術すべもなかった。何にとは決して言えないが、豊かな柔らかさを誇ほこる〝そこ〟に顔面を包まれ、勇海の抵てい抗こうは儚はかなくなっていく。が、すぐ傍そばにいるのは、貞てい操そう観念にうるさく潔けつ癖ぺきな事に定評のある、ユニで。

「なーっ!?　か、カナ子殿、何をしているのだっ……ずるいぞっ！　私だって勇海殿を……くっ、抱だくぞっ♡」

「貞操観念にうるさく潔癖なはずのユニさーん!?　一体どうしちゃったんだ!?　ていうか最近、出会った頃の潔癖さは微み塵じんも窺うかがえないな！」

「え？　だって別に、抱き着いたって、処女は失われないし……」

「それさえ無事なら他ほかはどうでもイイわけ!?　もういっそ他の誰だれよりも、ユニの貞操観念が低い気がしてきたんですけど！　心配になるわ！」

「なっ、そんな事はないっ！　確かに処女は大事だが……処女は、大事だが！　私は気高く潔癖な《ユニコーン》の娘むすめ！　処女だけではないぞっ、そう処女だけでは──」

「その単語を連呼するのやめてもらえます!?　こ、ここは人目もあるし、その……」

　勇海が言いよどむが、周囲からの視線と反応は、はっきりとしたもので。

『ヤダ……なんか処女処女言ってるわ』『三人でなんて、変態さんかしら』

『こんなトコで抱き合ってるし、そういうプレイ？』『リア充じゆう滅ほろびろ……』

「ご、誤解です、違うんですって!?　これは、その……と、とにかく誤解ですよー!?」

　否定してみた勇海だが、客観的に見れば説得力ゼロかな、と自分でも思う。クラスメイトの中でも長身（角含ふくむ）で目立つ二人に抱き着かれ、勇海も混乱気味だ。

（う、ううっ……ていうか皆、何で今日はこんなに抱き着いてくるんだ!?　学園から離はなれて、本当に開放的になっちゃってるのか!?　ぐ、ぐぬぬっ）

「？　勇海殿、難しい顔をしてどうした？　何か悩なやみがあるなら……くっ、聞くぞ？」

「もしかして、どこか痛いのかしら～……いい子いい子、ってしてあげるわ～♡　よしよし～、大だい丈じよう夫ぶよ～、私がナデナデしてあげるから～♡」

「おおお悩みの種は抱き着かれてるコトだし、痛いとかはないからっ!?　ふ、ふんぬぬっ……と、とりゃあああっ!?　はあ、はあ」

　全力で身をよじり、勇海はようやくユニとカナ子の拘こう束そくから抜け出せた。二人は残念そうな顔をしているが、再び抱き着かれない内に、話を進める事にする。

「そ、それで！　二人は遊園地、ちゃんと楽しんでるか？　アトラクションとか、乗ってみたいものとか、何かある？」

　勇海が尋たずねると、ユニとカナ子は互たがいに顔を見合わせ、少しだけ考え込む。それから、まず先に口を開いたのはカナ子で、ユニも続いてきた。

「う～ん、乗りたい物がないわけじゃないんだけど～。私の体じゃ、制限を超えちゃってて、ほとんど乗れないの～。しゅ～ん、しゅ～ん……」

「私も、この角がな……どんな乗り物に乗ったとしても、凶きよう器きに早変わりしちゃうし。べ、別に気にしてる訳じゃないがなっ。くっ……残念っ！」

「口くち癖ぐせのおかげで、いっそ分かりやすいほど気にしてるなあ……けど、そっか、そうだよな。せっかくの遊園地なのに、楽しめないのは辛つらいよな」

　もしかするとその反動で、先ほど抱き着いてくるような行動に出たのかもしれない。

　何か二人が楽しめるアトラクションはないか、と勇海が考えようとするが、ユニが胸を張り、自信満々に語り始めた。

「ふっ、勇海殿、甘いな……この私達が、何もせず手をこまねいているだけだと思ったか？　ちゃんと考えているさ……ほら、あれを見てみるんだっ」

「あれ？　って、メリーゴーランドか？　いや、危ないのは同じじゃ──」

「ふふっ、慌あわてるな。逆転の発想というやつさ。そう……つまり！」

　ぐっ、と握り拳こぶしを作ったユニが、高らかに言い放った、逆転の発想とは。

「勇海殿が私に乗る……そう、つまりっ──私が馬になるんだよっ！」

「なんかエイミみたいなコト言い出した！　どうしたんだユニ、ああそっか、どうかしちゃったんだな!?　周囲の目が厳しいってレベルじゃなくなってきたし！」

『乗る……乗るですって!?』『あの角の子、馬になるって！』『ひそひそ……！』

「さあ、勇海殿……遠えん慮りよするなっ！　ふっ、心配せずとも、私は《ユニコーン》の娘……少しくらい乱暴にされても、壊こわれたりなんてしないっ！　だから、えーと、何て言うんだろ……そうだ、騎き乗じようするんだっ！」

『き、じょ……騎乗、いいっ!?』『ヤダ恐おそろしいわ、ヤダワー！』『ひっそひそー！』

「ユニ、もはやワザとやってない!?　誤解を招きすぎてるんですけど！」

　勇海は大慌てだが、ユニはきょとんと首を傾かしげ、その拍ひよう子しに長い角が木にぶつかってしまう。更さらにカナ子が、豊満すぎる胸を揺ゆらしつつ、勇海に詰つめ寄ってくる。

「あ～っ、私も～っ。勇海くんに乗ってほしい～っ♪　あっ、でもぉ～……逆に、勇海くんに乗ってみたいかもぉ～……♡　うふふっ、ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～]、ってしてねぇ～……♡」

「かかカナ子さん言い方ーっ！　何で今に限ってそんな、しっとりとした言い方しちゃうんだ!?　もう、やらしい意味にしか聞こえないんですけど！」

『恐ろしい、恐ろしいわ……』『こんな所で三人でなんて、ハイレベルすぎるわっ』

『ひいっ、ひそひそ……！』『ひっそひそ！』『ひーそひそひそ』『ひっそぉーっい！』

「ヒソヒソ話がハッキリしすぎて、もはやヒソヒソ話じゃない！　ていうか違うんです……信じてもらえる気は一いつ切さいしないけど、違うんですーっ！」

『ひいっ、何やら興奮してるわ！』『逃にげないと巻き込まれるかも！』『逃げろぉー！』

　結局、誤解されたまま、一いつ般ぱん客きやくの皆みな様さま方は、蜘蛛くもの子を散らすように逃げ去っていった。それを何とも言えない表情で見送る勇海に、カナ子はきょとんとして話しかけてくる。

「？　勇海くん、どうしたの～？　やっぱりどこか、痛いのかしら～……えいっ、痛いの痛いの、とんでけ～。そ～れ、がんばれっ、がんばれ～っ♡」

「は、はは。痛いのは人の目っていうか、心っていうか……」

「えっ、心？　胸、かしら～……さすってあげるわ～、よしよし～♪」

「ちょっ、比ひ喩ゆ、比喩だから！　こ、こそばゆいってば!?　……あ、あれっ？」

　手のひらで胸むな元もとをさすってくるカナ子から逃のがれるべく、勇海が後ずさると、その拍子に、メリーゴーランドのほうをぼんやりと眺ながめるユニの姿が視界に入った。

　どうしたのだろう、と勇海はユニに近づき、声をかける。

「ユニ、どうかしたのか？　やっぱりメリーゴーランド、乗ってみたいとか？」

「……へっ？　い、いや、違ちがうぞ勇海殿！　そうじゃなく……ほら、あの子」

「あの子？　……あ、ホントだ」

　ユニが指さした先には、確かに女の子がいた。恐らく小学校低学年か、それ以下だろうが、どうも様子がおかしい。両手の甲こうで目を押さえ、泣きじゃくっている。

「えーん、えーん……ママ、どこいっちゃったのぉ……う、うえ～んっ」

「……どうも、迷子みたいだな。ちょっと話を──あっ、カナ子さん？」

「あらあら～……どうしたのかしら～、大丈夫～？」

　勇海が言い終えるより先に、カナ子は行動していた。背中を丸め、女の子の顔を覗のぞき込みながら、優やさしく声をかける……が、しかし。

「うえ……ん、くっ？　ふ、え……え、んっ？」

「あらあら～、お嬢じようちゃん、どうして泣いてるの？　お母さんと、はぐれちゃったのかしら～……どこではぐれちゃったか、分かる？」

「……お、おっき、い。角、ある……お、鬼おに、さん？　……う、うう」

「うふふ、小っちゃくて可愛かわいいわ～。何ていうか……食べちゃいたいくらい──」

「──ぴえぇぇぇんっ!?　た、食べないでぇ、ぴえええええんっ!?」

「あ、あらあら～？　冗じよう談だんよ、冗談なのよ～？　は、はわわ～？」

　絶ぜつ妙みように誤解を招く発言をしてしまったカナ子に、女の子は大泣きしてしまう。カナ子があたふたするのは珍めずらしいが、続けて女の子に語りかけたのは、ユニだった。

「ふっ、ここは私に任せておけ、カナ子殿……少女よ、泣かなくてもいい。さあ、お姉さん達に、お話ししてごらん──」

「ぴえ───んっ！　また角があるー！　鬼さんに食べられちゃうー！」

「こ、この角は《ユニコーン》の角だぞっ!?　って、言われても分かんないか……えっと、これはだな、誰よりも気高く清せい廉れんで、処女を大切にする誇り高き獣けものの証あかしで──」

「ふえぇん……なに言ってるのか、わかんないよう……ふえっ、ふえええん」

「くそう、にっちもさっちもいかない！　くっ……殺せえっ！」

　悔くやしがるユニだが、何を言っているのか分からなくて良かったんじゃないかな、と思う勇海だった。

《鬼オーガ》と《ユニコーン》の亜あ人じんたる二人が、少女一人に右往左往してどうしようもない現状、勇海が軽く頭を搔かきながら彼女達に歩み寄る。そして片かた膝ひざを突つき、女の子と目線を合わせ、優しく語りかけた。

「えーと、大丈夫？　泣かなくてもイイぞ、この子達は怖こわくなんてないからな。とっても優しくて、キミのコトを助けてあげたい、って思ってるんだぞ？」

「う、えっ……？　ぐじゅ……ほ、ほんとぉ？」

「ああ、ホントだよ。それで、キミはお母さんとはぐれちゃったのかな？」

「う、うん……お馬さん、まわってるの、見てたら……いつの間にか、いなくって……」

「そっか。よし、分かった！　それじゃお兄さんとお姉さん達が、キミのママを捜さがしてあげるからな。もう大丈夫だから、安心していいぞ？」

「！　あ、あう……あ、ありがと、お兄ちゃん、ぅ……ふ、ふえ[image: ～][image: ～][image: ～]ん」

「はは、安心しても泣いちゃうんだな。もう大丈夫だから、よしよし」

　女の子の頭を撫なでながら、勇海が立ち上がると、カナ子が弾はずんだ声で語りかけてきた。

「きゃあ～……勇海くん、すごいわ～っ、何だか手て馴なれてるのね～っ♪」

「そ、そうかな？　まあ俺には、妹の……ほら、渚なぎさがいるし。小さい子との接し方も、少しくらいなら分かるからさ」

「うふふ、カッコイイわ～……勇海くんなら、と～っても素す敵てきなパパになりそうね～♪」

「え、ええっ!?　いやそれはちょっと、性急すぎるっていうかさ!?」

「うふふ～……甘えても、い～い？　ね～、パパぁ～♡」

「カナ子さんが娘なんかい！　予想の斜ななめ上なんですけど!?」

「え～？　他ほかに、何が……あ、あらあら～、それって……そ、そうよねえ、〝許嫁いいなずけ〟だものね～……あ、あらあら～……お、お顔が、熱くなってきちゃったわ～？」

「あっ、いや、その、〝許嫁〟だけど……こ、こほんっ」

　カナ子がまた珍しい事に、真っ赤になった顔を両手で押さえて照れている。そんな反応をされると思っていなかった勇海も、釣つられて顔が熱くなってしまう、が。

「ふ、ふええ、お兄ちゃん達……ママのこと、さがしてくれないのぉ～……？」

「おわっと!?　い、いや、捜す捜すっ。大丈夫だから、泣かないで……ん？　そういえばキミ、メリーゴーランドを見てたってコトは、乗りたかったのかな？」

「ふえ？　う、うん……でも、お母さんがいなくなってぇ……」

「そっか、そっか。で、ユニは確か、逆に乗せるほうになろう、と」

「む？　う、うむ、そうだけど……えっ？　まさか、勇海殿どの？」

　ユニも何か察したのか、勇海は軽く頷うなずいてから。

　首を傾げる女の子へ、にっこりと微笑ほほえみかけた。




　　　　■■■




「わ～、高い、高い～♪　お角、もちやす～い♪」

　女の子はユニに肩かた車ぐるまされ、出会った時の涙なみだはどこへやら、楽しそうにはしゃいでいた。ただ、肩車しているユニは、少しばかり大変そうである。

「あ、あわわ……あ、あんまり揺らさないでぇ、あわ、あわわ……くっ、酔ようっ！」

「あ～ん、ユニちゃん、いいなぁ～……私もナツちゃん、肩車したいわ～。ほらほら、私にも、角あるわよ～？　二本よ～、持ちやすいわよ～？」

　女の子の名前は、ナツ──あれからすぐに、彼女自身が教えてくれた。ユニの肩車は気に入ったらしいが、カナ子が立候補した結果は。

「……高すぎて、こわそう～……」

「が～ん……残念だわ～。しゅ～ん、しゅ～ん……」

　非常に分かりやすく落ち込むカナ子だが、こればかりは仕方ない気もする。さて、勇海は歩きながらも、周囲の様子を注視していた。すぐに迷子センターへ向かわないのには、ちょっとした事情と、勇海なりの考えがある。

「うーん、迷子センターって、ちょうど今いる位置の反対側なんだよな。ナツちゃんはこの辺りではぐれたって言うし、迷子のお知らせがないなら、ナツちゃんのお母さんも迷子センターには行ってないってコトだし。なら、この辺を捜してると思うんだけど」

　しかし今のところ、子供を捜しているような女性は見当たらない。何か簡単に見つけられるような方法はないだろうか、と勇海が溜ため息いきを吐ついた。

「う～ん、ナツちゃんのお母さんが簡単に見つかるような、何か手がかりでもあればイイんだけどな。って、そう都合よくはいかないか──」

「！　ちょっと待った、勇海殿っ。手がかりならある……私に任せてくれっ！」

「ユニ？　手がかりって……ま、まさか、人捜しの能力でもあるのか!?」

「ふ、そうだな、似たようなものだっ。だから、少し力を使わねばならないが……」

「ああ、研修旅行中の能力は、使用禁止が原則……だけど、非常時は話が別だ。今は充じゆう分ぶんに、特別な事態だと思うし」

「ふっ、そうか。ならば任せておけっ。この私の角の力で……そうっ！」

　今まで聞いた事はなかったが、ユニは何しろ《亜人》──まだ勇海が知らないような能力を持っていたとしても、不思議ではない。

　勇海が期待の眼まな差ざしで見つめると、ユニは自信満々に言い放った。

「──処女と非処女を判別するのだ！　母君殿は母ゆえに当然、非処女……ゆえに非処女の位置を把は握あくすれば、自おのずとナツちゃんの母君は見つかるはず──！」

「別の方法を考えようか」

「さて、では早さつ速そく……あ、ああ、あっ……い、いや───っ!?　非メイデンが……非メイデンがいっぱい───っ!?　怖い……怖いよう勇海殿、ふえ───ん!?」

「別の方法を考えようかって言ったでしょーが！　あと今だけはヘッドバンキングしちゃダメだって、ナツちゃんがロデオマシン乗ってるみたいになってるから！」

「ふ、ふええええ、ゆれるよおおおお、きゃあああああ」

　なかなか酷ひどい有様である。どうどう、と暴れ馬を宥なだめるように、勇海がユニを落ち着かせていると、カナ子が珍しく真顔で、一点を見つめていた。

「あれ、カナ子さん？　どこ見てるんだ……？　そっちに何かあるのか？」

「……あっ、勇海くん～。う～ん……向こうにね、工事中の建物があるの。立ち入り禁止です、っていう、看板はあるんだけど～……」

「ああ、確かに……けど、老ろう朽きゆう化かが原因で取り壊こわす予定、って書いてるな。うーん、さすがに、そっちには行ってないんじゃないか？」

「そう、なんだけど～……でもね、もし私がお母さんの立場なら、ね～？　もしかしたら、って考えちゃうわ、きっと～……たとえ可能性が低くても、そう思っちゃったら……危ないと分かってても、捜しに行くと思うの～……」

「！　そっか……うん、確かに、カナ子さんの言う通りかもな」

　考え込む勇海だが、そこでユニからも後押しを受ける。

「むっ、カナ子殿の推測……もしかすると、もしかするぞ。私の角が、教えてくれている……そちらにっ……非処女がいるぞ、と！」

「まさかの手がかり!?　ユニの角が、こんな風に役立つ日が来るなんて……けど確かに、遊園地で立ち入り禁止の建物に、非処……んんっ、女性がいるのは、おかしいもんな。特別な事情でもない限り。それこそカナ子さんが言うように、誰だれかを捜してる、とか」

　勇海が言うと、カナ子とユニが、こくりと頷いてくる。ユニに肩車されているナツ当人は、良く分かっていないようで、首を傾かしげていたが。




　　　　■■■




　老朽化著いちじるしく所々で鉄骨がむき出しになっている建物は、恐おそらくアトラクションのために作られたものだろう、こぢんまりとした作りだった。今現在、作業員などもいないらしく閑かん散さんとしているが、そのおかげで、すぐさま確かく認にんできた事がある。

『──ナツー？　いたら、返事してー？　……ああもう、どこいったのかしら……』

　ナツの名を呼ぶ女性の声が、静かな建物内で反はん響きようして聞こえてくる。どうやら、カナ子とユニの大当たりらしい。母の声を聞いたナツは、俄にわかに目を輝かがやかせて。

「あっ、あっ……ママの声……ママの声だあっ。ママーっ！」

「わ、わわっ、ナツ殿、そんな暴れないで……ふ、ふわわっ、きゃあっ!?」

　降ろそうとしたようだが、ナツはその半分ほどで飛び降り、反動でユニが倒たおれそうになる。結果、ユニの額から伸のびる細長い角が、朽くちかけた壁かべに突き刺ささってしまい。

「あっ。……ふ、ふっ。これしき、慣れたものっ……この私の心しん胆たんを寒からしめるものでは、ないっ。えいっ、んんっ、ん～っ……い、勇海殿……いしゃみどのぉ～」

「わ、分かった分かった、すぐ助けるから！　待っててくれよ……よいしょ、っと」

「ぁ……きゃんっ。……い、勇海殿、いつもすまない……くっ、助かるっ！」

　いつものように助けると、いつものように変な口くち癖ぐせで返される。こんなやり取りにも慣れちゃったな、と勇海が考えていると、カナ子が心配そうに語りかけてきた。

「勇海くん～……ここ、急いで出たほうが良さそうよ～？　元からボロボロだけど……さっきみたいに、ユニちゃんの角が刺さるくらい、ちょっとしたことでも……何だか、揺ゆれちゃった気がするもの～。長居すると危なそうだわ～」

「！　ああ、そうだな。立ち入り禁止なのも、危険だからってコトだろうし。幸い、小さな建物だし、早くナツちゃんとお母さんを連れて戻もどろう。……まあ、幸いといえば」

『ママ……ママー！　ふえぇん……どこいってたのー、えーん！』

『ナツっ!?　もうっ……捜したわよ!?　……無事でよかったぁ……』

「……二人もちゃんと再会できたし、すぐ近くにいるし、苦労はしなさそうだよな」

　ナツと、その母親の、安心したような声が届いてくる。その声を辿たどり、カナ子とユニを伴ともなって、少し先へ進むと。

「あっ、お兄ちゃん達っ。えへへ……ママ、いたよー！」

「あらっ、アナタ達がナツを……えっ？　男の子、と……つ、角のある、女の子？　……まさか、《亜人》……？」

　ユニとカナ子を見た瞬しゆん間かん、ナツの母親と思おぼしき女性が、表情に恐れの色を浮うかべた。……が、それもほんの束つかの間の事となる。

「もーっ、ママっ！　お姉ちゃん達はね、怖くなんてないんだよっ。とっても優やさしくて、ナツのこと、助けてくれたんだからっ」

「！　ナツ……そう、そうよね」

　娘むすめに窘たしなめられた彼女の顔から、恐れの色が消えた。直後に見せてきたのは、母親としての落ち着きのある表情で、そのまま頭を下げてくる。

「あの……娘のこと、ありがとうございました。おかげ様で、助かりました」

「！　い、いえいえ～……どういたしまして、ですよ～♪」

　お礼が思いがけなかったのか、カナ子は一瞬驚おどろいていたが、すぐに柔やわらかく応対する。今日は珍めずらしいカナ子が良く見られて、勇海は内心で和なごみつつ、ユニに声をかける。

「カナ子さんが慌あわてたり、驚いたりって、珍しいよな。でもまあ、急にお礼言われて、焦あせっちゃうのも分かるよ。ユニも、ちょっと照れ臭くさかったり──」

「ひ、ひいっ……ひひ、非処女だぁ……あ、あわわわ」

「どんな状じよう況きようでもホンット、ブレないな!?　せっかくの親子の再会シーンなのに！」

「だ、だってぇ～……ん？　……む、う？」

「？　ユニ、どうかしたか？」

　突とつ然ぜん、ユニが足元を気にし始める。勇海も首を傾げながら、その場で足あし踏ぶみしてみると、何やら感かん触しよくが心こころ許もとなく思えた──次の瞬間。

「本当に、ありが……と、うっ？　えっ……きゃっ──」

　信じられない事が起こった──ナツと母親の立っていた場所、その足元が、突然に崩くずれたのだ。ここは一階だったから、恐らく地下が存在したのだろうが、この老朽化著しい建物で、そこは特別に脆もろくなっていたのかもしれない。

　目の前で起こった出来事がスローモーションで見える中、咄とつ嗟さに手を伸ばした勇海の頭に、そんな推測がよぎる。間に合うはずはないが、しかし。

「っ……あ、危なっ──」

「「────ッ!!」」

「う、おっ!?　ユニ、カナ子さんっ!?」

　勇海の両りよう隣どなりで、バンッ、と炸さく裂れつするような音が響ひびいた。床ゆかを粉ふん砕さいし、建物全体を揺るがす強きよう烈れつな一歩を踏み出した二人が、一瞬で距きよ離りを詰つめると。

「ナツちゃんっ──あぶな～いっ！」

「母君殿っ……くっ、摑つかまれぇ──！」

　カナ子はナツに、ユニは母親のほうに手を伸ばし、二人をあっさりと引き上げた。これこそ、《亜あ人じん》ゆえの身体能力──ユニとカナ子だからこそ、出来た事だ。

　母娘おやこを見事に救った二人に、勇海は胸が熱くなった勢いのまま声をかける。

「ユニ、カナ子、凄すごいぞ！　よくナツちゃん達を助けられたなっ……えらいぞっ！」

「！　ふ、ふふんっ、これくらい、当然……[image: ～][image: ～][image: ～]っ、くっ、もっと褒ほめてぇーっ！」

「あっ……勇海くんに褒められると、何だかとっても気持ちいいわ～……うふふ～♪」

「いやホント、凄かったぞ……って、ん？　……何か建物が、揺れてるような」

　ような、ではない──気のせいではなく、確かに揺れていた。元々、立っているだけで床が抜ぬけてしまうほど、脆い状態だったのだ。それが更さらに、ユニとカナ子の、全力の一歩で揺さぶられ──連れん鎖さ反応の如ごとく、次に起こる現象は。

「……く、崩れるっ!?　皆みんな、急いで逃にげるぞーっ!?」

　勇海が慌てて促うながすと、ナツと母親を伴い、ユニとカナ子も急いで駆かけ出すのだった。




　　　　■■■




　何とか建物を飛び出した勇海達の真後ろで、倒とう壊かいするような音が内部から聞こえる。鉄筋がむき出しの建物は、何とか外観を保ってはいるが、内側は酷い状況だろう。

　それでも、危機は脱だつした。母親が、娘であるナツを心配し、問いかけている。

「ナツ……大だい丈じよう夫ぶ？　怪け我がはない？　ああっ……怖こわかったでしょ……!?」

「……んーん、ぜんぜん！　これくらい、へっちゃらだよ！」

「そ、そう？　ちょっと前まで、泣き虫さんだったのに……何だか急に、成長しちゃったみたいね。……でも、良かったわ」

　ほっ、と安心している母親と、胸を張るナツ。そんな二人を見ていると、何となく温かい気分になる勇海だが、そうこうしている内に、騒さわぎを聞き付けた人々が集まり。

『なんか、凄い音してたな……』『工事中の建物みたいね』『何かあったのかしら？』

　遠巻きにギャラリーが出来てしまい、そちらでもちょっとした騒そう動どうになっている。けれど事態は収束したし、ナツと母親を安全な場所まで送り届けよう、と勇海は決めた。

　一歩を踏み出した勇海は、二人に声をかけつつ近づいていく。

「ナツちゃん、お母さん。建物の近くだと不安だし、一いつ旦たんここから離はなれて──」

「勇海くんっ……勇海くん！　あっ、危ないっ！」

　今日で何度目かの珍しい、カナ子の切せつ羽ぱ詰つまった声が聞こえてきて、倒壊の連鎖はまだ続いていたのだと、勇海は知る。

　老ろう朽きゆう化した建物の、むき出しになっていた鉄骨の、その一つが──ナツと、その母親の頭上をめがけて、落ちてくるのが見えた。近くにいるのは、勇海だけ。先ほど尋じん常じようならざる瞬しゆん発ぱつ力りよくをみせたカナ子も、手を伸ばしてくるが、今度ばかりは間に合いそうもない。

　ナツと母親にとって、今日は厄やく日びだろう……が、そうはさせるか、と勇海の体は、ほぼ反射的に動いていた。

「ナツちゃん、お母さん、伏ふせててくれ！」

　ナツと母親を庇かばうように、勇海は落ちてくる鉄骨に手を差し出し、仁に王おう立だちする……が、この一見すると無む謀ぼうな行動に、勝算がない訳ではない。

（カナ子さんを見た瞬間、思い出した……そうだ、今の俺なら、もしかすると！）

　それは以前の学園祭の、演劇中に起こった出来事。暴走する来夢を鎮しずめる力を借りるため、勇海はカナ子から《吸きゆう精せい》した。そう、つまり、今の勇海には出来るはずだ。

　カナ子と、同じ事が──！

「──うおおおおおおおっ！」

　カナ子からもらった《鬼》の怪かい力りきで──鉄骨を、受け止めてみせた──！

「い、勇海くんっ……大丈夫～っ!?」「勇海殿どの、待っていろ、すぐに助ける──！」

「──カナ子さん、ユニ！　ナツちゃん達を安全な場所に……早くッ！」

「「！　あ……は、はいっ！」」

　勇海が大声で促すと、意図を察してくれたのか、ユニとカナ子は迅じん速そくにナツと母親を連れて行く。二人を安全な場所まで避ひ難なんさせると、次は勇海を、と振ふり返ってきたが。

「！　なっ……い、勇海殿っ、逃げろぉ───っ！」

　ユニの叫さけび声で、勇海は更なる危機が迫せまっているのを知る。見上げれば、降り注いでくるのは、更に崩れた建物と鉄骨。厄日と言うならナツ達より、勇海かもしれない。

（あ……これは、さすがに……ヤバイ、かも）

　いくらカナ子から《鬼》の力をもらっていても、耐たえられそうにもない。直後に来るであろう大きな衝しよう撃げきを覚かく悟ごし、目を閉じて歯を食いしばる。

　そして訪おとずれたのは、頭上に降り注ぐ鉄骨──ではなかった。

「う──ぐぇっ！　えっ……あ、あれっ？」

　衝撃は、どうっ、と胴どう体たいに響いてきて、同時に浮ふ遊ゆう感かんを覚えた。目を開いた瞬間に確認できたのは、なぜか宙に浮いている自分の足と、そして。

「イサミっ──大丈夫か？」

「勇海ちゃんっ……お怪我はありませんかっ!?」

「へ？　え……エイミと、ミリィ!?」

　光の翼つばさを背に形成するエイミと、魔ま法ほうで風を纏まとうミリィが、勇海の両りよう脇わきを抱かかえている。一体なぜ、と勇海が目を白黒させていると、ミリィが頰ほおを膨ふくらませてきた。

「もうっ……皆みなさんを見回っていて、勇海ちゃんも、やっと見つけたと思ったら……何で危ない事になっちゃってるんですかあっ！　し、心臓が止まるかと……あ、あんまり心配かけないでくださいっ、もうもうっ」

「ご、ごめんごめん！　……って、あっ!?　そうだ、建物が崩れて……一いつ般ぱん客きやくの人達も集まってたし、危ないかも！　救たすけにいかないと──」

「！　もお、勇海ちゃんってば……大丈夫ですよ、ほら」

　ミリィが促してくる先に、勇海が視線を動かすと──そこには案の定、建物の倒壊に巻き込まれそうになるギャラリーが。……だが、しかし。

『う、うわっ……うわあああ!?　……って、あれ？』『鉄骨が……こ、細切れに？』

『──いさみのニオイを追ってきたら、また妙みようなことに巻き込まれてるな……るっ』

　降り注ごうとした鉄骨や瓦が礫れきが、鋭えい利りな刃は物もので切り裂さかれたかのように、中空で寸断されていた。それを成したのは、狼おおかみの耳と尻尾しつぽ、そして鋭するどい爪つめを持つ《人狼ルー・ガルー》の娘。

『ふん……孤こ高こうの《人狼》の前では、こんなの紙くず同然だぞ……るるるっ！』

　得意気に鼻を鳴らすのは、ルゥその人。

　しかも直後、倒壊中だったはずの建物全体が、呼吸を止めるように静止した。

『え……な、なにこれ』『凍こおっちゃって、る？』『……なんか、綺き麗れい……』

　ある種、氷の芸術品のような様相を呈ていする、氷こおり漬づけとなった建物。それを成したのは、長い兎うさぎの耳を持つ、《キラー・ラビット》の美少女で。

『《暗殺兎の氷結世界ブリザー・ラ・ビツチ》──建物だって、殺しちゃうわ。人をコロさせないために……ね、イサミさん？』

　何者も立ち入れぬはずの白銀世界の主あるじが、空中の勇海にだけは、小さく微笑ほほえんだ。

　更に、良く見ればアンと来夢も、下で救助作業に励はげんでいる。

『怪我人はいないっ？　すぐ治してあげるから、遠えん慮りよなく言いなさいよーっ』

『もう大丈夫ですからねっ……けど、あまり建物には近づかず、離れてくださいねっ』

《亜人》の少女達の介かい入にゆうにより、あっという間に事態は本当の収束を迎むかえる。まだざわめきの静まらない地上に、勇海がゆっくり下ろしてもらうと、エイミが語りかけてきた。

「──ふうっ。ふふっ、イサミ……間に合って、良かったぞっ」

「！　……そうだな、しかも絶好の、ナイスタイミングだったな！」

「ふっふーん、当然だっ……言ったろ？　私は、バスやジェット・コースターなんかより、ずっと速い……イサミだけの〝ドラゴン・コースター〟だからなっ♪」

　にこりと、太陽にも負けない輝かがやく笑顔を向けてくるエイミ。勇海も笑い返す。

　その時、どどどどど、と二人分の音が突とつ撃げきして来て。

「──勇海殿ぉぉぉっ！」「勇海くん[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

「え、ユニ、カナ子さん……う、うおおおおっ!?」

「イ、イサミーッ!?」「勇海ちゃーん!?」

　エイミとミリィに支えられていた勇海を、ユニとカナ子が同時に抱だきすくめてくる。困こん惑わくする勇海だが、二人の勢いは止まらない。

「勇海殿、勇海殿っ……無事か、怪我はないか!?　くっ……心配っ！」

「勇海くん、ごめんね～……私がもっと、近くにいれば～……大丈夫？　大丈夫？」

「だ、大丈夫だって、二人とも!?　エイミとミリィが助けてくれたし……て、ていうかその、あんまり抱きしめられると、別の意味で危ないっていうか……だから、その」

「っ、ううっ……勇海殿……良かったあっ！　もう、もう……くっ、抱く～っ！」

「本当に、良かったわ～……ごめんね、勇海くん～。今だけは……た～くさん、抱かせてほしいわ～。ん～……ぎゅう～……♪」

「ちょっ、話を聞いて!?　もう今日はホント、スキンシップ過か剰じようすぎてヤバイ……ん？」

　不意に勇海が、違い和わ感かんに襲おそわれる。抱きしめられているから……ではない。周囲から、今までに感じた事のない、妙な視線が注がれていたのだ。

　最初は何か分からなかったが、その正体にはすぐに気付いた。

『あいつ……鉄骨、受け止めてたよな？』『人間じゃないの……？』

『なんか、ちょっと』『変、っていうか……』『……怖い、かも……』

　今、勇海が向けられているのは──畏い怖ふと、奇き異いの視線だ。チクチクと針で刺さしてくるような、居心地の悪い空気。

（あ……そっか、これって）

　もしかするとエイミ達は、今まで何度も、こんな視線を受けてきたのかもしれない。けれど、当のエイミが率そつ先せんして、ミリィと共に勇海を庇おうとしてくれる。

「ま、待て……ふざけるなっ！　私達はともかく……イサミはちゃんと、人間だ！　変な目で見ると、許さないぞっ！」

「い、勇海ちゃん、気にする事ないですよっ。こんなの、気にする必要なんて──」

「ん？　ああ、全然……全くこれっぽっちも、気にしてないぞ？」

「「──へっ？」」

　勇海の言葉が思いがけなかったのか、エイミとミリィは同時に素すっ頓とん狂きような声を上げる。しかし勇海に偽いつわりはない。エイミ達が《亜人》だからといって、変な目で見た事などない、という自負があるように──本当に、気にしてなどいないのだ。

「まあ何しろ、俺達のコトをよく知らない、他人の言うコトだからさ。気にするだけ損だし、アレだけ目立っちゃうと、ちょっと変に思われても仕方ないよな。……ていうかメリーゴーランドの時とかの『ひそひそ』に比べれば、よっぽどマシというか」

「け、けど……イサミっ」

「それに。何よりも、さ」

　まだ心配してくるエイミに、勇海は微笑みかけながら、言葉を続ける。

「他の誰だれが、何と思おうと──俺がクラスメイトの皆みんなのコトを、ちゃんと知ってるように。皆が俺のコトを、ちゃんと知っててくれる。一番、大切にしたい人達が、ちゃんと見ていてくれるんだから……俺はそれで、充じゆう分ぶんだよ。上手うまくは言えないけどさ」

「……い、イサミ……」

　照れ隠かくしに勇海が鼻の頭を擦こすっていると、エイミが上うわ目め遣づかいに見てきて、一言。

「えっと、つまり……どういう意味なんだ？　？　？」

「上手く言えなくてゴメンねホント！　だ、だから、つまりっ……俺はクラスメイトの皆のコトが大好きだから、それだけでイイって話！」

「！　い、イサミッ……それって私も？　わ、私もだよねっ？」

「そ、そりゃもちろん、エイミもだ。クラスメイトだし、その」

「〝許嫁いいなずけ〟だもんなっ！　わ、私も……私もイサミの事、だ～い好きっ、だぞっ♡」

「わわっ!?　え、エイミ、でも抱き着かれるのは、ちょっとさっ!?」

　この柔やわらかく甘い感かん触しよくにだけは、なかなか慣れない勇海である。だが、相変わらず抱き着いて来ているカナ子とユニ、そしてミリィまで加わってきた。

「うふふ、私も、勇海くんのこと～……本当に、大好きよ、うふふ～♡」

「わ、わわ私も、勇海殿どのの事っ……恥はずかしくて言えるかあーっ!?　くっ、殺せぇ!?」

「わ、私だってそうですよ、勇海ちゃんー!?　幼おさな馴な染じみを忘れないでくださいねっ!?」

「う、うわわっ！　皆……う、うん、ありがとな。……あっ、それにさ」

　ふと、勇海が視線を動かすと同時に──聞こえてきたのは、幼い声。

「あ、あのぉ……お兄ちゃん、お姉ちゃん達もっ」

「！　あ……ナツちゃん～？」「な、ナツ殿？」

　カナ子とユニが、何事だろうと顔を見合わせる。対するナツは、少しだけもじもじとして俯うつむいていたが、すぐに顔を上げてきた。

「たすけてくれて──ありがと、ございましたっ！　……えへへっ」

「！　……あっ……」

　カナ子とユニは、思わず感かん極きわまっているようだが、ナツの言葉を皮切りに。

『そうよ……あの男の子、人助けしてたもの』『親子、助けてたよね』

『亜あ人じんの子達だって、そうよ！』『今だって、怪け我がとか診みてくれてるし』

『……変とか言って、ごめんね！』『あ、ありがとーっ！』『カッコ良かったわよー！』

　歓かん声せいが上がってきて、中には拍はく手しゆをしている者までいる。エイミ達は少しばかり戸と惑まどっているようだが、勇海は当然だとばかりに、口を開いてみせた。

「それにさ……分かってくれる人だって、ちゃんといる。だから……捨てたモンじゃないって、そう思うんだよ」

　勇海が言い切ると、抱き着いて来ていたカナ子とユニの手に、ぎゅっ、と力が籠こもった。そして、勇海に言葉で答えたのは、《金竜》と《エルフ》の幼馴染。

「ふふっ、そうだな。イサミの言う通りだっ♪」

「はいっ。勇海ちゃんは、さすがですっ♪」

　エイミとミリィに微笑みかけられ、照れ臭くさくなりながらも、勇海は笑い返す。

　そうこうしている間に、クラスメイト全員が勇海の周囲に駆かけ寄ってきた。そんな中から声を上げたのは、大きな白い兎の耳を持つ、ミミ。

「ふう……ちょっと、疲つかれたわ。それに、もうすぐ終しゆう了りようの時間よね？　……むー、ワタシ、イサミさんと回れてないの、不満だわ。むー、よ」

「ルゥだって、むー、だ。人助け、がんばったし、ごほーび欲ほしいぞ、いさみから」

　ミミだけでなく、ルゥも少し不満な様子だ。すると、同じく先ほど合流したばかりのミリィが、人差し指を立てて、勇海に向けて提案してくる。

「それなら、最後に──皆で一いつ緒しよに、この遊園地を上空から眺ながめられるアトラクションに、乗ってみませんか？　ここでの研修も最後ですし、良い想おもい出になりますよっ」

「上空から眺められる、って、もしかして観覧車とかか？　グループ分けして、順番に乗っていくとか？」

「いえいえ、それだと『皆で』ではありませんから。そうでなく……うふふっ」

「み、ミリィ？　どうしたんだ？　??」

　何か含ふくみのある笑みを浮うかべるミリィが、勇海の言葉に簡単には答えず、クラスメイト達を率いて移動し始めた。




　　　　■■■




　勇海達の眼下に広がるのは、瞬またたく星々を地上に散りばめたような、幻げん想そう的な光景。自分達が先ほどまで回っていた遊園地の、別の顔を眺めながら、ルゥが呟つぶやいた。

「わーっ……すごいな、高いなっ。こんないい景色、初めてだっ。るうっ♪」

　上じよう機き嫌げんなルゥは、身を乗り出す勢いで、その景色を食い入るように見つめている。

　ミリィに促うながされて勇海達が乗り込んでいるのは、大きなボートのような形状の乗り物。遊園地を周回するように高い位置でレールが敷しかれており、ジェット・コースターのような勢いがある訳ではなく、緩ゆるやかに移動していた。

　日も落ちたばかりで、ちょうどパレードの時間らしく、煌きらびやかな様子だ。

　それを眺めていたミミが、ほう、と息を吐はき、頰ほおに手を添そえている。

「キレイ、ね……上からこうして、見てるのも、新しん鮮せんだわ。……ホントに、キレイ」

　その素す直なおな呟きに、クラスメイト達も同意している。ある者は空を見上げ、ある者は遊園地の光を見つめ、思い思いに楽しんでいた。

　そんな中で、勇海の左ひだり隣どなりに立っていたエイミが、遊園地を見下ろしつつ呟く。

「すごいな、本当に……こんな大きくて、綺き麗れいなものを、作れるなんて。人間って、力は無くても……こんなにすごい事が、出来るんだな」

　小さく目を細めたエイミが、不意に勇海へと視線を向けてきた。真っ直すぐな眼まな差ざしで勇海の顔を見つめてきて、穏おだやかに言葉を紡つむいでくる。

「けど、何より──そんな景色をイサミと一緒に、こうして見ていられるのが、私は嬉うれしい。イサミが私達と、一緒にいてくれるから……こういう光景が、見られるんだな」

　ふっ、と穏やかな微び笑しようを浮かべてくるエイミに、勇海は不覚にも胸が高鳴ってしまう。すると、ミリィも翠すい緑りよく色の髪かみを搔かき上げつつ、勇海の右隣にやってきた。

「勇海ちゃん。これからも、私達と一緒に、こうやって同じ景色を見ていきましょうね。私にとって、それにここにいる皆みなさんにとって……それが一番の望みなんですからっ」

「！　ああ、ミリィ。俺だって、皆と一緒にいたいんだからな。これは俺が、本心から望むコトだから。何度でも、こういう風に……同じ景色を、見ていこう」

「ふふっ、約束ですよっ♪　……あっ、花火ですっ！　見てください、勇海ちゃんっ」

　ミリィが指差した先に、夜空へと立て続けに花開く、大輪の花火達。その光景に、誰もが見み惚とれる中で、勇海は先ほどのミリィの言葉に頷うなずく。




　ああ、約束だ。絶対に、一緒にいよう──そう心に呟くと、勇海は皆と同じように、空に舞まう花火の数々を見つめ続けた。

















第三章　湯けむり混浴・温泉事件簿ぼ









「っ、あぁ～っ……イイ湯だな。旅の疲れが一気に取れてく、っていうか」

　勇いさ海みは、露ろ天てん風ぶ呂ろの湯船に浸つかっていた。湯加減もさる事ながら、岩がん盤ばんで区切られた浴よく槽そうは申し分ない広さを誇ほこり、解放的な気分を味わわせてくれる。

　羽を伸のばすという表現がしっくりくるように、ぐぐっ、と仰のけ反って伸びをした勇海は、解放感のままに呟いた。

「はあ、最高だけど……こんな広い温泉が貸し切りなんて、ホントにイイのかな？　そういえば、エイミの様子がちょっとおかしかったのも、何か気になるし」

　独りごちた勇海は、この温泉に入る少し前の出来事を、ぼんやりと思い出していた。




　　　　■■■




　遊園地を後にした勇海達は、その足でリムジンバスに乗り込み、次の目的地へと向かった。移動時間は長く、夜になってようやく辿たどり着いたのは、二泊はく目から最終日までお世話になる立派な旅館。

　だが、到とう着ちやくして間もなく、エイミが慌あわてた様子で勇海の手を引っ張ってきた。

「イサミ、イサミっ……ちょっと、こっちに来てくれっ。大変なんだっ」

「え、エイミ？　一体どうしたんだ、そんなに慌てて」

　何があったのか、と心配する勇海に、立ち止まったエイミが指さしながら言う事は。

「見てっ──ここの温泉、イサミ湯らしいぞ!?　ほらほら、早く行かなくちゃ！」

「俺専用って何!?　貸し切りってコト!?　……って暖簾のれんに〝勇海湯〟ってホントに書いてるー!?　誰だこんなの作ったの！　まさか旅館の人じゃないよな!?」

「なー、《聖デミグリーン学園》の貸し切りって聞いてたけど、びっくりだっ。けど折角だし、このまま入っちゃったらどうかなっ？　ほら、移動で疲れたでしょっ？」

「あ、ああ……いやでも、そんなに焦あせらなくてもさ。少しくらいゆっくり──」

「だ、だめだめ！　ほら、もう夜になっちゃってるし、早く入らないと入浴時間が過ぎちゃうかもだしっ。貸し切りにも時間制限はあるんだからっ。ねっ、ねっ？」

「え、ええっ？　でもなあ、うーん……何でそんなに、早く風呂に入らせたがるんだ？　俺が風呂に入ると、何かあるのか？」

「なな、ないないっ、何もないぞ!?　もーっ、ほらっ、早く入るんだあーっ」

「わわっ、ちょっ、押さないでくれってば!?　って、ん？」

　エイミに背を押され、謎なぞの〝勇海湯〟の暖簾をくぐりぬける直前、廊ろう下かの脇わきに落ちている赤い布が見えた。何となく不ふ審しんに思い、勇海はエイミに尋たずねようとするが。

「なあエイミ、さっき廊下に、赤い布っていうか……えっと、暖簾みたいなのが落ちてたような気がするんだ。ちょっと気になるから、確かく認にんさせて──」

「!?　そ、それは。……私の、ぱんつです」

「絶対噓うそだろ!?　巨きよ大だいすぎだったからね!?　ちょ、ちゃんと確認を──」

「わ、わーっ!?　い、いくら〝許嫁いいなずけ〟だからって、人の下着を確認しようなんて、あんまりだぞっ!?　イサミのエッチ！　ヘンタイ！　ステキ！」

「ご、ごめん──何か褒ほめ言葉、混ざってなかった!?　あ、ああもう、分かったよ。大人しく入るから！　な、何なんだ、一体？」

　結局、廊下に落ちていた暖簾のような赤い布については、はぐらかされたまま──勇海は首を傾かしげつつ、脱だつ衣い所で服を脱ぬいだのだった。




　　　　■■■




「……うーん、さっきのエイミ、本当にどうしたんだろうな」

　エイミの様子を思い返して、勇海は首を傾げたが、すぐに気を取り直して温泉を堪たん能のうする。

「まあいっか。今いま頃ごろ、エイミもクラスの皆みんなと一緒に、女湯に入ってるだろうし。ははっ、そう思うと、一人はちょっと寂さびしい──」

『いや、イサミ──イサミは一人じゃないぞ？』

「えっ。……あれ、幻げん聴ちようかな。はは、やっぱり疲れ、まだ取れてないのかな──」

　しかし幻聴にしては、やけにはっきりと聞こえた気がする。しかも後ろから、ひたひたと、足音も聞こえてくるではないか。

　まさか、と勇海が冷ひや汗あせをかいた瞬しゆん間かん、ちゃぷん、と声の主が湯船に浸かってくる。

「お、お邪じや魔まするね、イサミっ。ふーっ……うんっ、イイ湯だなっ♪」

「エ──エイミ!?　ちょ、何で入ってきてるんだ!?　ここは男湯だろ!?」

「むっ、違ちがうぞ、イサミっ。今は男湯の時間じゃなく〝イサミ湯〟の時間だ。が、それがイサミだけの温泉だとは、誰だれも言っていない。イサミが入っているよ、と示すだけの暖簾に過ぎないんだっ！」

「そういうの屁へ理り屈くつって言わない!?　エイミ以外の皆は納なつ得とくしないだろ!?」

「いや、クラスメイト達もほとんどがそう解かい釈しやくしてるし、何も問題ないぞ？」

「問題だらけじゃないか！　どうなってるんだウチのクラス、あっ〝問題児クラス〟だった！　ちくしょう、常識人は一人もいないのか!?」

「もーっ、イサミってば、細かい事は言いっこなしだぞっ。それにもう、混浴しちゃってるし……ここまで来たら、楽しまないと損だっ。ねっ♪」

「う、うう、なんて研修旅行だ。俺は一体、何を学びに来てるんだ……しくしく」

　勇海は湯船に浸かりながら、両目を塞ふさいでさめざめと泣き真似まねをする。視界を自ら塞ごうとしているのだが、はしゃぐエイミは全く気にしていないようで。

「わーっ、イサミ、見て見てっ、星が綺麗だぞっ！　……どうしたんだ？　ほらー、目を押さえてたら見えないだろ？　開いちゃえっ、えいえいっ♪」

「あっこらやめっ。無理に手を開こうとしちゃダメだから、なぜなら開こうとしてるエイミの色々なアレも見えちゃうってコトだから！　う、うおお、強ごう引いんすぎるー!?」

　さすが《金きん竜りゆう》の娘むすめたるエイミ、色々な意味で〝地上最強〟な彼女に、力ちから尽ずくで視界をこじ開けられてしまった。すると、必然的に目に入るのは、彼女の艶あで姿すがた。

　金色に輝かがやくエイミの肌はだが、湯船の中で揺ゆらめいている。タオルは巻いているし、全すべて丸見えとは言わないが、柔やわ布ぬのが張り付いて強調されたボディラインは、十二分に危険だ。

　目を逸そらそうにも逸らせないでいると、不意にエイミは頰を赤らめて。

「い、イサミ？　さすがに、そこまで見つめられると……ちょっと恥はずかしい、ぞ？」

「……ファッ!?　ごごごめん！　そうだよな、悪い、どうかしてた！」

「……ふふっ、なーんて、イサミなら良いんだけどなっ。それよりほら、見て見てっ」

　エイミが無む邪じや気きに指差したのは、夜天に瞬またたく星と月。エイミの次に、夜空の美しさに目を奪うばわれた勇海は、ぽつりと小さく呟いた。

「あっ……ホントに、綺麗だな。こんなイイ湯に浸かりながら、こんなイイ景色が見られるなんて、ちょっと贅ぜい沢たくすぎる気もするけど」

「私にしてみれば、イサミも隣となりにいるしなっ♪　私の願い、叶かなっちゃったぞっ」

「ね、願い？　一いつ緒しよに露天風呂に入るコトが？」

「うーん、それもだけど。こうやってイサミと、同じ景色を見ながら、同じように感じる……それが私の、常に願っている事で、最大の望みなんだっ」

「！　そ、そっか。うん……そうだな。そういうの、何かイイ、かもな」

「うんっ♪　はあ、本当に気持ちいいし、最高の景色だっ。幸せだぞっ♡」

　エイミと一緒に湯船に浸かり、肩かたと肩が触ふれ合う距きよ離りで、夜空を眺ながめる。男女で風呂という異様な事態のはずだが、この煌きらめく星空には、許されている気がした。

　暫しばし、二人で星空を眺めていたが、勇海は異変に気付く。

「──熱っ。あれ、お湯が熱くなったか？　なあエイ──ミっ？」

「はぁ、イサミと一緒にお風呂……何だか火が出そうなくらい火ほ照てってきたぞ……♡」

「──いや火が出そうっていうか、《金きん炎えん》出てる、追い焚だきしちゃってるぞ!?」

　研修旅行中は、一いつ般ぱん人の前では能力禁止が原則。しかし温泉は貸し切りなので他の客はいないし、今だけは大だい丈じよう夫ぶだろう。とはいえ、エイミを落ち着かせる必要はある。

「え、エイミ、一度《金炎》を収めて……って、アチチッ！　うおおおっ！」

「？　イサミ、どうしたんだ、そんなに慌てて。もっとゆっくり、浸ーかろっ♡」

　熱湯から逃のがれるために勇海が慌てて湯船から出ると、エイミは無邪気に手招きしてくる。だが、ここは一度、お互たがいクールダウンすべきだ。

　勇海は手ぬぐいで下半身を隠かくしつつ、ゆっくりと後ずさり、言葉を紡つむぐ。

「い、いや、そろそろ一回、体を洗ってこようと──」

「じゃ、じゃあじゃあっ、私が洗ってあげるねっ♡」

「いいいやいや!?　自分で！　自分で洗えるから、お構いなく──」

『ひ、ひいっ!?　い、勇海、殿どの？　本当に一緒に入っているのかっ……!?』

「………………」

　後ろから声が聞こえてくるのと同時に、勇海は天を仰あおぎ、片手で顔を押さえた。よくよく考えれば、エイミだけでなく他の女子達も入ってくる可能性は、考えられたはずだ。

　目の前の〝エイミ・インパクト〟だけでも手て一いつ杯ぱいで、そこまで頭が回らなかった。

　とはいえ、逃にげる訳にはいかない。勇海は事情説明のために〝処女厨ちゆうくっころユニコーン娘〟のほうへ振ふり向こうとした──が、しかし。

「ゆ、ユニ、落ち着いてくれ。大丈夫、俺は絶対、変なコトはしないと約束──」

「こここっちを向くなっ！　いや、こっちに向けるなあっ!?　その処女特効属性つきの危険武器バージン・キラーを、私に向けるんじゃあなぁーいっ!?」

「俺そんな武器、装備してないぞ!?　『Ｅ：手ぬぐい』だけの冒ぼう険けんに出るにはあまりにも心もとない状態だからね!?　何の冒険に出られるっていうんだ、コレで！」

「と、とにかくこっちを向くなあっ！　くっ……こうなったら！」

「いや後ろを向いたままっていうのも……ん？　あれ、ユニ、足音が近づいてるぞ？」

　ひた、ひた、と聞こえる足音。気のせいだよな、と自分に言い聞かせようとした勇海だが、顔の真横を細長い一本の角が通り、そして。

　ぷにょんっ──背中に柔やわらかな何かが押し付けられ、なぜか抱だき着かれた。

「……ふーっ、こうして後ろを取っちゃえば、私の処女は安全だー。くっ、よかったー」

「──貞てい操そう観念、ゼロかっ！　処女以外は、もはや痴ち情じようエクスプロージョンかッ!!」

「んなっ、失礼だぞ勇海殿！　こんな事、勇海殿以外には、しようとも思わないしっ……それに処女、大事だもん！　仕方ないだろうっ……くっ、守るっ！」

「だーっ！　分かったから離はなれなさい！　こんな方法で守ろうとしなくても、変なコトとかしないってば！　こんなトコ誰かに見られたら、何て説明すれば」

『……いさみ、か？　なに、してる？』

「……ただでさえ、ややこしいのにさぁ……」

　新たなる刺し客かくは、途と方ほうに暮れる勇海の、前方からやってきた。手足にもふもふの毛を持ち、一応はタオルで体を隠してくれている、《人狼ルー・ガルー》狼ろう牙がルゥだ。

　しかしルゥは意外と落ち着いた性格だし、ユニのように取り乱す事はないだろう。きっと冷静に、対応してくれるはずだ、と……勇海は、そう思っていたのだが。

「る、ルゥ、びっくりさせちゃっただろうけど──ルゥ？」

「……ん、んぅ」

　なぜか彼女はもじもじと身み動じろぎし、頰ほおを赤らめて目を伏ふせながら言葉を紡ぐ。

「い、いくらなんでも、さすがに……こーゆうの、恥ずかしい、な？　二人とも、服、着てないし……る、ルゥだって、女の子なんだぞ……る、る～ん……」

「いつもは無む頓とん着ちやくな感じなのに、何でこんな時に限っていつもと違う一面を見せつけてくれるワケ!?　く、くそうっ……何だこのやるせない気持ち！」

　珍めずらしく恥ずかしがるルゥは、ただ見ているだけで、何とも言えない気持ちを搔かき立ててくるものがあった。だが、思わず目を逸らした勇海に、直後、ルゥが取った行動は。

「あっ、そーだ……ルゥがいさみのこと、洗ってやるぞっ。るっ♪」

「──いやおかしくない!?　ついさっきまで恥ずかしがってたのに、何で!?　ていうか前から近寄ってくるのは、本気でヤバイんですけど!?」

「忘れたか？　ルゥは……〝孤こ高こう〟だからだーっ♪　それにいさみ、さっき体を洗う、と言ってたからな。ふ、まかせておけ、ルゥがばっちり、洗ってやるぞ？」

「自分で洗えるとも言ったけどね!?　〝孤高〟はいつも通り意味不明だし、そもそもあの場にいなかったのに、何で聞こえちゃってるんだ!?」

「《人狼》の耳は、優すぐれているからな。が、どうして聞こえたか、と問われれば……いさみの声をよく聞くように、と答えようっ。るっるるーんっ♪」

「それ赤い頭ず巾きんの女の子の話と照らし合わせると、最終的には俺、食われる流れじゃない？　……いや変な意味でじゃないぞ!?　ていうか、あ、ああっ、洗うなーっ!?」

　勇海が変なツッコミをしている間に、ルゥはもふもふの両手を石せつ鹼けんで泡あわ立だて、勇海の胸むな元もとを洗い始めた。水分を含ふくんでしっとりとした毛が、手ぬぐいを使うのとは全く違った感かん触しよくを演出し、むず痒がゆいながらも心地よくて身み悶もだえしそうになる。

　すると、背中に抱き着いていたユニが、むっ、と声を出したかと思いきや。

「む～っ、ルゥ殿ばかり、ずるいぞっ。とはいえ私は、背中から離れる訳にはいかぬ身……むー、ではこのまま背中を洗うか。んっ……んっ、んっ!?　んっ……ころ、せっ♡」

「何やら口くち癖ぐせに微び妙みような変化が!?　ていうか、やめ……おっふ。……やめるんだ〝んっころユニコーン〟！　こっちこそ死んじゃいそうな気分なんだけど!?」

　勇海の必死の訴うつたえも、ユニとルゥには届かない。まずい、このままでは洗われてしまう、とんでもなく洗われてしまう。洗われてしまった結果どうなるというのか、その件に関しては回答を差し控ひかえさせて頂きます、と言ったところだが。

「ふ、二人とも、ホントこれ以上は……って、熱っ!?　あ、あれ、温泉が？」

　突とつ然ぜんに感じた熱気、その根源は温泉からだった。だが、そこにはエイミしかいなかったはず──いや、そのエイミこそが原因なのだ、と勇海は思い知らされる。

「ユニ、ルゥ～……お前達ばかり、イサミと……ず～る～い～ぞぉ～……！」

「え、エイミ──!?　クールダウン、クールダウンして！　追い焚きしてる……さっきよりますます、追い焚きしちゃってるから!?」

　エイミを中心に、温泉が沸ふつ騰とうしている。どうにも怒いかり心頭といった様子だが、ようやく勇海から離れたユニとルゥは、果か敢かんにも言い返した。

「エイミ殿、お言葉だが貴き殿でんこそ、いつもいつも勇海殿に〝かまって〟もらおうとして……ずるいぞっ！　人の事ばかり言えないではないかっ！」

「まったくだ。エイミよ。いさみを独り占じめなんて、ルゥは許さないぞ。そう、ルゥだってな……〝孤高〟だから、いさみに〝かまって〟もらうのだっ」

「むむっ。孤高は全く意味不明だが……ふん、地上最強の《金竜》の娘たる私に喧けん嘩かを売るとは、いい度胸だ。しかしイサミの事で譲ゆずるつもりはないぞっ！　ふーんだっ！」

「「「むむむむむっ……！」」」

　ユニとルゥを加えた三者での睨にらみ合いと、エイミの追い焚きにより、その場は異様な熱気に包まれる。ユニとルゥから解放された勇海は、何とかその場を離れて。

「あ、危なかった、色んな意味で……にしても、とんでもない熱気だったな。どこかで涼すずまないと……ん？　なんかこっちのほう、涼しい気が」

「……イサミ、さん。え、っと。暑いなら、こっち、来る？」

「ああ、助かるよ……ん？　わ、わあっ、ミミ!?」

　次の刺客（？）は、ミミのようだ。しかし、彼女はエイミ達とは違ちがい、自ら近づいてこようとはしない。《超ちよう敏びん感かん体質》を気にしているミミなら、当然かもしれないが。

　だが、今のミミの姿に、勇海のほうこそ目が釘くぎ付づけになってしまう。

「お、おおっ……」

　ミミは今、体にタオルを巻き、少し突つき出た岩に腰こしかけ、足だけ湯に浸つけている。月の淡あわい光が、涼やかな風に靡なびく銀ぎん髪ぱつを一層輝かせ、幻げん想そう的な雰ふん囲い気きを醸かもし出していた。

　元々ミステリアスなところのあるミミには、まさにぴったりの光景だ。暫し見み惚とれていると、薄うっすらと頰や露ろ出しゆつしている肩を赤らめたミミが、語りかけてくる。

「あ、あの、イサミさん。そんなに見られると、その……は、恥ずかしい、わ」

「……はっ!?　そ、そうだな、ゴメン！　あっ、俺がココにいるのは、そのっ」

「ん。知ってるわ、エイミさん、言ってたもの。まあ、ホントに入っちゃってるのには、驚おどろいたけど。でも、わ、ワタシは……イサミさんのコト、信じてる、から」

「！　そ、そっか。ありがとな、ミミ」

　礼を言いながら気恥ずかしくなった勇海は、照れ隠しに言葉を続けた。

「そ、そういえば、ミミも涼んでるトコなのか？　実は俺も、ちょっと暑くてさ」

「ん、そう、ね。ワタシも涼んでるし……涼ませてあげてる、というか」

「涼ませてあげてる？　って、誰だれを？」

「気付かない？　ほら、イサミさんの後ろで、倒たおれちゃってるヒト」

「俺の後ろで？　……って、カーミラ!?　大だい丈じよう夫ぶかーっ!?」

　ミミの言う通り、勇海の後ろで、カーミラが仰あお向むけに倒れていた。ちなみに体にはタオルが掛かかっているが、それはそれでボディラインを強調し、何とも淫いん靡びな佇たたずまいである。

　すぐに頭かぶりを振って邪じや念ねんを追い払はらった勇海は、カーミラを心配して訊たずねた。

「ど、どうしたんだ、カーミラ？　もしかして温泉で、のぼせちゃったのか？」

「あ、あうーん……イサミ、様？　うう、温泉、浸かってたら……なんか急に、追い焚きされたみたいに、熱くなって……ルゥさん達の声、聞こえてきた方から、ですの……」

「あの追い焚きの影えい響きようがこんなトコに!?　だ、大丈夫なのか!?」

「ど、どうにかこうにか、ですのぉ……ミミさんが、氷の塊かたまり、作ってくれて……傍そば、置いて、くれましたから……はふーん……」

　言われて気付いたが、確かに横たわるカーミラの近くに、大きな氷ひよう塊かいが鎮ちん座ざしていた。先ほど勇海が感じた涼しさは、恐おそらくこれだったのだろう。

　納なつ得とくした勇海の耳に、しかしその時、何やら間延びした声が聞こえてきた。

『ふっふっふ～……ミミっちも、カミッカミも、このくらいの熱さで情けないぞ～。あたしなんて、このとーり……ぜんっぜん、平気なのに～♪』

「ミミっちとカミッカミって、まさかミミとカーミラのあだ名？　この声は小こ匣はこだよな。意外と我が慢まん強づよいんだ──なっ？」

　小匣のあだ名センスはともかく、声のした湯船のほうを見ると──そこには、確かに小匣がいた。ただし、いつもの小匣だ。つまり、浮ういているのだ、宝箱が、ぷかぷかと。

「──これ温泉の意味あるかな!?　小匣自身が浸からないと、意味なくない!?」

『ふっ、安心しなよ、いっさみ～ん……開閉口から、ちょこちょことお湯、いれてるからさ～。温度とか調節できるし、むしろ快適だよ～♪』

「浸しん水すいっていうんじゃないですかねソレ！　ま、まさか中で溺おぼれてないよな？」

『んも～、いさみんは心しん配ぱい性しようだな～。まあ見てみなよ、ほら～』

　声が響ひびくと同時に、ぱかっ、と蓋ふたが開き、小匣の幼い雰囲気の顔が飛び出してきて。

「──ぱんぱかぱ～ん♪　ほらこのとーり、ぜ～んぜん、平気だよ～っ♪」

「ああ、確かに……って服ゥゥゥ!?　いや入浴中に着ないだろうけど、もっと頑がん張ばって隠かくして!?　際きわどいってレベルじゃなく、色々見えちゃいそうだぞ!?」

「あ～あ、なんてこったい、乙女おとめの柔やわ肌はだをねぶるように見るなんて～……これはもう、あたし、いさみんには……養われて、引きこもらせてもらわないとね～」

「相変わらずのだらだら志向のために、自分を犠ぎ牲せいにしすぎだぞ!?　もっと自分を大切にしよう、俺も心から心配になるし！」

　心から小匣を心配しての訴えだが、ぷいっ、とそっぽを向かれてしまう。ある意味、誰よりもブレない子な気がした。気のせいかもしれないが。

「な、なんだかなあ……っと、それより、俺はそろそろ上がるコトにするよ。もう随ずい分ぶんと長く入っちゃってるし。そもそも本当は、皆みんなと一いつ緒しよになんて、申し訳ないしさ」

「えっ。……そ、そう、わかった、わ。う～……そ、それじゃまた後で、ね？」

　ミミが残念そうに見えるのは、それこそ気のせいという事にしておきたい。とりあえず出入り口へ向かおうと歩き始めると、小匣と、そしてカーミラの声が聞こえてきた。

「それじゃいさみん、またあとでね～。お風ふ呂ろ上あがりのジュースを所しよ望もうする～」

「わ、わたくしも落ち着いたら、ゆっくり出ますわ……イサミ様、ご機き嫌げんよう～……」

　二人の声に見送られながら、勇海はその場を後にする。

　勇海が温泉に長く居すぎたのは事実で、湯気に中あてられてぼんやりしてきた。滑すべって転んだりしないよう、慎しん重ちように進む、と。

　露ろ天てん風呂から出入り口までの途と上じよう、檜ひのきで縁ふち取どられた広い内風呂に差しかかる。本当に広い温泉だな、と勇海が改めて考えていると、不意に声が聞こえてきた。

「あ……あのう？」

「ん？　今、誰か……あれ？　……え、ええええっ!?」

　勇海は、信じられないものを見た。この温泉は貸し切りと聞いていたのに、見た事のない女性が、檜で作られた湯船の縁に腰かけていたのだ。タオルで体を隠している女性は、カナ子こに匹ひつ敵てきしそうなほど豊満なスタイルと、大人びて落ち着いた雰囲気を醸している。

　濡ぬれているのか、髪かみはしっとりとして──水色に潤うるおっているのに何となく既き視し感かんを覚えたが、あまり見ては失礼だと、勇海は慌あわてて目を逸そらした。その尋じん常じようならざる色気も、目を逸らす事になった原因かもしれないが、勇海はとにかく弁明しようとする。

「す、すいません！　これには事情があって……す、すぐ出ますから──」

「──勇海さんっ？　ほ、ほんとに入っちゃったんですね……あっ、〝勇海さん湯〟のことはエイミさんから聞いてますし、ご心配なくですっ、ぷるぷるっ」

「へ？　その声は……ら、来らい夢む!?　まさか、来夢なのかっ!?」

「あう。そう、ですけどぉ……あっ、そうですよねっ、わたし今、体が大きくなっちゃってるから……ちょっとだけ、分かりにくいですよねっ」

　ちょっとだけというか、かなり変化しすぎている。身長も体型も、あらゆる部分が大きくなっているので、面めん食くらうしかない勇海に、来夢は律りち儀ぎに説明してくれた。

「わたし、《スライム》の亜あ人じんなので、常に水分補給は必要なんですけど……水分が潤じゆん沢たくで、なおかつそれが温かなお湯だと、体の内外から整うんですぅ。要するに……お風呂に入ると、大きくなっちゃうんですねっ。……まあ、すぐに元に戻もどっちゃいますけどねっ♪」

「そ、そうなんだ……何かその、随分と色っぽくて、ビックリしたよ」

「……ふえっ!?　そ、そんなこと言われると、照れちゃいますよう……ぷるるんっ♡」

　口元に片手を当て、はにかむ来夢だが、そんな仕草もいつもより大人びている気がする。というか、あまりにも色っぽすぎて、勇海は困こん惑わくしっぱなしだ。

（ち、違う……今の来夢は、ぷるるんっ、って感じじゃない！　ぶるるんだ、猛もう牛ぎゆうだっ、俺はナニを言っているんだっ！　あっ、何も言ってないや）

　口には出さず、頭の中で考えていただけだった。それほどまでに思考が乱れている勇海に、しかしここで、更さらなる爆ばく弾だんが投下される。

「あら～、本当に勇海くんと一緒に、温泉に入れるなんて～……私、嬉うれしいわ～♪」

「ヒエッ……か、か、か……カナ子さーん!?」

　先ほど偶ぐう然ぜんにも比ひ較かくに挙がったカナ子が、ここでまさかの登場だ。しかし、他の追従を許さない、その高身長。そのせいで、タオルが、タオルの丈たけが、どうしても。

「勇海くんがここにいるっていうことは～……私とも、入ってくれるのよね～？　きゃあ～、とってもドキドキしちゃうわ～っ。うふふ、それじゃ一緒に──」

「かかカナ子さん、走っちゃダメだっ!?　零こぼれ落ちるっ……上も下も、もうほんの少しで零れ落ちちゃうからー!?」

「きゃ、きゃあっ？　それはさすがに、恥はずかしいわ～……んっ、あんっ。ふう～……」

　際どい恰かつ好こうではあるが、カナ子はギリギリで立ち止まってくれた。ほっ、と勇海は安心するが、それで気が抜ぬけてしまったのか。

「ほっ……う？　あれ、クラクラして──ぶっ」

「きゃっ？　あら、あらあら～……勇海くんから、来てくれるなんて～♡」

　誤解だ、誤解である。しかし今、この場で起こった、たった一つの現実とは。

　勇海が、よろめいた拍ひよう子しに──カナ子に思い切り、抱だき着いてしまったのだ──！

　一刻も早くどかなければ、そう思う勇海だが、背後から責めるような声が聞こえる。

「うう……うう～、勇海さぁん……カナ子さんばっかり、ずるいですようっ。わ、わたしだって、〝かまって〟ほしいんですからぁ！　えいっ！」

「ちょ、誤解で──来夢、ちょっと待って!?　ダメだ……この研修旅行、悉ことごとくダメだ!?　また抱き挟はさまれてる、どうなってるんだ一体!?」

　この研修旅行中、何やら皆のテンションがおかしい気がする。学園にいた頃ころと比べれば、誰もが明らかに高こう揚ようしていて、彼女達自身も感情を制せい御ぎよできていないようだ。

　しかし今は考えを巡めぐらせる余よ裕ゆうもなく、勇海は目を回しそうなほどふらついてしまう。

「ふ、二人とも、離はなして……お、っとと、っと」

「！　い、勇海さん……大丈夫ですかっ？　もしかして、のぼせちゃって……？」

「勇海くんのお顔、熱いわ～……大丈夫？　脱だつ衣い所まで連れていくわよ～？」

「い、いや、大丈夫だからさ!?　あんまり密着してると、もっとのぼせちゃいそうだし。心配してくれて、ありがとな。けど、ちゃんと自分で歩いていくよ」

　勇海が優やさしく言い聞かせると、二人は渋しぶ々しぶながら離れてくれた。こういうところは素す直なおで、本当にいい子達なんだよな、と勇海は微笑ほほえましく思う。

　しかし、さすがに来夢（大型Ｖｅｒ）とカナ子の挟み撃うちは、とんでもない破は壊かい力だった。これで一気にのぼせてしまった気がする。

　とはいえ、あともう少しで出口だ。ここまで来れば、もう大丈夫のはず。一安心しながら、勇海が引き戸に手をかける。──しかしなぜか、勝手に戸が開いて。

「──はあ～、いつの間にか皆いないし、薄はく情じようよねっ。ミリィ、さっさと入りましょ」

「ええ、アンさん。勇海ちゃんの姿も、なぜか見かけなかったですしねぇ……というか、表の〝勇海湯〟っていう暖簾のれん、エイミさんのイタズラでしょうか？　ふふっ、もしかして、皆さんと入ってたりして……なーんて、考え過ぎですかねっ」

「あはは、まっさかー。もしホントに入ってたら、背中でも流してやろうかしらっ。なんちゃって……あら？　もー、何よ、こんな入り口の真ん前に勇海が立ってるじゃないっ。もうちょっと横に立てときなさいよねっ。……ん？　勇海が……え？」

「えっ。勇海ちゃん……ふえっ？　えっ、何でっ……は、はうーっ!?」

　アンとミリィは随分と遅おくれて、今きっと遠い目をしているだろう勇海に気付いてくれた。そういえばエイミは、『ほとんどのクラスメイト公こう認にん』と言っていたが、全員とは言っていない。アンとミリィは、〝勇海湯〟についてはノータッチだったのだろう。

　そして直後にアンが発したのは、本来なら他の子もするべきだったはずの、怒いかり声で。

「な、な──何でアンタがココにいるのよおっ!?　今は女子の入浴時間のはずでしょっ!?　男子がいちゃいけない時間だって、分かるでしょーが!?」

「……アン、その常識的な発想……何か俺、今すごく安心してる。実家に帰った時の安心感、思い出す。なぜか学園の寮りようが頭に浮かんだけど」

「いや生温かい目で見てんじゃないわよ！　……ていうかホントに見るなバカーっ!?　アタシまだ、タオルちゃんと巻いてないっ！　あっち向けえーっ！」

「わわっ、投げるなって！　って、タオルしか持ってないのに、何を投げて……ぶ!?」

　アンの投げた物を受け止め、それを確認した勇海は、思わず噴ふき出す。彼女は、彼女自身の取れやすい片かた腕うで──今回で言えば左腕を、全力投球してきたのだ。

　手が滑っても落とす訳にはいかない、と大事に抱きながら、勇海はアンに注意する。

「アン、自分の体は大事にしよう!?　いやもう、本当の意味で！　いくらすぐに治るからって、投げたりしちゃダメで……あ、アン、聞いてるか？」

「あ、あわ、あわわ……アタシの腕を、ほぼ全ぜん裸らの勇海が、抱いて……っ、かか、返しなさいよぉ～……なんか、なんか変な気分になっちゃうでしょうがぁ～……あ、あうぅ」

「言葉に全く力がないぞ!?　顔も真っ赤だし、調子悪いんじゃないか!?　ちょっと休んだほうがイイんじゃ──」

「ひやっ。ち、ちち、近寄って、くりゅなぁ……あ、あぅ……あんっ」

「うおっ!?　だ、大丈夫か、アン！」

　ふらっ、と倒たおれてしまったアンを慌てて抱きとめ、ついでに左腕を返す。目を回してはいるが大事ないらしく、出来るだけ直視はしないようにして、寝ねかせてあげた。

　そうこうしている内に、後ろからミリィも、おずおずと話しかけてきた。

「あの、勇海ちゃん……あ、あれですよねっ。表の〝勇海湯〟っていう暖簾に騙だまされちゃった、とかですよねっ。私は信じてますから、大だい丈じよう夫ぶですよっ」

「お、おおっ……ミリィはホント、察しがいいなぁ……ああ、その通りなんだ。でもいい加減、男が一人でいるのもマズイし、出ようと思ってるんだけど──」

『イサミっ──まだ背中、流してないぞっ！　待て待てぇーっ！』

「!?　え、エイミ、追ってきたのか？　こらこら、走ったら危ないぞ！」

　勇海が慌てて注意喚かん起きすると、エイミは意外なほど素直に立ち止まる。しかしその手には、小さめのボディタオルが、しっかりと握にぎられていた。

「ふふふ、さあイサミ、大人しく私に洗われるんだっ。ルゥやユニとも、順番にイサミの体を洗うという事で、休戦協定を結んだんだからなっ」

「俺の知らないトコで、何でそんな協定が結ばれてるワケ!?」

　エイミの後ろに付いてきていたルゥとユニを見て、勇海は思わず狼ろう狽ばいする。二人も石せつ鹼けんを泡あわ立だてながら、期待の眼まな差ざしで見つめてくるのだ。

「ふ、いさみよ、ルゥに任せるがよい。さっきの続きだ……このもふもふのお手手を泡立てて、いさみを余すところなく、洗ってやろー。きもちいーぞ？　るるる♪」

「わ、私とて、高潔なる《ユニコーン》の娘むすめ、逃にげも隠かくれもせんっ！　さあ勇海殿どの、大人しく……くっ、洗われろっ！」

『──ちょっと待ったぁ、よっ』『ですわっ！』

　突とつ然ぜんの〝ちょっと待った〟コールは、ちょっぴり品の良い響ひびきを含ふくんでいた。割り込んできたのは、長い銀ぎん髪ぱつを靡なびかせるミミと、先ほどまでダウンしていたはずのカーミラ。

「聞こえたわ。イサミさんの背中、流すというなら……ワタシにも、権利はあるはずよ。お、〝お嫁よめさん〟として、ダンナ様の背中を流すの、当然だし……」

「わたくしも、涼すずんだおかげで復活したからには……こんな重大イベント、見過ごせませんわっ！　〝許嫁いいなずけ〟として、旦だん那な様の背中を流してみたいですのよっ！」

　急きゆう遽きよ参戦してきた二人に続き、何と近くにいたカナ子まで声を上げてきた。

「わあ～、勇海くんを洗ってあげるの、楽しそう～♪　私もお嫁さんとして、お世話したいわ～。うふふ、この全身で、抱きしめながら～……洗って、あ・げ・る～♡」

　カナ子は意識していないだろうが、どうにも色気が溢あふれすぎている気がする。

　このままだと勇海は、〝許嫁〟達に有う無むを言わさず洗われてしまう。この場をどう切り抜けるべきか頭を悩なやませている内に、エイミがにじり寄ってきた。

「さあ行くぞ、イサミっ。ふっふっふ、思う存分、私達が洗ってやるからな……♪」

「何か黒いオーラが見える気がする！　……ん？　いや、ちょっと待った、エイミ！」

「やーだっ♪　もう待てないぞ、イサミを洗っちゃうんだからっ──」

「ち、違ちがうんだって！　皆みんなの様子が、ホントにおかしいんだ！」

「む？　皆の様子がおかしい、って……どういう意味だ？」

　勇海の切せつ羽ぱ詰つまった声に、ようやくエイミも立ち止まってくれた。勇海が目まの当たりにしたもの、それは──その身から黒い魔ま力りよくを漏もらす、〝許嫁〟達の姿。
















『る、るる……なんだ、これ……体、熱いぞ……るるる……？』

『う、ううっ……体の奥から、力が、力がっ……くっ、湧わいてくるっ！』

「ルゥ、ユニ、どうしたんだっ……大丈夫か!?」

　勇海は心配になるが、その突然の変化は、どうやらルゥとユニだけではないらしい。

　両手で体を押さえるミミと、そしてカーミラからも、黒い魔力が漏れ出していた。

『う、あっ……カラダ、熱いっ……い、いやっ、だめっ……ああ──っ！』

『ふ、ふあっ!?　何ですの、これぇ……ふ、沸ふつ騰とうしちゃいそうですのっ、んうっ!?』

「ミミ、カーミラ!?　ま、まさか……そんな」

　これは以前、エイミや来夢にも見受けられた現象と、同じではないか。複数人が一気に、というのは明らかに異常だが、カナ子にまで異変が起こる。

『ううん～……い、勇海くん、私、どうしちゃったのかしらぁ～……と～っても、体が熱くて～……抑おさえきれない、わっ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！』

「か、カナ子さんまで……これって、やっぱり」

　間違いない、この現象は──勇海が確信を得たのと同じタイミングで、ミリィが切羽詰まった声を上げる。

「勇海ちゃんっ！　これは……暴走ですっ！　間違いありません！」

「ミリィ！　やっぱり、そうなのか……けど、何でこんな急に!?　ただ温泉に入っていただけなのに、そんな……」

「はい……これは私の推測ですが、研修旅行といういつもと違う環かん境きようで、皆みなさんの感情が昂たかぶってしまった結果、魔力が不安定になってしまったのではないでしょうか。それに、えっと……い、勇海ちゃんを洗いたい気持ちが、昂ぶった感情に拍はく車しやをかけて、その……暴走を招いてしまった、というかですね？」

「お、俺の体を洗うために、こんなトンデモない事態に!?　俺を洗うコトの何が、皆をそこまで駆かり立てるんだ!?」

　反問する勇海だが、ミリィはなぜか顔を朱しゆに染めて答えてくれない。

　いや、それはもう仕方ないとして、この状じよう況きようをどうすれば収められるのかが問題だ。

「ま、まあどんな動機だろうと……暴走した皆の力は、本物だ。このまま暴れられたら、大変なコトになるぞ！」

「大丈夫です、勇海ちゃん……エイミさんと来夢さん、そしてアンさんを見てください」

「エイミ達を、って……あっ、そういえば、三人は暴走してないんだな」

「はいっ。アンさんは倒れっ放しだから、仕方ないかもしれませんが……エイミさんや来夢さんには、暴走している皆さんとは、決定的な違いがあるんですっ。それは──勇海ちゃんに《吸きゆう精せい》された事が、あるかどうか、ですっ！」

「!?　え、でも……ルゥやカナ子さんにもしたコトあるけど、暴走してるぞ？」

「狼牙さんや鬼き怒ぬ川がわさんは暴走してませんでしたし、《吸精》もちょっとだけでしたから。私達エルフは、魔力の流れには敏びん感かんなので、分かるんです。勇海ちゃんに《吸精》された後のエイミさんや来夢さん、アンさんは、魔力が一気に安定化したんですよ」

「そ、そうなのか？　じゃあ……この状況を一気に打開するには！」

　勇海が問いかけるように見つめると、ミリィは頷うなずいて返してくる。皆の暴走を抑える唯ゆい一いつの方法、それが可能なのが、自分だけならばと。

　勇海は決意し──その意志を、高らかに叫さけぶ。

「わかった、エイミや来夢の時みたいに、俺は──今から皆を、《吸精》するっ──！」

『『『────!!』』』

「手て強ごわいのは分かってるけど、皆のためならっ……ん？　あれ、何かまた、様子が……」

『……《吸精》するって』『つまり……チュー？』『チューしてもらえ……るっ？』

『『『……ふーん？』』』

「！　う、動き出したっ……うん？　何で皆、整列して……あっ、座った。しかもお行ぎよう儀ぎよく正座してる。……うん、どうなってるんだ？」

　暴走し、尋じん常じようならざる力を放っている女子達が、なぜか勇海の前に並んで座っている。ミリィも戸と惑まどっていたが、悩んだ末に答えを耳打ちしてくれた。

「う、うーん、暴走しているとはいえ……精々、湯中あたり程度のものですからね。完全に暴走している訳じゃなく、いわば……半暴走、と言ったところでしょうか？」

「なんかすっごい肩かたの力が抜ぬけるんですけど!?　それ放ほっといても、落ち着きそうじゃない!?」

「あ、あはは、そういう訳にはいきませんよう。勇海ちゃんだって、早く戻もどしてあげたいでしょう？　ささ、順番に《吸精》してあげてください……よいしょっと」

「う、うん……うん、何でさり気にミリィも並んだの？　暴走とかしないよな？　……良く見たらエイミも、来夢まで並んでる！　なぜ!?」

　問いかける勇海だが、バスタオル姿の彼女達は頑がんとして答えず、半暴走している割にはお行儀よく並んで、勇海の《吸精》を促うながしてくるのだった。




　　　　■■■




　数分後、一仕事を終えた勇海は、顔を押さえてその場に転がっていた。

「しくしく……もうお婿むこにいけない……あっ俺〝許嫁〟だった」

　打ちひしがれる勇海だが、つい先ほどまで（色々な意味で）暴走していた女子達は。

「はあ……なんだろう、ルゥ、変な気分だ。お肉食べるより、ずっと幸せだ……これこそが、真の〝孤こ高こう〟タイムなのか……る～ん……」

「ま、まだ、イサミさんの……唇くちびるの感かん触しよく、が……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　恍こう惚こつとするルゥと、酔よっ払ぱらっていた時以上に顔を真っ赤にするミミ。今度はミミがのぼせてしまわないか心配だが、続けてカナ子とカーミラ、そしてユニが呟つぶやく。

「あ、んっ……と～っても、素す敵てきだったわ～……抱きしめるだけじゃなく、こういう事でも、幸せって感じられるのね～……うふふっ、ちゅ～♡」

「なんて……甘かん美びなるひと時、ですの……体は脱だつ力りよくしちゃいますケド、この感覚、イサミ様の血を頂いている時に、勝まさるとも劣おとりませんの……ほあー♪」

「くっ……くっくっくっ……くっ……生きるぅ……♡」

　一いつ瞬しゆん、ユニは暴走したままかと思ったが、別にそんな事は全くなかった。

　がっくりと肩を落としている勇海に、来夢がおずおずと声をかけてくる。

「勇海さん、ごめんなさい……わたしも、つい並んじゃって。お、お恥はずかしいですぅ」

　大人の姿だった来夢は、勇海の《吸精》のおかげでいつもの姿に戻っている。そもそも半暴走していないし、水分も豊富だったからか、他の皆と比べて疲つかれも見えなかった。

　ちなみに、来夢と同じく半暴走なんてしていない、エイミとミリィはというと。

「……ふふっ、イサミの《吸精》は、いつされても最高だな……私もう、これ無しじゃ生きていけないな……はあ、もっともっと、してほしーな……♪」

「ほっぺ……ほ、っぺに、ちゅっ……[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　!!　[image: ～][image: ～][image: ～]っ、っ、っ！」

　嬉うれしそうに顔を綻ほころばせるエイミと、ごろごろと悶もん絶ぜつして転げまわるミリィ。少しは落ち着かないと、ミリィはぶつかりそう……浴用の椅い子すで頭を打った。痛そうだ。

　直後、すくっ、と立ち上がったミリィが頭を摩さすりつつ、勇海に近づいてくる。

「こほん。勇海ちゃん……《聖デミグリーン学園》生徒会長として、お礼を言わせてください。皆を救ってくれて、ありが──」

「ミリィ……さっき頭打ってたけど、大丈夫か？」

「そそそれはスルーしてくださいよー!?　うう、恥ずかしいです～……」

　かっ、と赤らんだ頰ほおを両手で押さえる幼おさな馴な染じみに、勇海は思わず噴ふき出してしまう。しかし直後、勇海は表情を引き締しめて、思った事をそのまま口に出した。

「別にお礼なんて、イイよ。だって俺は……自分がやりたくて、やったんだからさ」

「えっ。そ、それって……チュー、したかったと……そういう事ですか!?」

「違くてね!?　そ、そうじゃなく……皆を救うコトについて！　こんなトコで半暴走しちゃったのは、驚おどろいたけど……皆がイイ子なのは、もう知ってるから。そんな皆を、俺の《吸精》の力で救えるんなら……それが俺の、〝許嫁〟としての役目なら」

　この気持ちに、皆への想おもいに、偽いつわりはない。勇海は、はっきりと言い切る。

「俺はこれから、いつまでだって、皆を救い続けてみせる──絶対に、だ」

「勇海ちゃん……はいっ！　私だって、ずっと、ず～っと、信じてますからねっ！」

「そ、そっか。ありがとな、ミリィ！　さて、と……っ？」

　立ち上がろうとした勇海だが、なぜか足に力が入らない。よろめいて倒たおれそうになると、ミリィが心配顔で覗のぞき込んできた。

「い、勇海ちゃん、大だい丈じよう夫ぶですか？　もしかして、のぼせちゃったんですかっ？」

「いや、頭はハッキリしてるはず、なんだけど……あ、あれ、何だ？　体が、フワフワしてるっていうか……体の中で、何かが大きくなって──」

　皆から《吸精》した時、体内に吸い込んだ精力。

　それが突とつ然ぜん、膨ふくれ上がるような感覚に襲おそわれた──次の瞬間。

「ぅ。っ、あ……っ、熱っ!?」

「!?　勇海ちゃんっ……勇海ちゃん、どうしたんです!?　……きゃっ!?」

　勇海は、全身が焼けるような感覚に襲われる。体の奥底から、力が湧きだすような錯さつ覚かくが。いや、事実、それは湧き出していた。それは、つい先ほども見た。

「何で、勇海ちゃんから……そ、そんな……だって、これは……」

　暴走しかけた彼女達が放っていたのと、同じ──吹ふき荒あれる、黒色の魔力の渦うずは。

　その現象を、ぽつり、ミリィはこう呟いた。




「──《魔ま王おう症しよう候こう群ぐん》──」








第四章　魔王・結ゆう城き勇いさ海みと、彼のエルフの幼馴染









　全身が焼けるような感覚の直後、勇海の体を覆おおったのは、湧わき出し続ける黒色の霧きり。それを見たエイミが、戸惑いの声を上げる。

「い、イサミっ、一体どうしちゃったんだ!?　大丈夫かーっ!?」

「ッ……え、エイミ、近寄っちゃダメだ！　離はなれてくれっ！」

「！　イサミ……よ、よかったぁ、意識はあるんだなっ。ほっ……」

　エイミは安あん堵どに胸を撫なで下ろすが、勇海自身に余よ裕ゆうはない。意識はハッキリとしているが、体の自由は利きかず、指一本さえ自分の意思では動かす事が出来ないのだ。

　辛かろうじて動くのは口だけで、まるで体が、自分の物ではなくなってしまったよう──そんな恐おそろしい感覚に囚とらわれる勇海の耳に、来らい夢むの焦しよう燥そうに駆かられた声が響ひびいてくる。

「こ、これってぇ……わたしやエイミさんの時と、同じ？　で、でも勇海さんが、なんで……だって勇海さんは、《吸きゆう精せう主しゆ》でっ！」

「──いいや、来夢。どうやらその《吸精》が、問題のようだぞ」

「ふえっ!?　あっ……だ、ダルク先生っ？」

　来夢の背後から現れたのは、まさしく《ダークエルフの養護教きよう諭ゆ》、ダルクその人。クラスメイト同様、彼女もバスタオルを身に巻いた状態だが、真しん剣けんな口調で呟いた。

「今、ユウキくんから生じている、魔力の奔ほん流りゆうは……明らかに、彼の肉体の限界を超こえている。恐らく短期間の内に、暴走した〝問題児〟達の膨ぼう大だいな魔力を《吸精》した結果だろう。ユウキくん、聞こえるか？　今のキミは──」

「お、俺は？　って……う、うわわっ!?」

　ダルクと話している間に、勇海の意思とは無関係に、更さらなる魔力が噴ふん出しゆつしてくる。だがそれは、先ほどまでとは違ちがう、金色に輝かがやく炎ほのお──即すなわち、《金きん炎えん》だった。

「!?　皆みんな、下がれっ！　うーっ……ハァァァッ！」

　前方に躍おどり出でたエイミが《金炎》を吐はき出し、勇海の放った《金炎》とぶつける。金色に輝く二つの猛もう炎えんが混ざり合い、中央で渦を巻くと、二つの炎は同時に搔かき消えた。

「私の《金炎》を、相そう殺さいするほどの威い力りよく、なんて……イサミ、一体……えっ？」

　次の瞬間、エイミも、その後ろで見ていたミリィ達も、勇海自身でさえ、呆気あつけに取られる。勇海の足元から、周囲へ向けて、瞬またたく間に凍こおりついていくのだ。

　その光景を見て、ミミが真っ先に立ち上がろうとする、が。

「アレは、ワタシと同じ……っ、ワタシが止めるわ──うっ。力が、入らない……？」

　勇海の《吸精》は、相手の体力を著いちじるしく奪うばう。膝ひざを突ついたミミだけでなく、同じく《吸精》されたルゥやユニ、カーミラも、その場から動けないでいた。

　一方、そんな彼女達から《吸精》した勇海は、無数の影かげの蝙蝠こうもりまで飛び立たせて。

「う？　ふ、ふぎゃーっ!?　なんですのコレ、もうっ、やたら鬱うつ陶とうしい能力ですのっ！　……ってこれわたくしと同じ能力じゃないですのっ！　わぷぷっ……んゅーっ!?」

　湯中たりの延長で脱力し、蝙蝠に集たかられている割には、元気に叫さけぶカーミラだった。

　今この瞬間、クラスメイト達と同様の能力で暴れ回る勇海は、一体どうなっているのか。ダルクが、先ほど遮さえぎられた言葉の続きを、改めて口にする。

「暴走しかけた〝問題児〟から《吸精》し、一人一人の、その多様な力を自らの内に全すべて取り入れたキミは、今──クラス皆の力を振ふるい、暴走してしまっているのだ──！」

　勇海も、その場にいた〝許嫁いいなずけ〟達も、一様に呆ぼう然ぜんとし、何も言う事が出来なかった。ただ、新たに温泉内へと入ってきたティティが、ダルクへと告げる。

「ダルク先生、エルフの魔力で結界を施ほどこし、この温泉の外部との干かん渉しようは、一いつ切さい断たち切りました。今ならまだ、外部への被ひ害がいも及およばないはずですっ」

「！　そうか……ありがとう、ティティ先生。助かるよ」

　頷うなずき合った二人の内、ダルクは続けて、勇海に声を送ってきた。

「ユウキくん──キミは今、絶大な魔力に翻ほん弄ろうされて、破は壊かいの力を抑おさえられないでいる。ティティ先生が張ってくれた結界も、そう長くはもたないだろう」

「そ、そんな……ダルク先生、俺は一体、どうすれば──！」

「ふっ、そう慌あわてるな。なに、単純な話さ。キミが《吸精》によって過か剰じような魔力を得て、暴走してしまったなら──その魔力を逆に吸い出し、落ち着かせれば良いだけだ」

「えっ？　逆に吸い出すって、つまり……《吸精》、ってコトですか？」

　勇海が問いかけると、ダルクは「ふむ」と考えてから、首を横に振って答えてきた。

「いや、これはいわば、精力を逆に奪う──《逆ぎやく吸きゆう精せい》、と言ったところだな」

「ぎゃ、《逆吸精》？　そんなコトが、ホントに出来るんですか？」

「うむ。ユウキくんがクラスメイトの皆にするのと、同じような要領でな。そしてなぜ、《吸精主》ではない皆が、ユウキくんから《逆吸精》が出来るかというと──」

　ダルクは更に説明を続けようとしていたが、そこで不意にエイミが割って入る。

「私に説明は、必要ない──イサミを救える、その手段が聞けただけで、充じゆう分ぶんだ」

　エイミが更に一歩踏ふみ出してくる、と、その横に、水色に潤うるおう髪かみを持つ乙女おとめが並び立つ。

「わたしは……わたし達は今まで、勇海さんに、何度も助けられてきました。ですから、今度は……わたし達が、助ける番ですぅ！」

「その通りだ、来夢──いこう。イサミの〝ドラゴン嫁よめ〟と──！」

「〝スライム嫁〟の力──見せてあげますぅ！　ぷるぷるっ！」

　声を揃そろえて叫んできたエイミと来夢だが、当の勇海は、二人の覚かく悟ごに不安を覚えていた。向かって来ようとする彼女達を落ち着かせようと、大声を放つ。

「ふ、二人とも、待った！　助けてくれようとする気持ちは、嬉しい……けど、慎しん重ちようになってくれ！　もし二人が怪け我がしたらって、想像しただけでも、俺は──」

「ふふっ、イサミらしいけど、水みず臭くさいぞ。私だって、イサミに心配されるのは、ちょっと嬉しい……けど、何もイサミのためだけに、《逆吸精》するつもりじゃないんだ」

「わたしもですよう、勇海さん。わたしも、わたし自身のために、したいんですっ」

「……ふ、二人とも、そんなコト言ってまで、俺を助けてくれようと……っ」

　思わず目め頭がしらが熱くなる勇海に、エイミと来夢が、息ピッタリで放った言葉は。

「なぜなら私は、純じゆん粋すいにイサミと──」「──チューしたいんですからあっ！」

「まさかの私欲じゃねーか！　感動して損したわ！　……って、うわっ!?」

　勇海が声を上げるのとほぼ同時に、荒れ狂くるう魔力の奔流が、エイミと来夢を吹き飛ばそうとする。何とか堪こらえたようだが、勇海の不安は募つのった。

「ほ、ほら、やっぱり危ないって！　無理なんてせずっ……」

「イヤだっ……私はイサミを救い、そしてあわよくば、思う存分チューするんだっ！」

「わたしだって、引くつもりはありませんっ……たとえこの身を、犠ぎ牲せいにしてもっ！」

「チューくらいで、そこまでのリスクを負う必要あるかな!?」

　勇海は焦るが、黒色の霧はエイミと来夢を襲い続ける。やはり自分の意思でのコントロールは不可能らしく、危険な状じよう況きようだが、ミリィまで続いて来ようとしていた。

「わ、私だって……勇海ちゃんを、救ってみせます！　《逆吸精》をして──」

「ま、待ってください、ミリィ様……いえ、ミリィさんっ！」

　勇海が止めるまでもなく、クラスの担当顧こ問もんであるティティが、ミリィを制止した。しかしそれは、ミリィを心配してというだけでなく、別の理由もあるらしい。

「悔くやしいですけど……わたし達では、《逆吸精》は出来ません。わたし達エルフが、皆みなさんとは決定的に異なる部分がある事を、ミリィさんも分かっているでしょう？」

「な、なぜですかっ。私だって、勇海ちゃんを助けたいと──あっ」

　勇海はすぐには分からなかったが、ミリィとエイミ達とで決定的に異なる部分に、当のミリィ自身はすぐに思い当たったらしい。

「私は、人間と魔物の混血じゃない……《亜あ人じん》じゃ、ないから？」

「……付け加えれば、エイミさん達のように、彼から《吸精》された事がない、という事実もです。今、結城くんが放っている強大な魔力は、〝問題児〟の皆さんと同種のもの……それを受け止められる器うつわたり得うるのは、同じく〝問題児〟だけ。そして、彼から《吸精》された事のある子にしか、《逆吸精》の感覚は摑つかめないはずなんです」

「そ、そんな……それじゃ私には、何も出来ないんですか？　勇海ちゃんのために……私に出来る事は、何もないんですかっ!?」

「いいえ、ミリィさん！　私達にも、出来る事はあります。エイミさんや来くる栖すさんをサポートしたり……動けなくなっているクラスメイトさん達を、今の結城くんの力から守ってあげるのだって……立派に、彼を助ける事に、繫つながるはずですっ！」

「！　そう、ですよね。その通りです……分かりました！」

　気き丈じようにも顔を上げたミリィが、真っ直すぐな言葉を勇海にぶつけてくる。

「勇海ちゃんっ！　《吸精》の影えい響きようで動けない皆さんは、私とティティ先生が守りますっ。ですから安心してください、勇海ちゃん！」

「ミリィ……ああ、頼たのむぞ！　頼たよりにしてるからな！」

　勇海が叫ぶと、ミリィは皆を守るべく、ティティと共に結界を張る。

　直後、魔力を抑えられないでいる勇海に、駆かけ寄ってくる影が二つ。

「イサミ、待っててねっ。今すぐチュー……じゃなく《逆吸精》してあげるからっ！」

「勇海さんっ、わたしもがんばって、チュー……でなく、《逆吸精》しますからぁ！」

「エイミ、来夢っ！　……どうしてだろう、何か他意のようなものを感じるのは！　ていうか、この状況……何ていうか、いや、その」

「う～っ……ううううう、魔力が強すぎて、なかなか前に進めない～っ……」

「はうっ……す、すごい勢いです、けどっ……負けませんっ！　ぷるぷるっ」

　吹ふっ飛ばされないよう足に力を籠こめ、一歩一歩近づいてこようとする、エイミと来夢。二人は頑がん張ばってくれているが、向かい風に抗あらがうように進んでくる彼女達を見て、つい勇海は既き視し感かんに囚われてしまい。

「……これ巨きよ大だい扇せん風ぷう機きに立ち向かってる感じのアレじゃない!?　しかもバスタオル一枚の状態って、バラエティ色が濃こすぎるだろっ!?」

「わ、わわっ、バスタオル、飛ばされちゃいそうだっ……ひゃあっ!?」

「きゃっ！　あ、危なかったですぅ……って、はわわっ!?」

　エイミも来夢も、巻いているバスタオルが強風に煽あおられ、艶つややかで柔やわらかそうな肌はだが見え隠かくれしている。このあらゆる意味で危険な状態に、勇海は二人が吹き飛ばされてしまうだけでなく、別の意味でも危機感を覚えた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか二人とも、って……全然大丈夫じゃないーっ!?　二人とも、バスタオルをしっかり押さえて！　俺のコトなんてイイから、自分を大切にするんだーっ！」

「そ、そんな事、言っても……バスタオル押さえながらだと、踏ん張りが利きかなくて──きゃあっ！　い、イサミ、イサミぃ[image: ～][image: ～][image: ～]っ」

「ふええっ……も、もう無理ですぅ……ぷるぷるぅ[image: ～][image: ～][image: ～]……」

「つ、ついに飛ばされた!?　バスタオルは無事だけども……二人とも、怪我はないか!?」

　踏ん張りきれなくなったエイミと来夢が、大きく後方に吹っ飛ばされる。心配する勇海だが、すぐさまぷるぷると柔らかな声が飛んできた。

「だ、大丈夫です、勇海さん──このくらいで、わたしはへこたれませんようっ」

「ら、来夢！　怪我はないみたいだな、良かった……」

「もちろんですっ、《スライム》の弾だん力りよくなら、このくらい、へっちゃらですっ。さあ……いきますよう！　ぷるぷるーっ！」

　来夢は柔じゆう軟なんな腕うでを鞭むちのように扱あつかい、洗い場のシャワーにしがみ付いていた。その要領で壁かべを伝い、ゆっくりと来夢は近づいてくるが。

「あ、あうっ。ふ、やあっ……んっ、ぷるるぅ……」

（っ、この力、皆みんなが近づいて来ようとするほどに、勢いが強くなるみたいだ……このままじゃ、来夢はまた、飛ばされてっ……）

　勇海の考える通り、来夢が少しずつ近寄ろうとするほど、反発するように黒色の魔ま力りよくは勢いを増している。暴風に吹かれ、来夢はぽつり、呟つぶやき声を漏もらした。

「うぅ。悔しい、ですけど……本当に、悔しいですけど。ここが……限界ですぅ」

「！　来夢、もういい！　無理なんてせず、下がって──」

「──勇海さん。えっとぉ……聞いて、もらえますかぁ？」

　勇海の言葉を遮り、来夢が途と中ちゆうの壁にしがみついて、おずおずと語りかけてくる。

「わたしが〝汁しるっかき〟なの、勇海さんも、知ってますよね？　もちろん、決して汗あせではないので、汚きたなくなんてないんです、お汁ですから。……それで、これってちょっぴり、甘くて……おいしいんですよ？　なので、勇海さん……お恥はずかしいん、ですけどぉ」

「ら、来夢？　こんな時に、何を言って──」

　戸と惑まどう勇海に、けれど来夢は、にこりと微笑ほほえみ、言い放ってきた。

「わたしの──〝来夢汁〟っ、飲んでください、勇海さーんっ♡」

「い、いきなり何を言い出すんだ来夢ーっ!?」

　来夢が叫ぶと同時に、その身から大量の〝来夢汁〟を噴ふん出しゆつし、勇海に降りかかる……と思いきや、勇海の体から先ほど以上の魔力が吹き出し、全て跳はね返してしまった。

　そして、今まで以上の魔力の暴風に煽られた来夢は、為なす術すべもなく。

「きゃっ……きゃあああっ！」

「ら、来夢っ！　危ない──ッ！」

　思い切り吹き飛ばされてしまった来夢──だが、褐かつ色しよくの肌を持つダークエルフの養護教きよう諭ゆのおかげで、来夢の身は守られた。

「──よ、っと！　安心しろ、ユウキくん。来夢は私が受け止めた。怪我した後に治ち療りようするだけでなく、怪我しないよう注意するのも、養護教諭の役目さ」

「だ、ダルク先生！　良かった……来夢を、お願いします！」

「ああ、任せておけっ。──ふっ！」

　ダルクは言いながら、目を回している来夢を小こ脇わきに抱かかえ、瞬しゆん時じに飛び退のく。それにしても、なぜ来夢は、わざわざ液体を振り撒まいたのか。その答えは、すぐに訪おとずれた。

「来夢は、気付いてたんだ──イサミに近づくほど、吹き付ける魔力は強くなるが、そこ以外の魔力は手て薄うすになるって。おかげで、私はここまで近づけたっ……！」

　その声が届いてきたのと同時に、勇海は自身の左後ろから、異常な熱量を感じた。そこには《金きん炎えん》を身に纏まとい、勇海の放つ魔力を搔かい潜くぐってきた、エイミの姿が。

「待ってて、イサミっ。すぐ救ってあげるからっ──」

「え、エイミ！　……っ、だ、ダメだ！　俺は、まだ──」

「く、うっ!?　ふ、ふふっ、さすがイサミ……けど、これくらい、どうって事ない。イサミだって何度傷ついても、私達を救ってくれたんだから……今度は、私達の番だ！」

　勇海の体から溢あふれる膨ぼう大だいな魔力が、今度はエイミに向けて襲おそい掛かかる。一ひと際きわ強い魔力が噴ふき出そうとした、その直前──どう、と勇海に〝何か〟がぶつかってきた。

　勝手に動いてしまう体が、その何かを受け止め、勇海が辛かろうじて確かく認にんすると。

「え。これって……アンの腕、だよな──っ、眩まぶしっ!?」

　今までに何度も見た事があるアンの右腕が、突とつ然ぜんに眩まばゆい輝かがやきを放った。同時に、勇海の耳に届いたのは、目を回して倒たおれていたはずの、アンの呟き声。

「《生命の樹セフイロト》──《破壊の右腕デスト・ライト》。魔力を分解して、破は壊かいする、アタシの能力よ」

　アンの声がしたのは、先ほどまで倒れていた場所とは、全くの別方向からだ。すると、アンを移動させた張本人、文字通り箱はこ入いり娘むすめも、名乗りを上げてくる。

「ここで満を持して登場いたしますは～……ミラクル・ミミック・トリックスター☆　いつもマイペースな引きこもり神、引ひき出いで小こ匣はこちゃんだよ～んっ」

「こ、小匣！　そっか、小匣はさっき、暴走してなかったから、動けるんだなっ」

「それに短い距きよ離りなら、アンアン連れてテレポートするくらい、簡単だしね～。さ～、さっさと元に戻もどってよ、いさみん～……そしてあたしをお世話する生活に、戻るのだ～」

　そんな生活に覚えはない、と言いたい勇海だが、そんな暇ひまもない。

　アンは微かすかに頰ほおを膨ふくらませて、不ふ機き嫌げんそうに声を上げた。

「はあ……目が回ってなきゃ、アタシが行くトコよっ。譲ゆずってあげるんだから……しっかりやりなさいよね、エイミっ！」

　その言葉に応こたえるように、金色に輝く《金きん竜りゆう》の娘は、今度こそやって来た。

　象しよう徴ちようたる《金炎》を身に纏い、荒あらぶる魔力の濁だく流りゆうを搔き分けて。

　ついに辿たどり着いた、彼女が──エイミが、勇海の左手を摑んでくる。

「イサミっ！　遅おそくなって、ごめんな……お待たせっ♪」

「エイミ……俺のほうこそ、ごめんな。こんなに苦労させて……」

　エイミが体に巻いていたバスタオルは、彼女自身が発する《金炎》と、勇海から今も溢れている魔力のせいで、ぼろぼろだ。

　それでもエイミは両腕に全力を籠こめ、勇海の左手を離はなそうとはしない。

「もー、気にするなってば、イサミっ。言ったろ？　今度は私達が、救う番だって。だから、イサミ……する、ね？　……お口に届かないのが、少し残念だけど、な」

　微笑んできたエイミが、そのまま視線をずらし、勇海の左手と向き合う。

　そして、ふう、と息を吐はいたかと思いきや──次の瞬間、勇海の指先を咥くわえてきて。

「──ちゅう───っ♡」

（あ……ッ!?　こ、これが《逆ぎやく吸きゆう精せい》……精力を抽ちゆう出しゆつされる、感覚なのか？）

　エイミに咥えられた指先が、むず痒がゆさ以上に、熱を帯びてきた。ちゅう、と吸われるたびに、背筋をくすぐられるような感覚に襲われ、体の芯しんから力が抜ぬけていく。

　同時に、勇海の体から湧わき出ていた魔力の奔ほん流りゆうが、徐じよ々じよに勢いを衰おとろえさせていった。荒あれ狂くるう波が、穏おだやかなさざ波に変わり、勇海の体が完全に脱だつ力りよくする。

「あ……う、っ」

「あっ。い、イサミ……だ、大丈夫かっ!?」

　左側から抱だき着き、倒れないよう支えてくれたエイミに、勇海は薄うすれゆく意識の中、辛うじて一言告げる。

「エイミ、皆も……助けてくれて、ありがと、な。……ッ」

「！　う、ううんっ、このくらい……あっ、イサミっ」

　照れ臭くさそうに頰を染めるエイミを、もう少し見つめていたかった気はするが──勇海の意識はついに限界を迎むかえ。徐々に遠のいていく、と。

『……う、うーん、まだ心配だし……もう一回くらい──』

『──ちょっとエイミ、何しようとしてんのよー!?　……あ、あたた、頭が……』

『も～っ、エイミさんっ！　それ以上は、だめですぅ！　うらやま……じゃなくてっ、もう充じゆう分ぶんですようっ!?』

『なな、なんだアンも来夢も！　ちょっとくらい良いだろがっ、も───っ！』

　アンと来夢が戒いましめ、エイミと言い争うような声が、薄うっすらと聞こえてきた。




　　　　■■■




「──ってこれ以上チューしちゃダメだって！　……あ、あれ？」

　薄うす暗くら闇やみの中で、勇海はツッコみながら目を覚ました。温泉で暴走してしまった時から、ほとんど時間が経たっていないように思える。

「ここは温泉、じゃなく……旅館の中か？　いつの間にか、服も着てるみたいだし」

　掛けられていた布ふ団とんの下で、じわりと滲にじんだ寝ね汗あせが衣服を張りつかせ、少しばかりの心地悪さを感じた。勇海は身を起こそうとするが、しかし。

「俺はあれから、一体どうなって……うっ」

　まるで重りでも乗っているかのように、身動きが取れない。手も足も、何かに拘こう束そくされているかの如ごとく、微び動どうだにしなかった。

　いや、当たり前かもしれない。意識を失う直前まで、自身の内外に渦うず巻まいていた、あの異常な力を思えば、体を動かせなくなるほどの悪あく影えい響きようがあってもおかしくないだろう。

　けれど勇海は、自分の現状などより、もっと憂ゆう慮りよしている事があった。

（あんな風に暴れて、皆にも迷めい惑わくかけて……怪け我がした子とか、いなかったかな。もし皆のコト、怖こわがらせちゃってたら……明日から、どんな顔して会えば──）

『すや、すや……』『ん～……はぁ、ん～っ……』『ぷるぷる……』『るるる～ん……』

「……んっ？」

　勇海の懸け念ねんは、どこからともなく──いや、すぐ傍そばから聞こえてきた寝息に搔き消される。よくよく耳を澄すませば、複数の息いき遣づかいが、周囲から聞こえてきた。

　その中でも最も近い位置、頭上を確認すべく、顔を上に仰のけ反らせると。

「えっ……頭の上に、四つのお山、が……ぶっ!?」

『ぷ、ぷるる……勇海、さぁん……♡』『ん、あぁ～……んん～、勇海くぅん……♡』

「ら、来夢、カナ子こさん……何でこんなすぐ傍で、俺に胸を向けて寝てるんだ!?」

　そこには、勇海のほうを向いて横向きに眠ねむる、来夢とカナ子の寝姿が。

　いや、二人だけではない。慌あわてて周囲を確認して、勇海は思わず狼狽うろたえてしまう。

「な、なんで皆……俺と一いつ緒しよに寝てるんだ!?　ていうかルゥ、お腹なかの上に乗ってるじゃないかー!?　両腕にも誰だれか抱き着いてるし、微動だに出来ないワケだよ！　どうなってるんだ、コレ……誰か説明してくれーっ!?」

『ｚｚｚ……？』『んあー……ですのぉ……？』『んうう……？』

「お、っと……危ない危ない。……いや、起こすべきなのか？　あ、あれ？」

　思わず気を遣つかってしまったが、起こさない限り、この状じよう況きようは継けい続ぞくされる事になる。幸か不幸か、クラスメイト達は一向に目を覚まさず、穏やかな寝息を立て続けた。

『る……ここで寝るの、なんか、すごぃ、しっくりくるぅ……るるう～ん……♪』

　ちょうど勇海のお腹の上あたりで丸まって、幸せそうに喉のどを鳴らすルゥは、小こ憎にくらしさ余って可愛かわいさ百倍と言ったところだ。

　とにかく勇海は現状を把は握あくしようと、首の動く範はん囲いで、辛うじて周囲を確認する。

『んむにゅ……チューされる、なんてぇ。血ぃ、吸い返してやりますの～……♡』

『ちゅ、ちゅう……ふ、ふひ……く、くっ……くっ、おかわりっ』

　勇海が横たわる敷しき布団の真横に、カーミラとユニも布団を敷いて眠っている。

　左右から抱き着いてきているのが誰なのかは、当人達が掛布団の下に潜もぐり込んでいるせいで、確認できない。……ちなみに、なぜか布団を被かぶっていた大きな宝箱もあった気はするが、それについては積極的にスルーする事にした。

　それにしても、せっかくの大きな広間にも拘かかわらず、何でこんなに密集するんだろう。考え疲つかれてきた勇海が気を紛まぎらわせるため、唯ゆい一いつ自由に動かせる足を、小刻みに動かした──その時。

『──んっ、あんっ!?　ふ、ああっ……や、やあっ……んに』

「!?　今の……ミミの声!?　ま、まさか足元に？　っていうか、こ、これは……」

　恐おそらくミミは、勇海の足の先で、横向きに眠っているのだろう。そのため、勇海が足を動かそうとするたびに彼女の体に触ふれてしまい、まるで足でピアノでも弾ひいているかのように、『あんっ』『や、あっ』と甲かん高だかい嬌きよう声せいが上がってくる。

　一体どこに触れているのか、肉眼では確認できないが、その柔やわらかさは足先でも充分に感じられた。

「……はっ！　だ、ダメだ、足も動かせないっ……うぐぐっ」

『んっ。はあ、はあ……イサミ、さんの……ばか……ばかぁ……』

「ね、寝言だよな？　うう、ミミ、ホントにゴメン……にしても、これは」

　お腹の上には、それほど重くはないがルゥに乗っかられ、体も動かす事は難しい。ある意味、意識を失う前と似たような状況だが、果たしてどっちが楽だったか。

　それにしても、動けない状態となると、感覚が鋭えい敏びんになる。今、布団の中で左右から抱き着いている何者かの、その柔らかさを、今さらダイレクトに感じてしまい。

（ふ、深く考えなかったけど……布団の中に潜り込んでくるのは、さすがにやりすぎじゃないか!?　ていうか、誰が……あと、確認できてないのは）

『ん～、むにゃむにゃ～……えへへぇ、ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ……♡』

「!?　…………」

　左ひだり腕うでに強く抱き着いてくる、その甚はなはだしいまでの柔らかさに、勇海はぽつり呟つぶやいた。

「この柔らかさ……左にいるのは、エイミか。ふう……」

「……おい、ユウキくん。そんな、抱き着かれた感かん触しよくで誰だか分かっちゃうくらい、今まで抱き着かれてきたのか？」

「ヒュイッ!?　そ、そそ、その声は、ダルク先生!?」

　エイミの反対、つまり勇海の右腕側から聞こえてきたのは、養護教きよう諭ゆたるダルクの声。慌てる勇海だが、ダルクは布団から身をよじって顔を出し、唇くちびるの前で人差し指を立てた。

「し～っ、だぞ、ユウキくん。皆みんな、起きてしまうからな……《吸精》の影響もあって疲れているし、寝かせておいてあげような？」

「あ、はい、そうですね……って、何でダルク先生、布団の中に潜り込んできてるんです!?　先生として、色々問題あるでしょ!?」
















「ふっ、旅行の初日にも言ったではないか。旅行中に男女が一組、間ま違ちがいが起こってもおかしくない、と。ふふふ……有言実行とは、この事だな……♪」

「まさかとは思いますけど、俺が寝てる間に何か変なコトしてませんよね!?」

「ふ、それは、まあ……何もしていないぞ、残念だがな。皆も一緒にいるし、養護教諭として、キミの看病を最優先したし……ちぇっ」

「残念そうなのは不安ですけど……その、看病は、ありがとうございました」

　素す直なおに礼を言った勇海は、初日の話が出た事で、一つ思い出す。そういえば最初のホテルで、旅館では、皆と一緒にお泊とまりする、とミリィが提案していた事を。

　恐らくそれを敢かん行こうした結果だろうが、軽くため息を吐つく勇海に、ダルクは心情を見み透すかしたかのように話しかけてくる。

「まあまあ、そう呆あきれるな。皆だって……ユウキくんが心配で、離れたくなかったんだから。そんな皆の事を……今日だけでも、許してあげてはどうだ？」

「！　それは、そう言われると……そう、ですよね。皆にも、心配かけちゃったし」

「ちょろ……んんっ、さすがはユウキくんだな、度量の大きい男はモテるぞ♪」

「何か、ちょろ、とか聞こえた気はしましたけど……ま、まあいいです」

　追つい及きゆうするのは止やめておいた勇海が、またぎこちなく首を動かしつつ、声を漏もらす。

「でも、アンの姿は見えませんよね？　アンは、別の部屋なんですか？」

「アンか？　いや、アンも、えーとだな……」

「？　あ……ホントだ。でもちょっと、遠いな」

　他の娘むすめ達と比べれば、比ひ較かく的とはいえ離はなれた場所に布団を敷き、眠っている。何となくアンらしい、と思いつつ、勇海は小声で呟いた。

「一緒の部屋なのは同じだけど、さすがアンっていうか……やっぱり、しっかり者なんですよね。さすがに密着したりするのはマズイって、分かってるんだな……うん、うん」

「あ～、っと……むしろアンが、ある意味、一番密着していると言うか……ユウキくん。枕まくらに何か、違い和わ感かんとかないか？」

「枕？　いえ、何か柔らかいし、イイ匂においだし、安心感ありますけど……あ、でもちょっと長細い感じかな。それが一体、どうしまし……たふっ」

　首を動かして枕を確かく認にんしてみた勇海だが、つい変な声が漏れてしまう。それは、枕と言えば枕だが、普ふ通つうとはあまりにも趣おもむきが異なっていた。

　そう、勇海が後頭部の下に敷いていたのは──アンの左腕だったのだ──！

「ふふっ、これが本当の……腕枕、だなっ」

「やややかましいですよ！　っと、大声はダメか……いや、っていうか普通の枕で良いじゃないですか。何の意味があって、こんなコト……」

「その左腕には、アンの《聖女》の力が籠こめられているからな。治ち癒ゆ作用があるんだ。一応、念のため……あんな事が、起こってしまったし」

　ダルクにしては珍めずらしい遠えん慮りよがちな言葉で、勇海は先さき程ほど、大暴れしてしまった事実を思い出す。その時の感覚に身み震ぶるいしながら、それでも勇気を出し、ダルクへと尋たずねた。

「ダルク先生。俺に一体……何が起こったんです？　あの現象はエイミ達の暴走と、同じですよね。知ってるコト……俺に、教えてくれますか？」

「……ああ、私も学園長から、必要であれば話すように、と言われている。そして今が必要な時だと、私は判断した。けれどまずは、ユウキくんの〝許嫁いいなずけ〟の真実について、話さなければならないな。いいか、ユウキくん、キミの〝許嫁〟達は──」

　勇海が問うた事に、ダルクは包み隠かくさず答えてくれた。それはミリィや来夢も知っていたらしいが──〝問題児〟達と、そして《救世主》の、真実の話だった。




　　　　■■■




　ダルクが語った事、その内容は、勇海にとって衝しよう撃げき的だった。その中でも、最も問題視されているであろう単語を、勇海が口にする。

「《魔ま王おう症しよう候こう群ぐん》……〝問題児クラス〟の、皆が？」

　それは、通常より桁けた外はずれに強い魔力を持つ《亜あ人じん》の少女達が抱かかえる〝問題〟。強大な魔力が膨ぼう張ちようし、暴走すれば、全すべてを滅ほろぼさんとする《魔王》と化すのだという。

　この話を聞いた勇海は、そんなバカな、と否定する事は出来なかった。

　今までにもエイミや来夢が、つい先ほども温泉でクラスメイト達が、《魔王症候群》と思おぼしき現象に見み舞まわれていたからだ。

　考え込む勇海に、ダルクは布ふ団とんに入ったままだが、真しん剣けんな声こわ色いろで話を続けてくる。

「《聖デミグリーン学園》には、エルフの魔法技術による結界が張られている。元々は、清せい浄じような森の空気を好むエルフが開発した、空気清浄器のような効果だが……魔力の流れを穏おだやかにする副次的な作用もあり、〝問題児〟の魔力も少しは落ち着いていた。研修旅行で学園から離れて、皆に少し変化があっただろう？」

「あ、言われてみれば、いつもよりちょっと積極的っていうか、興奮気味だったような……研修旅行で、テンションが上がってるだけかと思ってましたけど」

「ああ、それもあるだろうな。魔力の流れが活発になれば、気分も高こう揚ようしがちになるし。しかしそれだけで、《魔王症候群》が本格的に発症する事はないはずだ」

　横になった状態で腕組みしたダルクが、立て続けに事情を説明してきた。

「遊園地での研修旅行、私とティティ先生も陰かげながら見守っていたが、〝問題児〟と呼ばれる彼女達は以前と比べれば精神的に成長し、己おのれを律する事が出来ていた。だからこそ、私が今している話は、キミが眠ねむっている間に、彼女達にも聞かせておいた」

「そ、そうなんですか？　皆、ショックとか受けたんじゃ……」

「ん、ふふっ、それがな……『自分達の事はいいから、とにかく勇海を看みてあげて』だとさ。皆が皆、自分の問題よりも、ユウキくんを優先していたのだぞ？」

「！　そ、そうなんですか。それは、何ていうか……ありがたい、です」

　照れ臭くささもあるが、それ以上に〝許嫁〟達への感謝が大きい。とはいえ、自分に起こった問題を先送りにする訳にもいかず、勇海は続けて尋ねた。

「それで、俺は何で、あんなに暴走しちゃったんですか？　俺は一応、《吸きゆう精せい》できるだけの、ただの人間で……《吸精》した以外の魔力なんて、ほとんど持ってなかったのに」

「ん、いや、キミは……言い難にくいが、ただの人間、とは言えないのだ」

「えっ……それって、どういう意味です？」

「う、む。そう、そうだな……この事を話さない訳には、いかないな。心して聞いてくれ、ユウキくん。これはキミのご先祖である──《救世主》の述べた、真実だ」

　一度、ダルクは言葉を区切り、彼女自身が覚かく悟ごを決めるように、深呼吸した。そして、真っ直すぐ勇海の目を見つめて、ダルクが伝えてきた《救世主》の言葉は。

「『私は、《魔王の末まつ裔えい》──《真の救世主》は、別にいます』」

「!?　えっ……《救世主》さんが、《魔王の末裔》、ですか？」

「うむ。驚おどろいたかもしれんが、これは間違いなく、百年前に《救世主》が発言した事だ。ゆえに、キミはただの人間ではない、と言える」

　驚いた、というのは、当然だ。勇海は困こん惑わくしていたが、ダルクから聞いた《救世主》の真実によって、自分なりに出した答えを口にする。

「つ、つまり……俺は《魔王の末裔》だから、皆と同じように《魔王症候群》を発症してしまった、ってコトですか？」

「ああ。付け加えれば、短期間の内に過か剰じような量の魔力を吸い過ぎたのが、最も大きな原因と言える。ほら、キミの体を洗いたすぎて半暴走しちゃった皆を、こう……チュー、っと。普通に《吸精》する分には、暴走した事ないだろう？」

　確かに、それはダルクの言う通りだ。勇海が頷うなずくと、ダルクは続けて《真の救世主》という言葉について、言げん及きゆうしてきた。

「そして、《真の救世主》というのが、一体誰だれの事なのかは分からないが……この話を聞いたユウキくんの〝許嫁〟は、《真の救世主》はユウキくんの事だと思っているようだ」

「えっ？　でも俺なんて、《魔王の末裔》なワケですし……微び妙みようなんじゃ？」

「ふっ、そんな事はない。今回は特とく殊しゆすぎる事態だったし、百年前の《救世主》だって、世界を救った事で《救世主》と呼ばれるようになったんだ。《吸精主》であるユウキくんだけが《魔王症候群》を鎮しずめられる、という点を鑑かんがみれば、客観的に見ても一番可能性が高いのは、ユウキくんではないかと思うし」

「う、うーん、俺が《真の救世主》とやらだとまでは、自うぬ惚ぼれませんけど……」

　ぽつり、勇海は呟いてから、もう一つ気になっていた事を、ダルクに尋ねた。

「それで、俺が暴走しちゃうような魔力……吸ったエイミは、大だい丈じよう夫ぶなんですか？　見たトコ、普通に寝ねてますけど……」

「ああ、それはもちろんさ。エイミがユウキくんから《逆吸精》した魔力は、エイミの中で完全に落ち着いている。これはユウキくんが、今までエイミ達を《吸精》してきた時も、同様の事が起こっていてな……ただ、今回キミが暴走したのは、その量があまりにも多すぎた、というだけの事で」

　同じ布団の中、至近距きよ離りで顔を突つき合わせてきたダルクが、そのまま考えを口にする。

「実際、《吸精》とは不思議な能力だ。〝問題児〟自身が抱えきれないほどの魔力を、ユウキくんが受け取ると……その魔力が多少大きくとも、ユウキくんは驚くほどあっさり、自身の内に融ゆう合ごうしているのだから。今回エイミが行った《逆吸精》でも、同じだった。ただ、それは《吸精主》たるユウキくんを一度介かいしていたからできた事なのだ。エルフであるミリィや、ダークエルフである私は、魔力の流れから理解できるのだがな」

「そ、そうなんですか？　えーと、つまり……仮に来夢が暴走したとして、俺じゃなくエイミが《吸精》しようとしても、それは無理っていうコトで？」

「ああ、不可能だ。今回の《逆吸精》にしても、ユウキくんの体に起こったから、できた事だな。ほら、ユウキくんが誰かを《吸精》した後、また口付ける事で、力を渡わたせるだろう？　今回は、それを逆利用したようなものだ」

　なるほど、と勇海が納なつ得とくすると、ダルクは頷きながら続けた。

「《魔王症候群》の皆みんなと、《吸精主》のユウキくん……この関係性も、思えば不思議なものだな。互たがいが互いのために、まるで相そう互ご関係にあるようだ。キミ達が〝許嫁〟同士なのは、もしかすると……思った以上に、深く、特別な意味があるのかもしれない」

「俺達の関係に、特別な意味が？　……だけど、俺は……」

　ダルクの言葉の意味は良く分からなかったが、勇海にも考えるべき問題がある。暴走して、皆を傷つけそうになった事。この事実が、重くのしかかってきた。

　自分が傷つくより、よほど辛つらい事だと、勇海が口を開くと。

「俺が《魔王の末裔》なんて、とんでもないモノで……皆、少なからず、怖こわがったんじゃないでしょうか。皆は今回のコト……一体、どう思って──」

「ん？　ユウキくん……それ、何かの冗じよう談だんか？　こうやって皆、キミと同じ部屋で、一いつ緒しよに寝たくて……集まってしまっているくらいなのに？」

「いやそれは、皆はホントにイイ子だから、心配してくれたんですよ。それに俺自身、そんな……暴走して皆を傷つけそうになったコトが、怖いくらいなのに」

　思わず身震いするほどだ、が──その時、凜りんと通る声が、不意に響ひびいてきた。

『──そんな心配、いらないぞ、イサミ』

「えっ？　今の声……え、エイミ、起きたのか？」

　勇海の左ひだり腕うでを拘こう束そくしていたエイミが、身をよじり、ダルクと同じく布団から顔を出してくる。暗くら闇やみでも薄うっすらと光る真しん紅くの眼まな差ざしを、彼女は真っ直ぐに向けてきた。

「イサミが《魔王の末裔》だからって、暴走しかけたからって、怖いだなんて、私は思わない。このクラスの皆だって、そんな事を思ってないのは、私にも分かる。まあ何だ、私達は、イサミの……〝許嫁〟仲間だからなっ。ふふんっ」

「え、エイミ。でも、俺はさ」

「……イサミが寝てる間に、《魔王症候群》だとかの話は、ミリィやダルク先生から、皆で聞いたけどな。それで、逆に聞くけど……私達がそんな〝問題〟を持ってて、世界を滅ぼす《魔王》になっちゃうとして、イサミは私達を怖いと思うか？」

「！　いや、全然、全くこれっぽっちも、気にしない──あっ」

　勇海が即そく答とうすると、くすっ、とエイミは穏やかな微び笑しようを浮うかべる。

「ほらね……つまり、そういう事だ。私は……私達は、イサミを信じてる。私達が《魔王》だとかになっても、イサミは怖がったりしないし、私達を救おうとしてくれる。それを私達が、信じているように……そう、私達だって」

　エイミの眼差しは、いつでも真っ直ぐだ。一直線に、逸そらす事なく、見つめてきて。

　地上最強の《金竜》ではなく、地上最強の〝ドラゴン嫁よめ〟の全力をぶつけてくる──




「私達だって、イサミの事を──ずっと、救ってあげるんだから、なっ♡」

「────!!」




　その言葉は勇海に、大きな衝撃をもたらした。〝救う〟という、彼女の言葉が。

（俺は今まで、勘かん違ちがいしてたんじゃないのか？　皆を救いたい、なんて言ってきたけど……俺だって、今までに何度も、エイミや〝許嫁〟の皆に、助けられてきたじゃないか。それこそ……もう、皆がいない人生なんて、考えられないほどに）

〝救う〟だけではない──勇海だって、彼女達に〝救われてきた〟のだ、と。

　その事に気付かせてくれたエイミが、薄うす暗くら闇やみの中で頰ほおを朱しゆに染めながら、勇海の左腕を離はなした。かと思いきや、勇海の左ひだり脇わき腹ばらへと、身を寄せてきて。

「ん～っ、さてっ、今日は疲つかれたし……私はそろそろ眠るっ。えっへへー……イサミっ、ぎゅーっ、だぞっ。ぎゅ[image: ～][image: ～][image: ～]っ……♪」

「あっ。…………」

　いつもなら、その柔やわらかな感かん触しよくに身み悶もだえたり、注意したりするはずだ。けれど今、勇海はどうしてだか、そんな気にはなれず。

「ふえっ？　あっ、い、イサミ？」

　左腕をエイミの背中に回し、ぎゅっ、とエイミを抱だきしめた。彼女は少しだけ戸と惑まどっていたようだが、やがて静かに目を細めて。

「……え、えへへ、これ、これって……イサミに、ぎゅっ、ってしてもらうの……夢みたいに、幸せ、だあ……♡　は、あ……すう、すう……」

　本当に疲れていたのだろう、エイミはそのまま、安らかな寝息を立て始めた。彼女の穏やかな寝顔を眺ながめていると、勇海の右側で、ダルクが口元を綻ほころばせながら呟つぶやいてくる。

「やれやれ、エイミには、敵かなわないな？　彼女は常に、一直線で、純じゆん粋すいだ。そんな彼女の言葉だから、ユウキくんにも、真っ直ぐに届くだろう？」

「ダルク先生……はい、その通りです。エイミの言葉は、いつもいつも、そうでした」

　勇海が素す直なおに答えると、ダルクは笑えみを深めてから、布ふ団とんの中に潜もぐりこんだ。

「ふふっ、さーて、さすがに今日は疲れたし、そろそろ私も眠ねむるとするか。ティティ先生は仕事中なのに、先に休むのは忍しのびないがな」

「えっ、ティティ先生って、仕事中なんですか？　こんな夜よる遅おそくに？」

「うむ、研修旅行中は、学園長に定期連れん絡らくをしていたし……それに明日は実質、研修旅行の最終日だからな。そうそう、ユウキくんには一つ、サプライズもあるからな……きっと、その打ち合わせもしているのだろう」

「さ、サプライズですか？　それって、一体どんな？」

「おっと、口を滑すべらせてしまうところだったなっ。これ以上、余計な事は言わない内に、私は眠る事にするっ。すやすや、眠っているぞーぉ。私は、眠、って……ｚｚｚ」

　わざとらしい寝息を立て始めたダルクだが、直後には本気で寝入ってしまったらしい。その寝つきの良さに、勇海は思わず苦笑いしつつ、天てん井じようを見つめて考え事をした。

（俺のコトを、皆が救ってくれる、か。ホント、その通りだよな。いや、〝許嫁いいなずけ〟達だけじゃなく、ダルク先生やティティ先生だって、そうだ。何より、ミリィも……ん？）

　ミリィの事を思い浮かべるのと同時に、そういえば彼女の姿が見当たらないのに気付く。いつもなら、こういう時は必ずといって良いほど、一緒にいるはずなのに。

　皆を起こさないよう、勇海はゆっくり上半身を起こす。お腹なかの上に乗っていたルゥを、そっと抱だき上げて横に寝かせてあげると、彼女は相変わらず安らかな寝息を立てていた。

　一安心した勇海が、幼おさな馴な染じみエルフの姿を探すと、すぐに彼女の姿は見つかった。大広間のガラス戸の向こう、月明かりに照らされるバルコニーの椅い子すに座っている。

（何であんな所に……って、まさか俺達のコト、ずっと見てたのか？）

　もしかすると、女の子達に囲まれて眠っている勇海に、呆あきれているのかもしれない──と思ったのも束つかの間、幼馴染ゆえか、勇海はミリィの様子がおかしいのに気づいた。

（ミリィ、もしかして……何か、落ち込んでる？　…………）

　浴衣ゆかたを身に纏まとったミリィは、独りで月を眺めていた。どことなく寂さびしそうな、そんな幼馴染の姿を見ていると、居ても立ってもいられない心境になってくる。

　勇海は皆を起こさないよう、静かに布団から這はい出た。エイミは深く眠っているらしく、抱き着いていた手は、するりと抜ぬける。

　先ほど眠りについたダルクは、起きそうな気配もなかった。足元に注意しながら、一歩一歩、勇海はバルコニーへ向かう。そしてガラス戸を開き、ミリィへ声をかけると。

「ミリィ、どうしたんだ、眠れないのか──」

「──ひゃあっ!?　いい、勇海ちゃん、なんでっ!?」

「わわっ!?　し、しーっ、静かに、ミリィっ」

　勇海が口の前で人差し指を立てると、ミリィも慌あわてて口を塞ふさぐ。どうやら皆の眠りを妨さまたげるほどではなかったようだ、と確かく認にんした勇海が、改めて言葉を紡つむいだ。

「いや、俺も眠れなくってさ。それでミリィがバルコニーに出てるの見つけたから、来てみたんだよ。気分転てん換かんに、外の空気でも吸おうかな、と思って」

「そ、そうなんですかっ。ふふっ、私も気分転換です。……はあ」

　気分転換、と言ったミリィだが、その割にはリフレッシュできていないようだ。自然と溜ため息が漏もれている彼女に、勇海も対面側の椅子に座り、語りかける事にした。

「ミリィ、ホントは何か、気き掛がかりでもあるんじゃないのか？　無理に話せなんて言わないけど、もし少しでも気が晴れるなら──どんなコトでも、聞かせてほしいんだ」

「！　……勇海ちゃんったら、お見通しなんですね」

「そりゃまあ、俺だって、ミリィの幼馴染なんだからな。当然だって」

「ふふっ、もう、勇海ちゃんったらっ。……けど本当に、大した事じゃないんです。私のコレは、ただの……嫉しつ妬と、ですから」

　決まりが悪そうに背そむけたミリィの横顔は、憂うれいを帯びていた。気を紛まぎらわせているのか、浴衣の胸むな元もとの襟えりを指先で摘つまんだり引っ張ったりしつつ、彼女は言葉を連ねる。

「私は勇海ちゃんの、幼馴染として……〝許嫁〟さん達にも負けないくらい、勇海ちゃんを想おもっているつもりでした。けど今日、暴走した勇海ちゃんを、救う術すべもなかったように……結局、私は〝許嫁〟さん達とは違ちがうんだなって、そう思うと」

　一度言葉を区切ったミリィが、大きく吸いこんだ息を、溜め息に変えて吐はき出す。

「はあ～っ……今の私、ダメダメです、いじけムシです。それにですねっ、私だけ生徒会長のお仕事とかで、いっつも忙いそがしかったりしますしっ。勇海ちゃんと……デート、とか、した事、ないですし。……エイミさん達が、羨うらやましくなりますよっ、もーっ」

「！　……ん、デート、か」

「ふふっ……なーんちゃって、です。勇海ちゃんに愚ぐ痴ちを聞いてもらったら、ちょっとだけ気が楽になっちゃいましたっ。……ありがとうございます、勇海ちゃん」

　翠すい緑りよく色の長い髪かみは月光を反射し、宝石を散りばめたように美しく煌きらめいているが、微笑ほほえんでくるミリィの表情は、どこか儚はかなかった。澄すんだ泉にも似た大きな瞳ひとみが、微かすかに揺ゆらめいているのを見て、勇海は思わず言葉を走らせる。

「ミリィ。明日ってさ、実質、研修旅行の最終日で……最後の目的地っていう、《救世主》の生まれ故郷に向かう予定だったよな？」

「えっ？　は、はい、その通りです。三泊ぱく四日の三日目ですが、四日目は帰りの移動時間で、一日使う予定ですので。それに、お母様……いえ、学園長いわく、勇海ちゃんとクラスメイトの皆みんなで、《救世主》様の生まれ故郷に行けば……何かが分かる、との事ですから。これも《救世主》様のお言葉らしいですし、行く価値はあるはずですよっ」

「ああ、それも大事な話なんだけど……そうなると、この旅館のある温泉街にいられるのは、今日限り、ってコトになるよな？」

　バルコニーからは、旅館の出入り口の先に続く、温泉街の景色が見える。その光景を眺めながら勇海が呟くと、ミリィは首を傾かしげながら訊たずねてきた。

「えっと、そうですね。そうです、けど……それが、どうかしましたか？？？」

「うん。こんなコト、急に言って、驚おどろかれるかもしれないけど。……ミリィ」

　椅子に座ったまま居住まいを正した勇海は、ミリィを真っ直すぐに見つめる。そして、軽く頰を赤らめて硬こう直ちよくする彼女に、構わず言い放った。

「今から俺と二人で、旅館を抜け出して──温泉街へ、遊びに行かないか？」

「ふ、え？　二人で、抜け出して、って、それは……」

　ミリィは言葉の意味が吞のみ込めていないのか、再三、目を白黒させている。

「えっ？　それって……お、お忍しのび、デート、みたいなっ……えっ、えっ？」

　反はん芻すうするように繰くり返かえして、ようやくミリィは理解してくれたのか。

「えっ……ええええええっ!?」

　クラスメイトが悉ことごとく起きてしまいそうな大声を、夜のバルコニーに響ひびかせた。
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　ささっ、と人目を忍ぶようにして、勇海は旅館の門を潜くぐり、ミリィを呼んだ。

「よーしっ、今の内だぞ、ミリィ……誰だれにも気づかれず、出られそうだなっ」

　勇海自身、何となくテンションが高い事に気付いてはいるが、そのままの勢いで温泉街に飛びだす。ミリィは浴衣姿のまま、下げ駄たを履はき、ぎくしゃくとして付いてきた。

　ぎこちない動きでミリィが横に並ぶと、勇海は彼女に声をかけた。

「うん、さすがに夜は、ちょっと肌はだ寒ざむいな……けどこういうのも、いつもと違って新しん鮮せんだし、何かワクワクするな。なあ、ミリィ？」

「ソッ、ソソッ、ソーデスネッ。本日はお日ひ柄がらもヨク、誠まことにオメデタイ日となりましたコト。ヨッ、ヨヨッ、喜び申し上げ奉たてまつります所存でゴザリマシテ、ソノっ」

「ミリィ落ち着くんだ！　何かロボットみたいになってるし、やけに不安を搔かき立てられるぞ!?　ほ、本当に大だい丈じよう夫ぶか？　体調が悪いなら、やっぱり帰ろうか──」

「！　い、いいえっ、全然平気ですっ！　だって、その……え、えっと」

　慌てて取り繕つくろったミリィが、もじもじと身み動じろぎして、上うわ目め遣づかいで声を発してきた。

「い、勇海ちゃんと、一いつ緒しよにお出かけなんです……帰るなんて、絶対イヤ、ですっ」

「そ、そっか？　分かった、それなら帰ろうなんて、もう言わないからさ」

「は、はいっ！　……えへへっ♪」

　旅館を抜け出す前とは違う、ミリィの笑え顔がおは──普ふ段だんの上品なものとは違う、頰ほおが緩ゆるみきった、蕩とろけたような顔だ。

　けれど、そんな笑顔もまた、ミリィの本当の笑顔。少女の顔を覗のぞかせる幼馴染に、勇海は少し失しつ笑しようした後、表情を引き締しめてミリィに言った。

「よーし、それじゃ行こうか、ミリィ！」

「は、はいっ！　あっ……い、勇海、ちゃん」

　勇海が勢いでミリィの手を取ると、かっ、と彼女の頰が沸ふつ騰とうするように赤くなった。また硬直してしまった彼女だが、暫しばらくして、きゅっ、と勇海の手を握にぎり返してきて。

「──はいっ！　行きましょう、勇海ちゃんっ♡」

　輝かがやく笑顔を浮うかべながら、勇海の隣となりを歩くのだった。
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　情じよう緒ちよ溢あふれる古風な街並みを眺めつつ、勇海達は夜の温泉街を散策する。家屋にぶら下げられた提ちよう灯ちんが、足元を煌こう々こうと照らしてくれている。

　昼間では見られないような光景を前に、ミリィは感かん嘆たんの声を上げてきた。

「わ、わあっ……色んな提灯がたくさん並んで、とっても綺き麗れいですっ……うう、私ばっかり、いいんでしょうか。生徒会長なのに、皆みなさんに黙だまって、こんな……」

　少しだけ申し訳なさそうにするミリィに、勇海は軽く笑いかけた。

「たまにはイイんだって。ミリィはいつも、生徒会長の仕事を頑がん張ばってくれてるし……学園から離はなれてる今日くらい、ちょっと羽目を外しても、バチは当たらないぞ」

「ぅ。そ、そうでしょうか……い、いいんでしょうか？」

「もちろん！　俺が保証するぞ？」

　どん、とわざとらしく勇海が胸を叩たたいてみせると、ミリィは軽く噴ふき出した。

「ぷっ……あははっ。勇海ちゃんが保証してくれるなら、大丈夫ですねっ。だって私、勇海ちゃんのコト……信じてますからっ♪」

「ああ！　大船に乗ったつもりでいてくれ！」

「ふふっ、はいっ！　では折角ですし、目いっぱい楽しんじゃいますよ～♪」

　ミリィが弾はずんだ声を上げながら、街道沿いの露店に駆かけ寄って行く。

「わあっ、勇海ちゃん、見てくださいっ。こんな夜中でも、露店ってやってるんですね……ほらほらっ、色んな物が売ってますよっ」

「おっ、ホントだ。おまんじゅう、人形焼、お団子……色んな種類があるな」

「はいっ。はあ～、おいしそうですね……あっ、草団子とかあるんですね、わあ……」

「ははっ、まあ確かにおいしそうだけど……何か、色気より食い気、って感じだな」

「そ、そんな事ないですー。もーっ、勇海ちゃん、いじわるですっ。知らないんですからっ。私一人で、お団子、食べちゃうんですからねー……あっ!?」

　茶目っ気たっぷりに口走っていたミリィが、急に口元を押さえる。浴衣の袖そでの中を何度かまさぐった後、悲しそうな声を上げてきた。

「お財さい布ふ……慌てて出てきたから、忘れちゃいました～……」

「あーあ……ちなみに俺は、しっかり持ってきてるからな。すいませーん、お団子、コレとコレ、くださーい」

「うう、恨うらめしいです～……勇海ちゃんめー、おのれー」

　言葉通り恨めしそうに見つめてくるミリィを尻しり目めに、勇海は露店で目的の物を購こう入にゆうした。はあ、と彼女が溜め息を吐つくのと同時に、勇海は串くし団子を一本差し出す。

「ミリィ、はい、これ」

「ふえっ？　い、勇海ちゃん？　これ、草団子……えっ、これ、私に？」

　そう、それはミリィが『おいしそう』と先ほど言っていたものだ。

　呆気あつけに取られて動かないミリィに、勇海は続けて言葉を投げかける。

「俺もさっき見てて、おいしそうだな、って思ってさ。よかったら一緒に食べないか？」

「い、勇海ちゃん、まさか……わ、私のために、ですか？」

「いやいや、俺のためだよ。俺が、ミリィと一緒に食べたかったんだ」

「も、もう、勇海ちゃんったら……うふふっ、ありがとうございますっ♪」

　にこり、暖かな微び笑しようを浮かべ、草団子を受け取ってくれたミリィ。その笑顔を見ていると、勇海も思わず、心が和なごんでしまうのだった。
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「はむ、はむっ……ん～っ、お団子おいしいですね、勇海ちゃんっ♪」

　食べ歩きこそ観光の醍だい醐ご味みとばかりに、串に刺ささった草団子を頰張るミリィ。

　勇海もみたらし団子に舌した鼓つづみを打っていると、不意にミリィが串を差し出してきた。

「はいっ、勇海ちゃんも、食べてみてくださいっ。おいしいですよ、あーん♪」

「……へ!?　食べてみて、って、このまま？」

「？　もちろんです、遠えん慮りよせずっ。勇海ちゃんに食べて欲しいんですからっ♪」

「そ、そっか。じゃあその、いただきます……もぐっ」

「あっ。……わ、私、良く考えたら、恥はずかしい事を……は、はう」

「い、いや、おいしかったからさ！　その、ありがとな、ミリィ」

　今さら自分の行動の大だい胆たんさに気付いたミリィが、赤らんだ頰に手を添そえて照れる。すると、首を傾かたむけた拍ひよう子しに見つけたのか、彼女は道の端はしを指さした。

「あっ、勇海ちゃんっ。あれを見てください、足湯ですよっ。わあ、初めて見ました……学園はもちろんですけど、エルフの国にも、こういうのはありませんから」

「おっ、ホントだ。ミリィ、入りたいなら、入っていくか？」

「ほ、ホントですかっ？　じゃあ、少しだけ……よいしょ、っと。う、んっ」

　履き慣れていないのか、下駄を脱ぬぐ時に苦労していたミリィだが、何とか足を脱だつ出しゆつさせる。浴衣の下前を少し開き、輝くように真っ白な足を露ろ出しゆつさせ、足湯に浸つけると。

「んっ、あ、はぁ……歩いた後の足に、染しみ、ます～……♡」

「んぐっ。あ、ああ、そうだな、うん」

　やけに艶つやっぽい声を漏もらされて、勇海は少しばかり居いた堪たまれなくなる。

　一方、ミリィは気付いていないらしく、楽しそうに足先で湯を跳はねさせていた。

「何だかこういうのも、新鮮で楽しいですね、勇海ちゃんっ。ふふっ、そーれっ♪」

「わ、っとと。おいおいミリィ、そんなにはしゃぐと、濡ぬれちゃうぞ？」

「えーっ、気にしませんよっ。何だか、童心に返ったみたい、で……はっ!?」

　ぱしゃぱしゃと足で水音を立てていたミリィが、突とつ然ぜん、慌あわただしく身み動じろぎし始めた。

「わ、私ったら、何て子供っぽい事を……ち、違ちがうんです、これは、ついテンションが上がっちゃっただけで……わ、私は落ち着きのある、大人の女なんですよー!?」

「えっ!?　いや、別に気にしないぞ？　まあ確かにちょっと子供っぽかったけど、ミリィが楽しんでるのが一番で──」

「ほ、ほらーっ、子供っぽかったって！　うう、もう出ますっ。勇海ちゃんにお子様だなんて、思われたくないですから～……」

「いやいや、そんな気にしなくても──み、ミリィってば？」

　しかしミリィは聞かず、顔を真っ赤にしたまま足湯から出る。ただ、下駄を履こうとしていた時、また少し手こずっていたのが、少しばかり気になったが。
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　足湯を出て歩き始めてから、ほとんどすぐ、異変が起こった。

「──いたっ」

　歩きながらも足元を気にしていたミリィが、小さく声を上げた。はっ、と口を押さえて誤ご魔ま化かそうとするミリィの前で、勇海は跪ひざまずいて話しかける。

「ミリィ……ちょっと足、見せてくれるか？」

「え、ええっ？　い、いやですねー、勇海ちゃんったらっ。女の子の足を見たいだなんて、えっちさんですよっ。はっ、もしかしてさっきの足湯も、私の足を見ようと──」

「いいから。誤魔化したりしないで、ちゃんと見せてくれってば」

「ぅ。……は、はい、うう～……」

　渋しぶ々しぶと、ミリィが右足を出してくると、案の定──下駄の鼻はな緒おの当たる、足の甲こうの部分が、真っ赤になっていた。ミリィは地じ肌はだが白いため、一いち目もく瞭りよう然ぜんである。

　こんなになるまで我が慢まんしていたミリィに対し、勇海は申し訳なくなった。

「うーん……ごめんな、ミリィ。俺が急に、出かけようなんて言い出したから。こんなに無理させてたなんて、悪いコトした──」

「ち──違いますっ！　悪い事なんて、何もありませんっ！」

「お、おおっ？　ミリィ？」

「勇海ちゃんが出かけようって言ってくれて、私、嬉うれしかったんですっ……今だって、すっごく楽しいんですからっ！　勇海ちゃんは、何も悪くなんてっ……あっ」

　言葉を連ねていたミリィが、かっ、と頰を朱あかくして、おずおずと口を開いてくる。

「ご、ごめんなさい、大声出しちゃって……でも、本当に、勇海ちゃんは悪い事なんて、何もしてませんから。だから、そんな顔……しないでください、ね？」

「！　ミリィ……」

「それにこれくらい、へっちゃらです。見た目より、全然痛くなんてないんですからね？　スキップだって出来ちゃうんですっ、ほら……い、いたたっ。あ、いえ、そのっ」

　無理をして、慌てて取り繕つくろおうとしたミリィを見て、何だか勇海はおかしくなってしまう。「ぷっ」と軽く噴き出しながら、勇海は屈かがみこんだまま、ミリィに背を向けた。

「いいってば、無理なんてしなくて。ほら、ミリィ」

「む、無理なんて……ふえ？　勇海ちゃん……ほら、って？」

「そのままじゃ、歩きにくいだろ？　おぶってあげるから、乗ってくれ」

「え。……え、えええっ!?　お、おぶってくれる、って……い、いいんです、か？」

「もちろん。ミリィが足を痛めてるのに、気付いてあげられなかったワケだしさ。……あ、それとも、俺の背中なんてイヤだったり──」

「そ、そんな事ないですっ！　あ、えと、その……え、えっと」

　しどろもどろ、背中越ごしに聞こえてくるのは、そんな声だった。どうもミリィは逡しゆん巡じゆんしているらしいが、やがて決心したのか、ゆっくりとその身を預けてくる。

「そ、それでは。し……失礼、します、ね？　よいしょ……んっ」

「っ。ん……あ、ああ、遠慮なくどうぞ」

　おんぶしている状態なので、当然ではあるが、相当の密着感だ。しかしミリィのために、勇海は気にしないように努め、彼女の脱いだ下げ駄たを手に、ゆっくりと歩き出す。

「そ、それじゃ……足も心配だし、そろそろ旅館に帰ろうか、ミリィ」

「あ……は、はい。……あの、出来るだけ、ゆっくりで、お願いします。ねっ？」

「ゆ、ゆっくり？　えっと、分かった……努力してみるよ」

　ミリィの言う通り、出来るだけゆっくりと、勇海は歩を進める。出来るだけ揺ゆらさないように、とも気を付けながら。

「…………」「…………」

　静かに、ただ歩くだけの時間が、しばらく続いた。どれほどの沈ちん黙もくが続いてからか、不意にミリィが、ぽつりと言葉を漏らしてくる。

「何だか、こうしていると……昔の事を、思い出しちゃいます」

「ん……昔の、コト？」

「はい。十年前……お母様に連れられて、日本にやってきた時……勇海ちゃんと出会ったばかりの、あの日の事を」

　言われて、勇海の脳のう裏りによぎったのは、幼き日のミリィの姿。いかにも気弱な少女の姿を思い出していると、今のミリィが懐なつかしむように言葉を紡つむいだ。

「あの日の私は、お母様とはぐれて、道に迷って……辿たどり着いた公園で、子供達にいじめられていました。『やーい、長耳女ー』って……そう呼ばれるのが、何だかとても悲しくて、辛つらくて……人間なんて、大だい嫌きらいって、そんな風に思っちゃって」

「……ミリィ」

「けど、そんな私を助けてくれたのは──大嫌いになりかけていた人間の、男の子でした。たった一人で、見も知らぬ長耳女のために、体を張って立ち向かってくれた……誰だれよりもカッコイイ、男の子だったんです」

　まるで、宝物を自じ慢まんする少女のような、ミリィの声。どことなく熱の籠こもった声こわ色いろで、彼女は続けてくる。

「それから、たった一か月ほどでしたけど……私達は、毎日のように、一いつ緒しよにいました。私はドジで、泣き虫で、転んで泣いちゃう事もありましたけど……勇海ちゃんはそのたびに、今みたいに、私をおぶってくれたんですよ」

「……ああ、覚えてる。おんぶしたら、すぐに泣きやんでくれたよな」

「うっ。は、恥ずかしいですけど……そう、ですね。とっても、安心しちゃってましたから。けど、それは今も、同じで……だけど少しだけ、違うんです」

「えっ……そ、そうなのか？」

「はい。今も、安心しますけど……でも、それ以上に」

　ミリィが両りよう腕うでを、勇海の首に回してくる。きゅっ、と抱だきしめられて、勇海の胸が少し高鳴ると、彼女は耳元で、くすぐるように囁ささやいてきた。

「今は、とても……ドキドキ、しちゃってます」

「！　……そ、そっか」

「はい。……ふふっ、もしかして、伝わっちゃってるかも、ですね」

　最初より、ミリィは体を預けてきている。本当に、鼓こ動どうの音まで聞こえてきそうだ。

　また、ただ黙だまって歩くだけの時間が、続く。けれど、砂じや利りを踏ふむ足音よりも、ミリィの──あるいは勇海自身の鼓動のほうが、大きく聞こえる気がした。




　　　　■■■




「──勇海ちゃん、もう大だい丈じよう夫ぶですっ。ここからは、何とか歩けそうですから」

　旅館の門構えが遠目に見えてきた頃ころ、ミリィが元気に声を上げてきた。

　勇海は頷うなずきながらミリィを降ろし、下駄を履はかせてあげるついでに右足の甲を確かく認にんすると、なるほど、確かに先ほどより赤みは引いている。

「うん、大丈夫そうだけど……少しでも痛かったら、我慢せず言うんだぞ？　またおんぶしてでも、部屋まで連れて行ってあげるからさ」

「だ、大丈夫ですってばー。旅館も、もう目の前ですし。……目の前、なんですよね」

　確認するように復唱したミリィが、急に名残なごり惜おしそうな声を上げた。

「あーあっ……勇海ちゃんとのお出かけ、もう終わりなんですね。楽しい時間って、過ぎるのがあっという間で……何だか、寂さびしくなっちゃいます」

「ああ、確かにな。けどさ、これが最後、ってワケでもないんだからな。研修旅行が終わって、学園に帰ってからも、また一緒に遊んだり、出かけたりすればイイんだからさ」

「！　そう、そうですよねっ……ふふっ、楽しみですっ♪」

　ミリィが嬉しそうに微笑ほほえむのと、ほぼ同時に──思いがけぬ声が聞こえてきた。

「結城くん、ミリィ様……いいえ、ミリィさん」

「きゃあっ!?　あっ……てぃ、ティティ先生？」

　旅館の門前に、ティティが立っていた。しかし、何となくだが、いつもと様子が違う。普ふ段だんの気弱さはどこへやら、きつい眼まな差ざしと共に、強い言葉を放ってくる。

「──こんな夜よる遅おそくに、一体どこをほっつき歩いてたんですかっ！　研修旅行中に抜ぬけ出すなんて、言語道断ですっ！　先生、怒おこってるんですからねっ!?」

「きゃあっ!?　えっ、あの……てぃ、ティティ先生？　これは、そのっ……」

「お黙りなさいっ！　言い訳無用、ちゃんと反省しなさいっ！」

　ぴしゃり、いつもと全く違う、先生たる者の態度で叱しかり付けてくるティティ。

　ミリィはおどおどとしながら、ティティに向けて、勢い良く頭を下げる。

「ごっ……ごめんなさい！　その、ご迷めい惑わくを……おかけしましたっ！」

「ティティ先生、俺がミリィを誘さそったんです。だから、悪いのは俺のほうで……本当に、すみませんでした！」

「…………」

　勇海も大きく頭を下げるが、ティティは無言で腕を組んで仁に王おう立だちしている。

　だが、暫しばらくすると、ティティは組んでいた腕を解ほどき、柔やわらかな声を送ってきた。

「……はいっ。反省しているなら、よし、ですよっ」

「……えっ？　て、ティティ先生？」

　戸と惑まどいがちに担任の名を呼んだミリィに、ティティは微笑みながら語り出す。

「ミリィさんは普段、真ま面じ目めすぎるくらいですからね。学園では生徒会長として、いつも責任を背負っていますし……先生として、こんなことを言っちゃ、ダメなんですけど……たまにはガス抜きしたって、バチは当たりませんよっ♪」

「え、ええーっ!?　ティティ先生まで、そんな……勇海ちゃんみたいな事を」

「それで……どうです？　胸のモヤモヤは、晴れましたか？」

「！　てぃ、ティティ先生……」

　ミリィの元気がなかった事に気付いていたのは、勇海だけではなかったらしい。そして、それはどうやらティティだけでもない事を、もう一人の声が勇海に教えてくれた。

「ティティ先生も、私も……気付いていたのさ。ミリィが、自分が《亜あ人じん》じゃない事で……エイミ達のように、ユウキくんを救えないのを、気にしていた事をな。他の助け方があるから、なんて、簡単に割り切れるものではないよ」

「だ、ダルク先生？　あれ……先に寝ねてたはずじゃ？」

「いやいや、まだ眠ねむりも浅かったしな。隣となりからキミが抜け出せば、さすがに気付くさ」

「そ、そうだったんですか……起こしちゃって、本当にすみませんでした。他の皆みんなは、起きたりしませんでしたか？」

「！　む……あー、いや、それがな。一緒に布ふ団とんに入ってた子は……その、私が布団から出た拍ひよう子しに、起きちゃったみたいでな？」

　言い辛づらそうにするダルクに、勇海が首を傾かしげると──ほぼ同時に、夜の中でも金色に輝かがやく、《金竜》の娘むすめが飛びかかってきた。

「──イサミぃ！　もぉーっ、どこ行ってたんだあっ!?」

「う、うわっと!?　あ、そっか、エイミも布団に入ってたもんな……ご、ごめんごめん、心配かけちゃって」

「本当だぞっ！　ミリィもいないし、二人とも心配してたんだからなっ！」

　ストレートに感情をぶつけてくるエイミに、勇海は平謝りする。

　一方、ミリィはそんなエイミに歩み寄り、真しん剣けんな表情で向き合っていた。

「あの、エイミさん。少し、お話……よろしいですか？」

「む？　どうしたんだ、ミリィ。お話くらい、もちろん構わないけど」

「あ、ありがとうございます。えーと、ですね。……ふう」

　きょとん、と首を傾げるエイミに、改めて呼吸を整えたミリィが、声高に言い放つ。

「エイミさん──ごめんなさい！　私、エイミさんに、嫉しつ妬としちゃってましたっ！」

「ん？　嫉妬、って……何の事だ？」

「勇海ちゃんの事です。今日、勇海ちゃんが暴走しちゃった時……あんな大変な時に、私は勇海ちゃんを、《逆ぎやく吸きゆう精せい》で救えるエイミさんに……私には、何で出来ないのかって、何で私じゃダメなのかって……〝許嫁いいなずけ〟さん達に、嫉妬しちゃってたんです」

「！　……ふむ」

「ちゃんと、はっきりと謝っておきたくて……だから、ごめんなさいっ」

　頭を下げるミリィに、エイミは少しだけ考え込み、改めて口を開いた、が。

「うーん……ミリィ、それでどうして謝るんだ？　何を謝る事があるんだ？」

「……えっ？　い、いえ、ですから、あんな大変な時に、嫉妬なんてしちゃって──」

「嫉妬って言うなら、皆がイサミとイチャイチャしてる時、私だってしてるぞ。心が勝手にそうなっちゃうんだから、仕方ない。けど……謝る必要なんて、やっぱりない。だって、私にもミリィの気持ちは、よく分かるからな」

　言いながらエイミは、ミリィと視線を合わせて、真っ直すぐ言葉を放つ。

「ミリィは別に、私達の事が嫌きらいな訳でも、私達がイサミの〝許嫁〟なのが嫌いやな訳でもなく……ただ、イサミの事が大好きなだけだろ？　ミリィも、イサミの〝許嫁〟になりたくって、だから嫉妬しちゃうんだって……それだけだろ？」

「ふ、ふえっ!?　そ、それは、そのっ」

「恥はずかしがる必要だって、ない。ミリィは、ただ……イサミの事が大好きだって、『イサミと一いつ緒しよにいたい』って、そう言えば良いんだ。そんな事でミリィが、私や〝許嫁〟の皆に謝る必要なんて、どこにもありはしないんだ」

「！　……そう、そうですよね……エイミさんの、言う通りです」

　エイミの真っ直ぐな、その言葉は──本当に、一直線に、胸に届く。

　それはどうやら、ミリィも同じらしい。今度は勇海と向かい合ってきたエルフの幼おさな馴な染じみが、その願いを口にした。

「勇海ちゃん、私っ……私も勇海ちゃんと、一緒にいたいですっ。ご先祖様の決めた〝許嫁〟さんとは、違ちがいますけど……だけど、皆みなさんにも、負けませんっ！　ですから、私とも、一緒にいてくださいっ……お願いします、勇海ちゃんっ……！」

　その、胸を締しめ付けられるような懇こん願がんは、勇海の心を強く揺ゆさぶった。けれど、そもそも勇海は、聞かれる前から決めていた。その答えを今、ミリィへと告げる。

「ミリィ。俺にとって、クラスメイトの皆は、自分以上に大切な存在なんだ。〝許嫁〟とかは関係なく、皆のコトを救いたいし、皆に救ってもらえるコトが嬉うれしい。そんな、大切な皆の中に……大切な、エルフの幼馴染のコトだって、初めから入ってるんだぞ？」

「！　い、勇海ちゃん……それ、って」

「今さら、言われるまでもないって。ミリィが望んでくれるなら……ずっと、一緒にいてくれ。しっかり者の、幼馴染エルフがいないと……調子が狂くるっちゃうしさ！」

「っ……は、はいっ！　もちろんですっ……もちろんです、勇海ちゃんっ♡」

　感かん極きわまったのか、ミリィが勇海を強く抱きしめてくる。むっ、とエイミが嫉妬するような顔をしたが、ふっ、とすぐさま笑ってくれた。

　更さらに、ティティとダルクも微笑ましく見守ってくる。

「ふふっ、ミリィ様……じゃなくっ。ミリィさん、よかったですね。結城くんに想おもいが届いて、あんな幸せそうに……なんだか、泣けてきちゃいそうですっ」

「ああ、全くだ。……ところでミリィがＯＫなら、私達もユウキくんと一緒にいても、良さそうじゃないか？　私達だって、エルフとダークエルフなんだし」

「そこに気付くとは、さすがダルク先生……これはわたし達も、大人の本気、見せていく必要がありますかねっ……？」

　何か不ふ穏おんな空気が漂ただよっている気はしたが、勇海は極力、気にしないよう努めた。さて、そうこうしている内に、クラスメイト達も徐じよ々じよに集まってくる。

　さすがに恥ずかしいのか、今まで勇海に抱だき着いていたミリィが、慌あわてて離はなれた。しかし、勇海と顔を見合わせた彼女は、目を細めて呟つぶやいてくる。

「勇海ちゃんっ。私、ずっと離れませんからねっ。〝許嫁〟さん達にも、負けないくらい……ず～っと、一緒ですよっ」

「！　ああ、ミリィ……そうだな。これからも、ずっと一緒だ！」

「──はいっ♡」

　木こ漏もれ日びのような、穏おだやかで温かな微笑を浮うかべてくるミリィに、勇海も笑い返す。







　こうして、温泉街での夜を越こえ、次が最後の目的地。

《救世主》の生まれ故郷へ──勇海達は、その足で向かう事になる。

















第五章　これからも、一緒に、ずっと









　誰だれもが、薄うっすらと、何かを感じていたのかもしれない。

　最小限の整備しかされていないような、人ひと気けのない山道を、勇いさ海み達は進んでいた。

〝そこ〟へ近づいていくごとに、皆の口数が、徐々に少なくなっていく。

　そして、日が傾かたむいていく中、小高い丘おかに登り、ようやく──勇海達は、辿たどり着いた。

《救世主》の生まれ故郷だという、その場所に。

「ここ、ってぇ……まさか。い、勇海さんっ……来てくださいっ」

　クラスメイト達の中から、来らい夢むが勇海の手を取り、急に走り出す。辺りをきょろきょろと見回しながら、来夢は開けた草原の中心で、確信を持った声を上げてきた。

「ここは……百年前、《救世主》様と、《金きん竜りゆう王おう》さんを始めとした魔ま物もの達が……わたし達のご先祖様が、人魔の友好を結ぶと決めた……あの草原です、間違いありませんっ！」

「！　来夢、そうなのか？　ここが、あの──」

　言いながら勇海が周囲を見回すと──ほぼ同時に、甲かん高だかく、どこか幼さを感じる、勇海の良く知る声が背後から飛んできた。

「お久しぶりですっ──お兄様っ！」

「……えっ!?　その声、まさか渚なぎさ……うわっと!?」

　振ふり向きざま、どうっ、と勇海の下腹部に飛び込んできたのは、間違いなく勇海の妹である渚だ。学園祭以来、久し振りに会う実の妹に、勇海は慌てて問いかけた。

「な、渚……どうして渚が、俺達の研修旅行に？　……渚？」

「すん、すん……すんすん。……ほう、久し振りのお兄様です、ほう……」

「あの、渚、ニオイ嗅かいでないで、教えてほしいんだけど、あの」

「……あ。ええ、そうですね。お兄様と、クラスメイトの皆さんが、《救世主》のルーツを辿りに行くと聞き……渚にも、同行のお誘さそいが来たのです。そう、お兄様のクラスの、担当顧こ問もんである……ティティ先生から、連れん絡らくが来まして」

「ティティ先生が？　……あ、そっか！　ダルク先生が言ってたサプライズって、そういうコトか！」

《救世主》の末まつ裔えいというなら、渚も勇海と同じ立場だ。それで学園側が、恐おそらく気を利きかせて、渚も招いてくれたのだろう。ミリィも勇海の考えを察してか、頷うなずいてくれた。

　それにしても、学園祭の時といい、渚はサプライズに縁えんがあるようだ。勇海に抱き着いたまま離れない渚に、傍そばにいた来夢が声をかけてきた。

「あ、あのっ。渚さん……お久しぶりですぅ」

「！　……ええ、お久しぶりです。来くる栖すさん……いえ」

　やっと勇海から離れた渚が、少しだけ恥ずかしそうな表情で、改めて言い直す。

「お久しぶりです……ら、来夢さん」

「……！　は、はいっ、渚さんっ、渚さんっ♪　……えへへぇ♪」

「な、なんですか、名前を呼んだだけで……も、もうっ」

　渚もなかなか素す直なおでないところはあるが、やはり来夢に対しては、どこか物もの腰ごしが柔やわらかい。……と、そこでエイミも、渚の存在に気付いたらしく。

「ふっ、良く来たな、私の義妹いもうとよ。久し振りだな、遠えん慮りよなく私を義姉あねと呼べ──」

「……あ、どうも、エクリシアさん。お久しぶりです」

「何やら心の距きよ離りを感じるぞ!?　もーっ、遠慮しなくて良いのに、もーっ！」

〝地上最強〟の《金竜》の娘、渚の他た人にん行ぎよう儀ぎな態度でダメージを負う、の図。ちょっぴり打ちひしがれるエイミだが、これはこれで、楽しそうにも見える。

　それにしても、と勇海は改めて草原を眺ながめながら、疑問を呟く。

「渚は……ティティ先生から連絡があったとはいえ、一人でここに来たのか？　いくら何でも、ちょっと不用心なんじゃ──」

「──いいえ、結ゆう城き勇海くん。渚さんは、私が連れてきたのよ」

「……えっ!?　あ、あなたは……学園長さん？」

　いつの間に、いや、最初からそこにいたのか。勇海に声をかけてきたのは、《エルフの賢けん者じや》であり、ミリィの母親でもある、学園長だった。

「皆みなさん、ここまでの研修旅行、本当にお疲つかれ様でした。ここが最後の目的地で、来栖来夢さんの言った通り、人魔の友好の始まりの地でもあります。そして……」

　こほん、と一つ咳せき払ばらいした学園長が、全員に向けて説明してくれた。

「ここは、《救世主》様が初めて現れた地でもあるのです。生まれ故郷、とは言いましたが……それは《救世主》様のお言葉で、この周辺には集落のようなものさえ、確かく認にんできませんでした。ただ、《救世主》様ご自身と……ごく少数の一族、つまり結城勇海くんと渚さんの、ご先祖様に当たる人々が現れただけなのです」

　その《救世主》の一族も、歴史の表おもて舞ぶ台たいに登場してからは、人間社会に進出していった。そして百年経たった今となっては、勇海や渚が知らなかったように、一族の誰もがこの場所の事を忘れてしまっているはずだ。

　それは当時、約束を交かわした魔物達を先祖に持つ、《亜あ人じん》の〝許嫁いいなずけ〟達も同じはず──だが、草原に立ったエイミが、風に吹ふかれながら呟いた。

「ここには、初めて来た。初めて来た、はずなのに……何だか、懐なつかしい」

「うん……なんか、懐かしいかんじのニオイ、する。なんでだろ……るるる？」

　ルゥも同意すると、クラスメイト達も一人一人、草原に歩を進めていく。勇海もまた、ちょこちょこと後ろからついてくる渚を連れ、皆みんなを追った。

　膝ひざ上うえにまで伸のびている草花に囲まれ、冷たくなってきた風が吹きつけてきた。ふるるっ、とミミが軽く身み震ぶるいしたのを横目に見てから、勇海は空を見上げる。

　傾いていた日は、とっくに姿を消していた。代わりに顔を見せたのは、夜空に輝かがやく数多あまたの星々。この小高い丘の草原が、今どこよりも、天に近い場所の気がした。

　ふと、勇海が視線を下げ、クラスメイト達のほうを見る。草原に佇たたずむ彼女達が、学園祭の演劇の舞台で見た彼女達と、重なって見えて。

　種族も異なる自分達が、同じ場所に立って、同じ景色を見て。

　こうして、皆とここにいられる事を、遠い昔から、待ち望んでいたように──

『──忘れないよ──』

（……えっ？）

　胸が一いつ杯ぱいになるのと同時に、その声は、勇海の耳の奥から湧わき上がって。

『こんなに綺き麗れいな光景を──私達は、絶対に、忘れないよ』

「！　…………」

　それは、幻げん聴ちようだったのかもしれない。けれど勇海は、『決して忘れない』という、その言葉に──遠い日に約束を交わした、彼らの想いを感じ、小さく頷いた。

「なあ、皆。この場所で、ご先祖様達は……約束を交わしたんだよな。人魔の友好を結んで、そして……子孫である俺達が、〝許嫁〟同士になるっていう約束を」

　勇海の口は、ほとんど無意識の内に動いていた。草原に立つ〝許嫁〟達が注目してくる中、ゆっくりと言葉を紡つむいでいく。

「〝許嫁〟なんて……初めて聞いた時は、大問題だと思った。何しろ、クラスメイト全員とだもんな。けど、皆のコトを知っていくごとに……俺の考えは、変わっていった」

「！　……イサミ」

　いつもの真っ直すぐな眼まな差ざしで見つめてくるエイミに、勇海は一度頷き返す。

　そして〝許嫁〟達、一人一人の顔を見つめていき、己おのれの願いを口にした。

「たとえ俺達が、〝問題児〟だったとしても、暴走しちゃうようなコトがあるとしても。俺は皆と、一いつ緒しよにいたい。互たがいに互いを救い合って、生きていきたい。だから、皆──俺と、ずっと一緒にいてほしい。一緒にいて、くれないか？」

　これはご先祖様同士で交わした〝約束〟とは、違ちがう。勇海自身が想い、願った事だ。

　そして、それを受けた〝許嫁〟達が出した、答えは。

「イサミっ……当たり前だっ、イサミ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！　もしイサミが暴走したとしても、また私が救ってやるっ！　ずっとずっと、救い続けてあげるんだからあっ！」

「わ、っとと!?　あ、ありがとな、エイミ……けど、俺もだよ。エイミがもし暴走して、また《魔王》になったとしても……俺が必ず、救ってみせるからな」

「うん、うんっ……信じてるっ。私はイサミの事、信じてるもんっ」

　抱だき着いてきたエイミが、ぐりぐりと頰ほおを擦こすり合わせてくる。彼女の持つ竜りゆうの角が時々当たって痛いのは、まあ我が慢まんするとして、アンと来夢も語りかけてきた。

「今さらなのよね……勇海はアタシがいないと、ダメダメだしっ。……アタシも、勇海がいないと……ダメよ。だ、だからあ……こ、これ以上言わせんな、ばかあっ！」

「わたしはもう、ず～っと前から、決めちゃってますからぁ。〝約束〟……しましたから。ず～っと一緒ですよう、勇海さん……ぷるるんっ♡」

　ぷいっ、とそっぽを向くアンも、柔らかく微笑ほほえむ来夢も、同じ気持ちでいてくれる。

　狼おおかみの耳と尻尾しつぽを持つルゥと、兎うさぎの耳を持つミミも、大して気にした素振りも見せず。

「言われるまでもないぞ、いさみよ。ルゥはそもそも、いさみと離はなれる気はない。なぜならば……〝孤こ高こう〟なので、ず～っと一緒なのだ～っ。るるーんっ♪」

「安心して、イサミさん。《魔ま王おう症しよう候こう群ぐん》なんて、怖こわくないわ。そんなもの、ワタシが……《暗殺お嫁よめさん》が、コロしちゃうんだから、ね？」

　意味不明な〝孤高〟と、物ぶつ騒そうなお嫁さんが並び立つと、いっそ頼たのもしい気がする。

　だがユニは何やら憤ふん慨がいし、微笑むカナ子こと共に、大おお股またで歩み寄ってきた。

「全く、勇海殿どのはっ……分かり切った事を改めて言うのは、水みず臭くさいぞっ！　私が勇海殿を信じるように、勇海殿も私を……くっ、信じろっ！」

「私も勇海くんと、ずっと一緒にいたいわ～……勇海くんに抱きしめてもらわないと、もうダメな体になっちゃったんだから、ね～♡　……えっ、言い方が卑ひ猥わい？　え～？」

　くっ、と握にぎり拳こぶしを作るユニと、小さく首を傾かしげるカナ子。

　更さらには、何やら不敵に笑うカーミラと、宝箱から顔を出す小こ匣はこも。

「わたくしの運命の人であるイサミ様との間に、《魔王症候群》なんて障害にすらなりませんわっ。邪じや魔まするなら……血ぃ吸っちゃいますわよっ、おーっほっほっほ！」

「だいじょーぶ、いさみん～……あたし、ちゃんと信じてるから～。いさみんは、あたしのこと……お世話して、引きこもらせてくれるってね──！」

　この二人に関しては、もはやブレる気配はなさそうで、逆に安定している。

　結局のところ、彼女達は──皆が皆、勇海と同じ気持ちでいてくれるらしい。いまだに抱き着いたままのエイミが、至近距離で笑顔を見せてきた。

「ほらね、イサミ……言っただろ？　私達だって、イサミを救いたいんだって。ふふんっ、〝ドラゴン嫁〟の言う事に……間違いはないんだっ♪」

「エイミ……ああ、そうだな。これがご先祖様達の望み通りなのか、そんなコトまでは分からないけど……分からなくたって、イイよな。本当に大切なのは、今を生きてる俺達が、お互いのコト……ちゃんと想おもい合えてるのか、ってコトだもんな」

「うんっ♪　まあ私は、自信アリだからなっ。迷いなんてないぞっ！」

　迷いがない、という言葉は、エイミが使うと説得力が有り余るくらいだ。つい苦く笑しようが漏もれる勇海だが、そこで違い和わ感かんを覚えた。

「あれ？　ミリィ……ミリィは、どこにいるんだ？　……あ、あれ？」

　こういう時、エイミに負けじと何か言ってくれそうなミリィが、皆から少し離れた場所にいた。蹲うずくまり、地に手を当てている彼女に、勇海は歩み寄って声をかける。

「ミリィ、蹲ったりして、どうしたんだ？　もしかして、気分でも──」

「……この下に、何か……とてつもなく、〝大きな何か〟が、あります」

「へ？　大きな何か、って……何だ？」

「これは、魔力……？　けど、私はこの魔力を、知っている？　これは、この魔力は……渚ちゃんと、似ている？」

「……ふえっ？　な、渚ですか？」

　急に名指しされた渚は驚おどろくが、ミリィも戸と惑まどっているのは同じらしい。と、そこで口を開いたのは、ミリィの母にして《エルフの賢者》である、学園長。

「ミリィはエルフの中でも、まだまだ若いですが……その素質は、歴史上のエルフの中でも、トップクラスに入るほどです。そのミリィが言うのなら、この丘おかの下に、恐おそらく何かがあるのでしょう。《エルフの賢者》たる私でさえ見つけられなかった、何かが」

「で、ですがお母様……いえ、学園長。一体、何があるというのですか？　ここは人魔の友好を結んだ約束の地で、《救世主》様の生まれ故郷……ッ！　ま、まさか？」

「それは、行ってみれば分かる事──そのために、結城渚さん。少し、失礼しますね」

　言いながら学園長は屈かがみ込んで、渚の手を優やさしく取る。唇くちびるを小さく尖とがらせた学園長が、ふう、と渚の人差し指に息を吹きつけると。

「──きゃっ？　な、渚の指から、糸がっ？　これ……渚の魔力の糸、ですか？」

「ええ、ご名答です。結城渚さんの魔力をお借りして作った、《アリアドネーの糸》──あなたと似ている魔力を自動探知し、そこへと繫つなげる魔法です」

「な、なるほどです。……あっ、あっ！　お兄様と繫がってます、繫がってますよコレ!?　わ、わあ……何だか、運命の赤い糸みたい……もう、どうせなら小指に～……」

「結城勇海くんは魔法が使えないと言っても、魔力が無い訳ではないので、繫がったのでしょうね。……あの、結城渚さん、聞いていますか？　あのー？」

「お兄様、見てください、お兄様っ。な、何だかロマンチックですね。え、えへへ」

　呼びかける学園長をスルーし、駆かけ寄ってきた渚の指に、勇海が注目すると。

「兄妹きようだいでロマンチックになるかは、良く分からないけど……つまり、もう一本の糸は、ミリィが言った〝大きな何か〟に繫がってる、ってコトかな？」

「へ？　あ、そういえば……もう一本、あったんですね。全然、気付きませんでした」

「こっちのほうが重要だし、目立ちそうなモンだけどね!?　ま、まあイイけど、でもこれ、どこに向かってるんだ？　辿たどっていくと、丘の側面に行っちゃいそうだけど」

　渚の指から伸びるもう一本の糸を、勇海が目で追う、と──そこには一足先に、ルゥが立っていた。振ふり返った彼女が、もふもふの手を振って呼びかけてくる。

「いさみっ、みんなーっ。こっちのほうから、妙みようなニオイがするぞっ。ほらほら、急げっ。こっちこっちーっ」

「あっ、ルゥ!?　ま、待ってくれってば。皆みんな、ルゥを追うぞっ！」

　勇海がルゥを追って駆け出すと、皆も走って付いてくる。ここへ来た時とは逆側の、整備とはまるで無む縁えんの獣けもの道みちを進んでいくと、ルゥは途と中ちゆうで立ち止まっていた。

「る、ルゥ、一人で行っちゃダメだってば。転んだりしたら危ないぞ？」

「くん、くん……むう、おかしい、おかしいぞ、いさみ。ここからニオイ、するんだけどな。丘の、内側……入り口なんてないのに、ニオイだけ続いてる。るるる……？」

「えっ？　あ、ホントだ。渚の糸も、丘の……っていうか、壁かべの中に入っちゃってるな。掘ほり進むワケにもいかないし、どうすれば──」

「いいえ、勇海──そこに入り口、ちゃんとあるわよ。……はあ、はあ」

　クラスメイト達の中でも少し遅おくれてやってきたのは、アン。運動が不得手なため、軽く息切れしている彼女だが、気き丈じように言葉を続けてきた。

「はあ、はあ……ここ、傍はた目めには丘の斜しや面めんにしか見えないけど……こほっ。ふ、封ふう印いんの結界が、張られてるわ。アタシの《慈悲の左腕チヤリテイー・レフテイー》の結界もそうだけど……《聖女》の一族は、封印や結界についてもスペシャリストだから、わかるの。ぜえ、ぜえ」

「あ、アン、大だい丈じよう夫ぶか？　疲つかれてるなら、ちょっと休んだほうが──」

「こ、これくらい平気よっ！　とにかく、ここは任せなさい──よいしょ、っと」

　アンが己の右みぎ腕うでを外し、左手に持つ。それは旅館で勇海が暴走した時にも見た、アンの持つ、もう一つの力。彼女の右腕が放つ、その力とは。

「《生命の樹セフイロト》──《破壊の右腕デスト・ライト》！」

　聖なる輝きを放つ右腕が、剣けんのように振るわれた。その瞬しゆん間かん、ぱりん、とガラスの割れるような音が響ひびくと同時に──何もなかったはずの丘の斜面に、入り口が現れた──！

　ぽっかりと口を開いたかのような入り口は、周囲を石組みで作られている。明らかに人の手が入っていた証しよう拠こに、勇海は驚きながらもアンに声をかけた、が。

「す、すごいな、アン！　こんな所に、ホントに入り口があったなんて──」

「ふ、ふふっ、当然、でしょ？　……きゃっ」

「あ、アン!?　大丈夫か……あっ」

　能力を使った反動か、後ろに倒たおれそうになったアンだが、途中でその体は支えられる。アンを受け止めてくれたのは、にこにこと微笑む、カナ子だった。

「うふふ、アンちゃん、お疲れ様～。けど、本当にお疲れみたいだから～……えいっ」

「へ？　か、カナ子、何を──きゃ、きゃあっ!?　ちょっ、軽々と小こ脇わきに抱かかえんなあっ!?　お、おろしなさいよ、カナ子おっ！」

「いいから、いいから～。私の力なら、アンちゃんを運ぶくらい簡単だし、無理なんてせず助けあわないと～。ね、そうよね、勇海くん～？」

「！　ああ、カナ子さん、その通りだ。アンが回復するまで、頼んだぞ！」

「も、もおっ、勇海まで！　もーっ、もーっ……い、いいわよーだ、ふんっ！」

　拗すねたようにそっぽを向くアンだが、そんな彼女にダルクも歩み寄る。

「ふむ、さすがは保健委員だな、カナ子の判断は正しいぞ。アンは簡単に破ったように見えたかもしれんが、今の結界、見た目以上に強力だったからな。アンの魔力もほとんど尽つきかけているし、本当なら喋しやべるのさえ辛つらいはずだ」

「そ、そうなんですか？　ダルク先生、アンは大丈夫なんですか？」

「ふっ、なあに、心配はいらんさ。私は《聖デミグリーン学園》の誇ほこる、ダークエルフの養護教きよう諭ゆ──歩きながらでも、アンの魔力を回復させよう。任せておけっ」

　どん、と力強く胸を叩たたくダルクに、勇海が頷うなずくと、次は渚が口を開いた。

「それで、お兄様……行くんです、よね？　この糸を、辿って」

「あ、ああ、それは。…………」

　人差し指の糸を見せてくる渚に、勇海はすぐに答えを出さなかった。一度、その場にいる全員の顔を見み渡わたしてから、改めて意思を示す。

「俺達がこの研修旅行で、《救世主》さんの生まれ故郷に……ここに来るコトを求められていたのなら。きっとこの先に、その理由があるんだと思う。何があるのかなんて、分からないけど……皆、俺と一緒に、行ってくれるか？」

　勇海が問いかけると、クラスメイト達はそれぞれ、互たがいに顔を見合わせていた。そして、頷き合ったかと思いきや、全員を代表するように、エイミが堂々と言い放ってくる。

「そんなの、当然だ──イサミが行くのなら、私達だって一緒に行く！　どこへだって、ついていくっ！　なんたって、私達は──イサミの〝許嫁いいなずけ〟なんだからなっ♪」

　ふんすっ、とエイミが胸を張ると、誰だれもが同意するように頷いた。そんな彼女達に、勇海も一度頷き返し、改めて促うながした。

「よし、行こう、皆！　俺達の研修旅行──最後の目的地に！」

　勇海がぽっかりと開いた入り口に、大きく一歩を踏ふみ出すと──〝許嫁〟達も、恐れる様子など微み塵じんもなく、早足で付いて来るのだった。




　　　　■■■




　真っ暗くら闇やみの洞どう窟くつのような道を、ミリィが魔法で作り出した、数個の光球が照らしてくれていた。勇海と共に先頭を歩く渚が、人差し指の糸を眺ながめつつ、不安そうに呟つぶやいてくる。

「お兄様……渚は、何だか怖こわいです。暗くて、お化けでも出てきそうで」

「えっ？　でも渚、確かホラー映画とか、全然平気だったような──」

「いえ最近怖いと思うようになったんです。ウソじゃないです。お兄様が家を出てから、怖くなったんです。ほらこの通り、ぷるぷるしてます。来夢さんの如ごとくぷるぷるです」

　怖がっている割には、しっかりとした口調でまくし立ててきた渚が、言葉通りにぷるぷると体を震ふるわせている。まあ本人が言うなら信じるしかない、と頷いた勇海だが、そこで不意に、来夢からも『ぷるぷる』と柔やわらかな声が発されてきた。

「むむっ、『ぷるぷる』では負けませんよ、渚さんっ。見せてあげますから、本家本元……《スライム》のぷるぷるをっ。ぷるぷるーっ」

「いや来夢は何を張り合ってるんだ？　ぷるぷるはスライムのプライドか何かなの？」

「むむっ、さすがですね、来夢さん……ですが、渚だって負けませんっ。見せてあげますよっ、妹の持つ唯ゆい一いつ無二のぷるぷるをっ、ですっ」

「妹がそんな唯一無二のモノを持ってたとか、初耳なんだけど。ていうか二人とも、そんなぷるぷるしながらって、歩きにくくない？　あと微び妙みように振しん動どうが伝わってくるぞコレ」

　ただでさえ狭せまい道で、三人並んで歩くだけでも一苦労だ。というか『ぷるぷる』って何なんだろう、そんな張り合う程ほどの事かな、と勇海は不思議に思う。

　しかし、勇海は自身の後ろから、何やらやきもきしているエイミの声を聞いていた。

「う、うう～、私もイサミと、並んで歩きたい～……けどさすがに狭すぎるし、イサミに迷めい惑わくかけちゃうかも……ううっ、でもでも、せめてどこか摑つかんだりっ……！」

　ありがたい事に、エイミは気を遣つかってくれているらしい。だが、そこでダークエルフの養護教諭が──まさしく闇の囁ささやきをエイミに耳打ちした。

「エイミ、エイミ。隣となりは難しそうだが、ほら……股こ間かんが空いてるぞ」

「！　そうか、その手が……なるほどな……」

「ダルク先生、聞こえてますからね！　その手はないぞエイミ、騙だまされるなー!?　ていうかダルク先生、アンを回復するのに集中してあげてくださいよ、もう！」

　勇海が諫いさめると、ダルクは「ちぇっ」と残念そうに、カナ子が小脇に抱えているアンの元へ戻もどった。

　と、この狭い道を進んでいて、勇海はユニの事が気になってしまう。

「そういえば、ユニは大丈夫なのか？　こんな狭い場所だと、すぐ角が刺ささっちゃいそうだけど。ちゃんと歩けてるのかな？」

「ふっふっふ、ご安心ください、結城くん……生徒のことは、先生にお任せですっ」

「ティティ先生？　なるほど、ティティ先生が見てあげてるんですね！」

「ええ、そうですっ。この通り、わたしが──」

　どうやら最さい後こう尾びにいるらしいティティが、誇らしげに言ってきた。

「──一ひと角つのさんの角を持って、刺さらないようにしてますから！　安心ですよー♪」

「下しか見えない」

「何かそれ、ユニが可哀かわい想そうなカンジになってません!?　ホントに大丈夫ですか!?」

　後方を確かく認にんしてみると、確かにティティはユニの角を両手で持ち、壁などに刺さらないよう気を付けてくれている。とはいえ、ティティは背が低めなため、背の高いユニの角を持つと、強制的に下を向かせてしまう事になるのだ。

　しかも誇りとする一角獣ユニコーンの角を摑まれているユニは、本当に平気なのだろうか。

　一気に心配になる勇海だが、意外にもユニは、穏おだやかな声を送ってきた。

「ふっ、安心してくれ、勇海殿どの……自分でも不思議なほど、気持ちは安定しているんだ。何しろ私は、ティティ先生を信しん頼らいしているからな。そう──」

「ひ、一角さん……そんなにも先生のことを？　か、感動です、わたし、感動で──」

「──七十八歳処女の絶大なる安心感が、私の角を穏やかにしてくれるのだ！　いやー、《ユニコーン》の性質かなー。本当にもう、七十八歳処女は安定感すごいなーって」

「おおーっとココでエルフ先生を襲おそう局地的な地じ震しんが！　すいませんねえ一角さん、とっても揺ゆれちゃいますが、我が慢まんしてくださいねぇー！」

「お、おおおおお。ちょ、不安定っ、揺れ、あうっ。くっ……よ、酔ようぅ!?」

　ユニの切せつ羽ぱ詰つまった口くち癖ぐせが聞こえてくるものの、まあ自じ業ごう自得かな、と勇海は思う。

　ちなみに聞こえてくるのは、何もユニの不思議な口癖だけではない。カーミラとルゥが話す声も、勇海の耳には届いていた。

「ふーむ、それにしても封印されていたとはいえ、丘おかの下にこんな空洞があったなんて、驚おどろきですわ。横道も多すぎですし、遊園地の迷めい路ろが小規模に思えるほど、天然のダンジョンみたいですの。渚さんの糸がなかったら、間ま違ちがいなく迷っていますわね」

「うむ。ニオイも、あっちこっちの道で入り組んでて、わけが分からないからな。目印になるよーなニオイもないし、一度迷ったら、出られなくなっちゃいそうだぞ」

　傍から聞くと、なかなか空そら恐おそろしい会話だ。しかし不思議な事に、勇海は『怖い』とは思わなかった。いや、正直なところ、ここへ入る前は緊きん張ちようしていたのだが──いつの間にか、そんな気持ちは、綺き麗れいさっぱり消え失うせてしまっている。

　その理由を勇海が思い浮うかべていると、ミリィがお見通しとばかりに話しかけてきた。

「勇海ちゃんっ。皆みなさんを見ていると……何だか肩かたの力、抜ぬけちゃいますね？」

「！　ああ、そうだな、ミリィ。こんなトコに来ちゃっても、皆みんな、いつもと変わらないんだもんな。遊園地じゃあるまいしさ」

「ふふっ、分かりませんよー？　もしかしたら遊園地での研修の成果が、ここで活いきてるのかもしれませんっ。ほらっ、お化け屋や敷しきとか迷路とか、それっぽいですしっ」

　冗じよう談だんめかして言うミリィだが、そんな彼女の言動も、勇海の気持ちが落ち着く理由の一つだった。いつも通りと言うなら、微笑ほほえんでくる彼女もまた、いつも通りなのだから。

　初めて通る薄うす暗ぐらい洞窟の道も、ここにいる皆と歩いていると、学園の廊ろう下かと変わらないように思えてくる。いや、それは言い過ぎか、と勇海が失しつ笑しようした、その時。

「イサミさん……そろそろ、近づいてきたみたい。目的の場所、すぐそこよ、きっと」

「ミミ？　分かるのか？」

「ええ。ワタシ、《超ちよう敏びん感かん体質》だから……感じちゃうの。けど、ミリィさんの言う通り……とてつもない。チクチクって、針で刺されるような……何かが、あるわ」

　注意喚かん起きするようなミミの言葉で、全員が緩ゆるんでいた気を引き締しめる。渚の指と繫つながる糸を辿たどり、一歩一歩、洞窟の奥へと進んで行った。

　そうして勇海達が、ようやく辿り着いたのは──道の先に開けた、大きな空洞。

　そこに広がる光景を見て、先頭に立っていた勇海は、呆気あつけに取られつつ呟く。

「ここって、まさか……む、村か？」

　勇海が言う通り、ここは大きな空洞のようでありながら、いくつかの家の跡あとがあり、人の生活の形けい跡せきが窺うかがえた。まるで小さな集落のようで、良く見れば天然の滝たきも流れている。

　しかしここは、もう随ずい分ぶんと長い間、使われていないらしい。だが、一体誰が──勇海がそんな事を考えていると、ぽつり、ミリィが隣で呟いた。

「まさか、ここが《救世主》様の……生まれ故郷、でしょうか？」

「！　そっか、そうだな……それ以外、考えられないよな」

　百年以上前、《救世主》の一族が、ここに隠かくれ住んでいたのは確かだろう。とはいえ出入り口がある事を考えれば、その全すべてが地中で、という訳でもないのかもしれない。

　しかし自由に出入りできたのは、それこそここに暮らしていた者だけらしいと、同行していた学園長が推測を口にした。

「この場では、魔ま法ほうや魔力が、ジャミングのようなものに妨さまたげられてしまうようです。今日までこの場所を見つけられなかったのは、これが原因でしょう。まるで強力な、魔力の磁場……一体、何の力が働いて……」

　学園長が考え込んでいると、そこで不意に、のんびりと間延びした声が響ひびいてきた。

「はあ～、道めっちゃ狭いし、窮きゆう屈くつだった～……って、あれ？　……太陽が、ある～？」

「小匣？　おいおい、ここは洞窟の中だぞ？　そもそも外は夜だし、太陽なんて──」

「ん、ん～、そうだよね～？　……けどさ、じゃあ、アレ……な、なんなの～？」

　開いた宝箱から身を乗り出した小匣が、そのまま上方向を指差す。彼女の言葉に首を傾かしげながら、勇海も天てん井じようを見上げると、そこには。

「──えっ？」

　勇海と、そして一いつ緒しよに上を向いた面々が、一様に呆ぼう然ぜんとしてしまう。〝それ〟は、光など一いつ切さい放ってはいない。けれど、勇海が思わず口にした言葉は、小匣とほとんど同じ。

「太陽……黒い、太陽……？」

　この広い空洞の中空に──黒色の球体が、存在していた。それはまるで、この世の全ての闇を集めて凝ぎよう縮しゆくしたような、圧あつ倒とう的な存在感と、底知れぬ質量。

　丘の上でミリィがいち早く感じていた魔力というのは、恐おそらくこの《黒い太陽》だったのだろう。まさにそのミリィが、微かすかに震える唇くちびるから、小さな声を漏もらした。

「これ、は……違う。私が感じた、渚ちゃんに似た魔力とは、違います。これは《魔ま王おう症しよう候こう群ぐん》と……いえ、旅館の時の勇海ちゃんと、同じ……!?」

　旅館の時の勇海──つまり、勇海が暴走した時だろう。戦せん慄りつするミリィの後ろから、《エルフの賢けん者じや》たる学園長も言葉を発してきた。

「あの《黒い太陽》……長く封ふう印いんされているようですが、あと保もって一年。悪ければ数か月……いえ、最悪の場合、今この瞬しゆん間かんにも解けてしまうかもしれません。そして封印が解けた時──解放された闇は、ブラックホールのように全てを吸い込んでしまうはず」

「そ、そんな恐ろしい物が、《救世主》さんの生まれ故郷に？　なぜ、そんな……」

　約束の丘の下に、《救世主》の生まれ故郷に、なぜこんなものがあるのか。

　答えの出ない問いに、勇海が頭を悩なやませていると、後ろから唸うなり声が聞こえてきた。

「ぐ、ぐるるうっ……あの、《黒い太陽》っ……！」

「ルゥ？　ど、どうしたんだ？」

「ルゥの、野生の勘かんが言ってるっ……アレは、危険すぎる。この世界に存在しちゃ、いけないものだ。早く、早く消さないと、ダメだっ……ッ──！」

　ぶわっ、と尻尾しつぽと手足の毛を逆立てたルゥが、一瞬にして跳ちよう躍やくする。その手から覗のぞく狼おおかみの爪つめが、銀ぎん灰かい色の輝かがやきを放つと同時に、真っ直すぐ縦に振ふり下ろされ、

「墜おちろッ──ガルルルッ！」

　一いつ閃せん、銀灰色の魔力が、斬ざん撃げきの形となって飛ひ翔しようする。以前、あの《金竜王》でさえ吹ふき飛ばしたほどの一いち撃げきが、《黒い太陽》を切り裂さく……かに見えたが。

「るっ？　なっ……ルゥの一撃が、効いて、ない……？」

《黒い太陽》は依い然ぜんとして、形さえ変えず佇たたずんでいる。いや、形は変わった。ルゥの銀灰色の魔力が達した辺りが、ぼこっ、と泡あわ立だつように膨ふくらみ。

　次の瞬間──跳躍して中空を舞まうルゥめがけて、黒色の炎ほのおが襲いかかる──！

「っ、あっ……し、しまった──」

「る、ルゥ、危ない──えっ!?」

　勇海が叫さけんだのとほぼ同時に、ルゥを数えきれない影かげの蝙蝠こうもり達が包む。黒色の炎を躱かわした蝙蝠達がルゥを地面に下ろすと、カーミラが軽く憤いきどおりの声を上げてきた。

「もうっ、無理しすぎですわよ、ルゥさんっ。わたくしが助けなかったら、どうなっていた事か……一人で先走るのは、やめますのっ！」

「カーミラ……すまん、助かった。礼を言うぞ、るるる……」

「！　ふ、ふふーん……別にお礼なんて、結構ですの。だって、当然ですもの……友達を助ける事くらい、ですわっ♪」

　得意気に言い放つカーミラに、ふっ、とルゥは軽く笑えみを返す。勇海が初めて二人を見た時と比べれば、今や随分と仲良しになったものだ。

　だが、和なごんでいる場合ではない。今度はエイミが、異常な力で反撃してきた《黒い太陽》を睨にらみながら、言葉を紡つむぐ。

「ルゥの言う通り、この《黒い太陽》……放ほうっておいては危険だな。今度は私が《金きん炎えん》でぶち抜いてやる。スウッ──」

「──ダメです、エイミさん！」

「ッ。ミリィ……なぜ止める？」

《金炎》を紡ごうとしたエイミが問いかけると、ミリィは切羽詰った声で答えた。

「あの《黒い太陽》……生半可な攻こう撃げきは全て吸収され、跳はね返されてしまいます。たとえ暴走したエイミさん達の力でも、通用しないでしょう。《黒い太陽》を破は壊かいできるのは、《黒い太陽》を、上回る力だけ……エルフである私には、それがハッキリと分かります。分かってしまうのです」

「なっ……それじゃ、どうしろと言うんだ？　いつ封印が解けるかも分からない、あの危険な《黒い太陽》を……私達はこのまま、放っておくのか？」

「そ、それは……っ」

　為なす術すべが思い浮かばないのだろう、ミリィは口くち惜おしそうに俯うつむいている。この場にいる全員が、あの《黒い太陽》の異常な力を前に、手も足も出ないのだ。

《救世主》が勇海達に見せたかったのは、この《黒い太陽》なのか──絶望なのか。

　誰だれもが沈ちん黙もくする中、この静せい寂じやくを不意に破ったのは、最も幼い声だった。

「あ、あのっ……ちょっと待ってください、皆さん。渚の人差し指の糸、まだ続いてるんですけれどっ。ほ、ほら、お兄様っ？」

「えっ？　……ほ、ホントだ。ていうか、あの《黒い太陽》とは繫がってないんだな」

　よく考えれば、ミリィも『渚に似た魔力とは違ちがう』と言っていたし、当然かもしれない。けれど、それならどこへ繫がっているのか、と勇海達が糸の先を目で追うと。

「！　あれは……家？　いや、祠ほこらか？」

　集落の奥にひっそりと佇むのは、石造りの祠のような、小さな建物。渚の人差し指から伸のびる糸は、その祠の中へと続いていた。

　糸を見つめながら、勇海はミリィに問いかける。

「ミリィ、あの《黒い太陽》、どうなってる？」

「はい……今は動きがありません。行くのなら、今の内ですっ」

「よし、分かった……皆、行こう」

　勇海が合図するように、皆と頷うなずき合い、渚の指から伸びる糸を辿って行く。

　そして祠の前に立った勇海は、導かれるように扉とびらを開いた。ごとっ、と重い音を響かせながら、その中へ入って行くと。

「っ……けほっ、ごほっ！　さ、さすがに、スゴイ埃ほこりだな」

「い、イサミ、大だい丈じよう夫ぶかっ？」

「ああ、エイミ、これくらい平気だって。にしても、うーん」

　もう使われなくなった集落よりも、更さらに長い年月、放置されていたらしい。二人入ってぎりぎりの、狭せまい祠の中は、がらんどうになっていて、ほとんど物は置かれておらず。

　だが、たった一つだけ──渚の糸が繫がっている〝それ〟が、無造作に転がっていた。

「これ、何だろう。剣けんの、柄つかだけ？　いや……折れた剣、か？」

　刃は部分は錆さびつき、紙すら切れるように見えない。柄も相当に朽くちているが、欠けた鍔つばの中央で、色褪あせもせず新品同然の輝きを放つ赤い宝石が、見るからに不思議だった。

　なぜ、こんな見知らぬ折れた剣が、渚の糸と繫がっているのか。折れた剣を勇海が祠から持ち出すと、それを見た学園長が、不意に声を震ふるわせる。

「!?　結城、勇海くん……それは、その剣は……ま、まさかっ」

「？　学園長……ど、どうしたんです？　この剣のコト、知ってるんですか？」

「は、はい。《エルフの賢者》は魔術により、記き憶おくを次代へ受け継つがせる事が出来るのです。その記憶の中に……千年前の記憶の中に、その剣は、あります」

　学園長が口にした、勇海が持つ折れた剣の、その正体とは──

「それは千年前、《魔王》と戦い、相あい討うちになった──《勇者》様の剣です！　《エルフの賢者》の記憶の中に、確かに存在します……間違いありません！」

「《勇者》様の剣、って？　いや、それは、どういう……う、うわっ!?」

　尋たずねようとした勇海の指先が、ちょん、と宝石に触ふれた──その時。宝石から、一筋の閃せん光こうが[image: ]ほとばしり、周辺を照らし上げる。

「な、なんだ？　俺、変なトコ触さわっちゃったのか!?　何が起こって……えっ？」

　それと同時に、勇海は、不思議な光景を目まの当たりにした。一組の男女が、寄り添そい、共に生きていく、映画のような映像。まるで古くからの友のように、恋こい人びとのように、夫ふう婦ふのように──そんな光景を眺ながめていた勇海に、学園長が呟つぶやいたのは。

「その宝石は……事象を記録し再生する、大昔の魔法の術式が籠こめられています。今でこそ廃すたれていますが、千年前には存在したもの……そして、ここに記録されているのは」

　それがどういう感情によるものかは分からないが、ぽたり、学園長の目め尻じりから涙なみだが零こぼれる。そして、続けて彼女が述べたのは、やはり信じられないような一言で。

「千年前の、《魔王》と──《勇者》様、です──」

　今も流れ続ける映像の中で、《魔王》と呼ばれた少女と、《勇者》と呼ばれた青年が──幸せそうに、笑い合っていた。




　　　　■■■




《魔王》──それは今から千年前、突とつ然ぜんに現れ、人魔の区別なく全てを滅ほろぼさんとした、歴史上最悪の意志を持つ災害を指す。《魔王》の姿形は歴史に伝わっておらず、醜みにくい怪かい物ぶつだったとも、天に届くほど巨きよ大だいだったとも、単なる事象だったとも言われている。

　あるいは、美しい少女の姿をしていたとも──しかしどれも、お伽とぎ話ばなしレベルの話だ。

　そして全てを滅ぼしかけた《魔王》は、その時代で《勇者》と呼ばれた青年と戦い──最後は《勇者》と《魔王》が相討ちになり、互たがいに跡あと形かたもなく消しよう滅めつしたという。




　これが《魔王》に関する一いつ般ぱん的な認にん識しきで、勇海や、クラスメイトの皆みんなが知っていた話も、これくらいのもの。

　しかし今、映し出されていた《魔王》と《勇者》の映像は何だったのか。《エルフの賢者》たる学園長は、ここでようやく、己おのれの知る事全てを勇海達に明かしてくれた。

「千年前、世界を滅ぼしかけた《魔王》の正体は、亜あ人じん──今で言う《魔王症候群》により、その存在が確認された当初から、既すでに暴走状態にありました。ゆえに、その姿形を知る者は、ほとんどいません。人間であれ魔物であれ、近づく事さえ出来ない……《魔王》の能力は、周囲の精力を無差別に、吸収する力だったのです」

「それってまさか、俺の……《吸きゆう精せい主しゆ》の能力と、同じ？」

「はい、その通りです。《エルフの賢者》たる私は、その事を知っていたため、あなたが《救世主》様の……延ひいては《魔王》の末まつ裔えいであると、確信していたのです。……まあ、〝口付けで《吸精》する〟というのは、さすがに予想外でしたが」

「そ、それは俺も驚おどろきましたけどね!?」

　正直な気持ちを返す勇海だが、学園長は特に気にする様子もなく説明を続けてきた。

「そして《勇者》様は……初めは、ほとんど力を持たない、普ふ通つうの人間と同じでした。けれど敵対する魔物と戦い続けていく内、瞬またたく間に成長し、《魔王》にさえ届き得うるほどに進化していったのです。まるで倒たおした敵の力を、己に……《融ゆう合ごう》させていくように」

「倒して、《融合》？　な、なんか、レベルアップしていくみたいですね」

「はい。ですが結城勇海くん、あなたにも、覚えはありませんか？　あなたが〝許嫁いいなずけ〟さんを《吸精》した事によって……彼女達の力を、扱あつかえるようになったはずです」

「!?　それは、確かに……でも、じゃあ、その《融合》の力を、俺が持ってるのって」

　勇海のたどたどしい問いかけに、学園長はすぐには答えない。ただ、《魔王》と《勇者》の真実について、《エルフの賢けん者じや》の記憶を元に、こう締しめくくってきた。

《魔王》や《勇者》というのは、後に人々が、それらしい呼こ称しようを取ってつけたに過ぎない。彼らは元々、その特とく徴ちようを指して、別の呼び方をされていたのだ。




《魔王》は亜人、人と魔の〝間の王〟──即すなわち、《間王》であり。

《勇者》は、〝融合の力を持つ者〟──即ち、《融者》なのだ、と。

　そして、その二つに酷こく似じした力を持つ、結城勇海の真実は。

　──《魔王》と《勇者》の末裔である、ということ──




　学園長が述べた言葉に、その場にいる誰もが沈黙していた。しかし学園長は、《エルフの賢者》たる彼女は、その口を休ませはしない。

「この宝石に籠められた術式は、持ち主の血族たる者にしか再生できないようになっていた事が、我々エルフには分かります。結城勇海くん、あなたが宝石に触れた事で、この術式が起動したという事実こそ……あなたが《勇者》様の末裔でもある証しよう拠こなのです」

　とうに映像を流し終えていた宝石は、あれほど鮮あざやかな赤だったのが噓うそのように、輝かがやきを失い色褪せていた。学園長はその宝石を見つめながら、

「これは《勇者》様の仲間だった者しか知らない事実ですが、《魔王》と《勇者》様は互いがそう呼ばれる以前、幼おさな馴な染じみ同士で、互いを想おもい合っていたそうです。《勇者》様が《魔王》を討ったのは、そのケジメと思っていましたが……討ったのではなく、彼女の暴走を止め、二人でこの地まで逃のがれてきたのですね。ようやく……納なつ得とくが、出来ました」

　視線を上げ、穏おだやかな目で見つめてくる学園長が、確信を持って口を開く。

「《真の救世主》は別にいる、《救世主》様は、そう仰おつしやいました。そして、こうも言い残されたのです『私の一族を、見ていてください。必ず一目で分かる、合図があります』と。その後、女性しか生まれない亜人である《魔王》の血を引く、女系家族の一族から、唯ゆい一いつの男性である──結城勇海くん、《吸精》と《融合》の力を持つ、あなたが生まれたのです。そう、つまり」

「…………」

「《真の救世主》とは──やはり、あなたの事──！」

「──いいえ、学園長。俺は、そうじゃないと思います」

　勇海は、即そく座ざに否定した。すると、学園長は面めん食くらいながらも問いかけてくる。

「えっ……な、なぜです？　なぜ、そう言い切れるのですか？」

　学園長は戸と惑まどっていたが、否定した勇海は、確信を得ていた。自分でも不思議なほどに、己の先祖たる彼らの想いが、すんなりと理解できる。

「百年前の《救世主》さんが、なぜ俺達を〝許嫁〟にして……ここを訪ねさせるよう、学園長に言ったのか。千年も前のご先祖様が、なぜこんな映像を残して、俺達に見せたのか。それは別に、俺が《真の救世主》だとか、そんなコトを伝えたかったワケじゃないと思います。そもそも俺、下手したら暴走しちゃいますしね」

「い、いえ、ですがそれは解決策があって、現にあなたは暴走なんて──」

「ええ、その通りです。だから正確には、もし《真の救世主》なんてモノが存在するとしても──それは、〝俺だけじゃない〟」

　言いながら勇海は上を向き、《黒い太陽》を見つめ、言葉を続ける。

「あの《黒い太陽》は──千年前に世界を滅ぼしかけた《魔王》の力を切り離はなして、封ふう印いんしたものなんだ。きっと、そうするコトしか出来なかったんだ。いつかの未来、あの《黒い太陽》を何とか出来る存在が……《真の救世主》が、誕生するまで」

　そう言い切った勇海に、けれどミリィは不安そうな声を発してきた。

「で、でも勇海ちゃん……あの《黒い太陽》は、あれ以上の力でないと、破は壊かいできないんですよ？　暴走したエイミさんでも、恐おそらく歯が立たないのに、どうやって……」

「ああ、そこまでは俺も、ミリィと同じ考えだ。けど……どうすればイイのか、分かったんだ。なあ──皆！　今から一つ、〝お願い〟を聞いてほしい！」

　勇海が突然に話を振ふると、彼女達は『？』と首を傾かしげ、黙だまって次の言葉を待っていた。勇海は、小さく深呼吸してから、彼女達に向けて口を開く。




「皆の力、俺に少しずつ、貸してほしい──《吸精》、させてほしいんだ」




　　　　■■■




　勇海の〝お願い〟を、その場にいたクラスメイト達は、驚くほどあっさりと受け入れてくれた。言っておいて何だが、本当に良いのだろうか、と勇海も少し躊躇ためらう。

「皆、俺の頼たのみを聞いてくれて、ありがとう……けど、ホントにイイのか？　だって俺、ロクに説明もせず──」

「はあ……何言ってんのよ、今さらすぎるわよ、勇海」

　言葉を遮さえぎってきたのは、アン。一歩前に踏ふみ出してきて、強気な口調で言ってくる。

「まどろっこしい説明とか、必要ないってのよっ。アタシ達はアンタのコト、ちゃんと信じてるから──さっさと、やんなさいっ」

「！　アン……ああ、ありがとな。それじゃ……」

　勇海も一歩前に出て、アンの眼前に立つ。一いつ瞬しゆん、きゅっ、とアンの肩かたが強こわ張ばったのが見えて、勇海は穏やかに彼女へと語りかけた。

「アン。いつもしっかり者で、皆のコト考えててくれて、ありがとな。《ゾンビ》だとか気にする繊せん細さいさもあるけど……そういうトコもひっくるめて、それはアンの魅み力りよくなんだ」

「！　な、何よ、急に……は、恥はずかしいでしょーが、もおっ！」

「そうそう、そういう恥ずかしがりなトコもな。いつも、ありがとな……チュッ」

「あうっ！　ん、んんっ……きゅ、きゅう♡」

　アンの額に口づけ、《吸精》すると、彼女は小さく声を漏もらし、その場にへたり込んだ。

　そして、次はすぐ傍そばにいた来夢の前に立ち、軽く笑いかける。

「来夢。来夢は自分が《スライム》だから弱い、っていうコトがあるけど……俺は、そんなコトない、って思う。家事を頑がん張ばって、勉強も頑張って、皆のために、俺のためにも頑張ってくれる。そんな頑張り屋な来夢は、誰だれよりも強いコだって、俺は思うよ」

「勇海さん……いいえ、当然ですっ。わたしは勇海さんの……《スライム嫁よめ》なので♪」

「ははっ、そっか。……ずっと一いつ緒しよにいるって約束、ちゃんと覚えてるからな。チュッ」

「う、ゅ！　はい……約束、ですからねっ……ぷるるぅ……♡」

　来夢の額からも《吸精》する、と、間かん髪ぱつ入れず、ルゥが勇海の前に降り立った。

「よ、っと。さー、いさみ、次はルゥから……吸っちゃうのだ。ちゅー、っとな？」

「そ、そうだな。……ルゥも、ありがとな。なんていうか、ルゥはいつも、思いがけないカンジに俺を驚かせてくれる、っていうかさ。一緒にいて、ホント飽あきないよ」

「ふっ、当然だ。ルゥはいつも、いさみのそば、いてやる……〝孤こ高こう〟としてなっ♪」

「もう〝孤高〟は本気で良く分からないけど……それが、ルゥなんだよな。チュッ」

「んっ。は、はぅんっ……がんばれ、いさみ……るっ♡」

　額に口付けられ、くてん、と脱だつ力りよくしたルゥが、ふらふらと後ろに下がる。それと入れ替かわりに、ユニが堂々と胸を張って、勇海の前で腕うで組ぐみした。

「ふっ……さあ、勇海殿どのよ。次は私だ！　遠えん慮りよなく、褒ほめまくるが良い──！」

「ユニ。ユニは……あー、うーん…………あんまり処女処女って、言わないほうが……」

「わわ私だけ何か雰ふん囲い気きちがーう!?　何かもっと、こう……くっ、褒めそやせっ!?」

「ご、ごめんごめん！　まあ確かにユニは、貞てい操そう観念が高いんだか低いんだか、よく分からないけどさ。そういうトコも、ユニの個性だよ。チュッ」

「ふぉ、フォローになってな……あっ。く、くうっ……許すぅ……♡」

　額の角は避さけ、頰ほっぺに口付けると、ユニはいつもの妙みような口くち癖ぐせと共に膝ひざを突ついた。

　次に、勇海の頭上から影かげを落としてきたのは、長身なカナ子。

「カナ子さん。《鬼オーガ》の力のせいで、色々な物を壊こわしちゃうコトはあるけど、カナ子さんが誰よりも寛かん容ようで優やさしい心を持った子なのは……ちゃんと、分かってるから」

「うふふっ……ありがとう～。勇海くんに、そう言われるの……一番うれしいわ～♪」

「ちょ、ちょっと照れ臭くさいけどさ。けど、本心だからな？　チュッ」

「んっ。う、ふふ～……やっぱりこれ、素す敵てきだわ～。また、してね～♡」

　背の高いカナ子の首筋に口づけると、力の強さゆえか《吸きゆう精せい》されても倒れまではしなかったカナ子が、よろめきながらもユニを回収してくれた。

　直後、音もなく勇海の後ろに立っていた《キラー・ラビット》の少女が、声を発する。

「イサミさん。ワタシ、《超ちよう敏びん感かん体質》だけど……遠慮、いらないわ。大切な時、だもの。思いっきり……して？」

「ミミ。ああ、分かった。ミミは、基本的にはクールな子だけど……ホントは可愛かわいいトコがたくさんあるの、知ってるからな。絶対、イイお嫁さんになるぞ。……チュッ」

「は、ぁんっ……！　そ、そう、そうね……ガンバル、わ♡」

　やはり口付けた瞬間、びくっ、と一ひと際きわ強く体が跳はねたが、ミミは気き丈じように微笑ほほえむ。

　と、カーミラが勇海の前に立ち、優ゆう雅がに微笑む……が、顔は林りん檎ごのように真っ赤で。

「か、カーミラ、大だい丈じよう夫ぶか？　顔真っ赤だし、イヤなら無理しなくても──」

「い、イヤじゃありませんわっ！　もぉ、イサミ様はちょっぴりデリカシーに欠けますわよっ。華か麗れいなる《ダムピール》たるわたくしに、恥はじをかかせないでくださいませっ」

「わ、悪い悪い。えっと、じゃあその……失礼いたします、お嬢じよう様さま。チュッ」

「ん、ふっ……そ、そうそう、それでよろしいのですわ……ステキ、ですわよ♡」

　優しく手を取り、すべすべの手の甲こうに口付けると、カーミラは満足そうに笑う。

　最後に、大きな宝箱からは、珍めずらしく小匣が思い切り身を乗り出してきていた。

「小匣。えっとな、人間色々と、好き嫌きらいはあると思う。けどな、引きこもったり、ダラダラしてばっかじゃダメだぞ？　たまには、お外に出てだな──」

「おとんかっ。いさみんは、おとんかあっ。も～、いさみん相変わらず、女心わかってないよ～。こんなときに説教とか、ありえないんですけど～、も～」

「いや、普ふ段だんなかなか聞いてくれないから、つい……っと、ごめんな。チュッ」

「ふ、にょっ!?　う、うう～、おのれ、いさみんめ～……ふ、ふいうち～……♡」

　ふらふら、と小匣が宝箱の中で尻しり餅もちをつくと、パタン、と蓋ふたが閉まってしまう。

　これで、この場にいる〝許嫁いいなずけ〟達、全員から《吸精》させてもらった。静かに目を閉じ、皆みんなから貰もらった魔ま力りよくを感じるよう、集中する。

（皆から、借りた魔力を──勇者の《融ゆう合ごう》の力で、融とけ合わせる。暴走しないよう、慎しん重ちように、落ち着いて、集中して……っ！　う、ぐっ！）

　勇海の体を襲おそう、焼けるような熱さ。黒色の魔力が滲にじみ出し、暴走するのを必死で抑おさえ込もうと苦しみ悶もだえる勇海に、来夢が心配そうな声を上げてくる、が。

「い、勇海さんっ、大丈夫ですかぁ！　し、しっかり──」

「──お兄様っ！　渚から、《吸精》してくださいっ！」

「!?　な、渚さんっ、なにを？」

　来夢の隣となりから飛び出してきた渚が、膝を突いた勇海に、屈かがんで目を合わせてくる。

「渚は《魔ま王おう症しよう候こう群ぐん》ではありませんし……お兄様の妹ですから、お兄様に馴な染じむ魔力を持っているはずです。渚の魔力を吸って、中和剤ざいにしてくださいっ」

「な、渚……けど、イイのか？　兄妹きようだいなのに、そんな」

「いいんですっ。いえ、むしろ……兄妹だからいいんですよっ、馴染みますからっ。さあ、お兄様……妹に遠慮なんてせず、どうぞ！」

「そ、そっか？　……分かった、渚、ありがとうな。チュッ」

「あっ。……ひゃ、ひゃあっ……い、いいんです、よ……おにい、さま♡」

　ふらっ、と後ろに倒たおれそうになる渚は、来夢が慌あわてて支えてくれる。

　そして勇海は、渚が言ったその通りに、魔力が落ち着くのを感じていた。

　今なら、出来る。内にある皆の魔力をコントロールし、一つにする事が、出来る。

「《真の救世主》が、ホントにいるっていうのなら、それは俺のコトじゃない。いや、誰か一人だけを指す言葉じゃない。ここへ来て、俺はようやく、それが分かった」

　黒色の魔力は、勇海の体の中に、瞬またたく間に吸収されていく。焼けるような熱さも、体内で陽ひだまりのような温かさに変わり、〝許嫁〟達の魔力を感じつつ、勇海は叫さけんだ。




「俺達〝許嫁〟、全員ひっくるめて──《真の救世主》なんだ──！」




　勇海の体が、白色の閃せん光こうを放つ。凝ぎよう縮しゆくされた魔力が、頭の先からつま先、髪かみの毛先から指先まで行き渡わたり、勇海を強くしてくれている。

〝許嫁〟達が──勇海を、支えてくれている。

　そして今、最後に勇海の前に立ったのは、光り輝かがやく《金竜》の娘むすめ。

　真っ直すぐに見つめてくる、エイミ＝ドラコ＝エクリシアを──勇海も真っ直ぐ見つめ返し、出来る限り優しく語りかけた。

「エイミ。いつも、誰よりも一直線で……ビックリさせられるコトも、多いけどさ。でも、そんなエイミの真っ直ぐさが、俺には眩まぶしく思えるよ」

「い、イサミ？　それ、って……私が《金竜》で、ちょっと光ってるからじゃ？」

「ぶ、物理的な意味じゃなくってさ。……ぷっ、ははっ。ほら、こんな時でもいつもの調子だし。エイミには、ホントに敵かなわないな、って思うよ」

「そ、そんな事ないぞっ。私だって、イサミには敵わないんだからなっ。……ふふっ」

　負けじと『敵わない』を応おう酬しゆうしてきたエイミが、自分でもおかしかったのか、小さく噴ふき出す。すると、次の瞬間には口を寄せてきて、口づけを促うながしてきた。

「さあ……《吸精》してくれっ。イサミの中から、皆の魔力を感じるぞ。私の力も持っていけば、あんな《黒い太陽》くらい──」

「あ、いや。それなんだけどさ……俺じゃ皆みたいには、魔力を複雑に扱あつかえないんだ。単純に凍こおらせるとか、飛んだりは出来そうなんだけど。そう……俺じゃ、ダメなんだよ」

「へっ？　……そ、そうなのか？　でも、それじゃどうする気で──」

「ん、だから、さっきも言った通りでさ。《真の救世主》は俺じゃないし……一人じゃできない、ってコトかな。……チュッ」

「よ、よくわかんない──あ、わっ♪　……んっ？　《吸精》じゃない……──！」

　勇海はエイミを、吸う──のではない。正しくは、注ぎ込んだ。己おのれの内にある、クラスメイト達から借り、凝縮させた魔力の結けつ晶しようを。

「急でごめんな、エイミ。けど、大丈夫だから。今だけでイイ、俺を信じて──」

「──何も言うな、イサミ。分かってる……今だけなんて、水みず臭くさいぞ？」

「！　エイミ……」

　その時、彼女の体を、禍まが々まがしい黒衣が覆おおい始めた──いや、違ちがう。その黒衣は瞬く間に変化していき、その身から溢あふれる《魔王症候群》の魔力も、明らかに変質している。

「私はイサミを、いつだって──信じてるんだからっ──！」

　それはもはや、《魔王》ではない──けれど、《エルフの賢けん者じや》でさえ、それを何と呼べば良いのか分からないようだ。

「これは《魔王》……ではない。この力は、もはや《大魔王》と呼んでも過言では──」

「──違う。私は、そんなツマラナイものじゃない」

　ぴしゃり、あっさりと断たち切るように言ったのは、エイミその人。

「私は《金竜》でも、亜あ人じんでも……問題児でも、《魔王》でもない。《大魔王》なんかでも、ない！　私は、私だ。私は、ただ一人……地上最強のッ──！」

　あれほど誇ほこりにしていた《金竜》さえも、今は違うのだと──大きく息を吸い込んだエイミが、何よりも大切にする言葉と共に放った、その力は。




「イサミのっ──《ドラゴン嫁》だあぁぁぁ──!!」




　刹せつ那な、眩まばゆい閃光が、薄うす暗ぐらい洞どう窟くつ内を切り裂さいた。エイミは今、黒衣ではなく、光り輝く衣こともを身に纏まとい、まるでそこに太陽が現れたように、全すべてを照らし上げていた。

　圧あつ倒とう的な存在感を放つエイミが、首を上げ、《黒い太陽》を見つめると。

「さて、行くか。──はっ！」

　何気ない一言と共に、光の翼つばさを背に形成し、飛ひ翔しようした。一いつ瞬しゆんで《黒い太陽》と中空で対たい峙じしたエイミが、深く息を吸いこみ、大きく口を開く。

「すうっ──滅ほろびろ！」

　エイミが細い《金きん炎えん》を練り上げて紡つむいだ金の竜が、一筋の〝光〟となって飛び立ち、《黒い太陽》の中心を貫つらぬく。封ふう印いんごと穿うがたれ、《黒い太陽》にぽっかりと穴が開いたのを見て、ユニが《吸精》による疲つかれを表情に浮うかべながらも、辛かろうじて声を上げた。

「エイミ殿どの、何て凄すさまじい力だっ……あの《黒い太陽》に、大穴を開けたぞっ!?　これは、もしかして……くっ、やったか!?」

「いいえ、まだですわっ……あれを見ますのっ！」

　カーミラが《黒い太陽》を指さすと、ぽっかりと開いた穴を塞ふさぐように、黒い影が渦うずを巻く。元通りになる、と思いきや、それだけでは終わらなかった。

「っ。え、エイミさん……避よけてくださいっ！」

　来夢が叫ぶのとほぼ同時に、《黒い太陽》から黒色の炎ほのおが放たれた。触ふれるだけで全てを破は壊かいするような、《金炎》にも匹ひつ敵てきしかねない炎が、エイミを襲おうとする。

　けれど、そうはさせるかと、勇海は全速力で飛び立った。

「っ、おおおっ──凍れッ！」

　一声と共に勇海は黒色の炎に突とつ撃げきし、己の内にある魔力を解放して、氷こおり漬づけにしてみせた。この光景を見て、ミミが声を上げてくる。

「あれは温泉の時と、同じ……いいえ、今のイサミさんは、コントロールできてるっ。《黒い太陽》の反はん撃げき、しっかりコロせてるわ。……だけど、それだけじゃ、ダメみたい」

　ミミの言う通り、《黒い太陽》は依い然ぜんとして、そこに存在している。誰だれもが焦しよう燥そう感かんを覚える中、それでもエイミと、そして勇海は、勇ましく立ち向かった。

「一撃で破壊できない事くらい、分かってた。それなら何度でも、完全に破壊できるまで、やるだけだ。そうだよね──イサミっ！」

「ああ、もちろんだ！　行くぞ──エイミ！」

《金炎》を身に纏まとったエイミが、時には切り裂くように、時には砕くだくように、立て続けに力を行使する。だが、《黒い太陽》はそのたびに、それ以上の力でエイミに反撃した。

　一方、勇海も《黒い太陽》が反撃してくるたびに、〝許嫁〟達の力を行使し、エイミを守り続ける。一進一退の攻こう防ぼうを続ける中、ミリィが声を上げてきた。

「エイミさんが攻撃を加え続けてくれた事で、分ぶん析せきが出来ました──《黒い太陽》は、膨ぼう大だいな魔力の集合体です！　肉体という器うつわを持たない魔力は不定形のため、単純な攻撃だけで破壊するのは困難……あの《黒い太陽》を完全に破壊するには、エルフの魔術によって、魔力を固定化させる必要があるのですが……」

「エルフの魔術？　じゃあそれって、ミリィになら出来るのか？」

　勇海が戦いながら問いかけると、ミリィは沈しずんだ表情を浮かべてきた。

「……ごめんなさい。その魔法技術は、大昔に失われてしまっているのです。あるいは、《エルフの賢者》たるお母様になら、可能かもしれませんが……」

　そんなミリィの言葉に、当の《エルフの賢者》である学園長は、首を横に振ふっていた。

「いいえ。私の力では、あの《黒い太陽》を抑える事は出来ません。魔力を感じる力に優すぐれた貴女あなたなら、私の力が《黒い太陽》に及およばないのは、もう分かっているでしょう？」

「っ。は、はい……うう、では、どうすれば──」

「ですが、ミリィ。長いエルフの歴史の中でも、トップクラスの素質を持つ貴女になら、出来るわ。あの《黒い太陽》の魔力を感じ取る事が出来た、貴女にならね」

「!?　わ、私になら？　けど、どうやって……？」

「ふふっ、さっき言ったでしょう？　《エルフの賢者》は、記き憶おくを次代に受け継つがせる事が出来る、と。その記憶の中から、《エルフの賢者》の魔法技術を、貴女に授さずけるわ」

　そう言った学園長に、勇海は少しだけ驚おどろき、浮かんだ疑問をそのまま口にした。

「が、学園長、それって……ミリィが《エルフの賢者》になる、ってコトですか？」

「あら、結城勇海くん。……ふふっ、いいえ？　私が授けるのは、《エルフの賢者》の魔法技術だけよ。《エルフの賢者》になるためには、自分という私心を排はいし、〝世界のため〟だけに尽つくさないといけないの。今のミリィには、残念ながら難しい事だわ」

「そ、そうなんですか？　けど、それって、どうして？」

「ふふっ、どうしてかしらね。ねえ、ミリィ……ふっ！」

　学園長が言葉を送るのと同時に、彼女の指先から一筋の光が奔はしり、ミリィの額に届く。

「っ!?　う、ああっ……あっ──！」

「ミリィ!?　だ、大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

　暫しばしミリィは苦しそうに呻うめいていたが、直後には母から受け取った言葉に微笑ほほえんで、《黒い太陽》を見上げつつ、勇海に声を放ってきた。

「……勇海ちゃん、学園長の言う通り、私はもう〝世界のため〟だけに生きる事は、出来なくなっちゃったんです。だって私は、昔から……勇海ちゃんと出会った、あの日から」

　かっ、と閃光を放ったミリィが、声こわ高だかに叫んだのは、彼女の真実の想おもい。




「私は──〝勇海ちゃんのため〟の、ミリィ＝エルフレアなんですからっ──！」




　その一声と共に、ミリィの体から、膨大な魔力が立ち昇のぼる。具現化された魔力の柱が、《黒い太陽》めがけて、一直線に飛翔すると。

《黒い太陽》の中心に、まるで杭くいを打ったように、突つき刺ささった──！

「！　よし、今ならっ……イサミ、きてっ、イサミっ──！」

「ああ、分かってる──終わらせるぞ、エイミっ！」

　中空で静止したエイミの元に、勇海は一直線で向かい、彼女の肩かたを抱だく。

　しかしその時、ぼこっ、と《黒い太陽》の一部が膨ふくらみ、ルゥが大声を上げた。

「二人とも、危ないっ──よけろっ！」

　ルゥの声の直後、《黒い太陽》から、大波のような魔力が溢れ出す。触れれば一瞬で押し流されるような、その異常な力に、隙すきを突かれた勇海とエイミには為なす術すべもない。

　だが、しかし──そんな勇海達を守っていたのは、《結界》だった。それを張っていた張本人であるアンが、額から聖なる輝きを放ち、声を上げる。

「《全能》の《生命の樹セフイロト》──不死と神聖を司つかさどる、〝ゾンビで聖女〟なアタシの、とっておきよ。さあ、エイミ……勇海！　思う存分、やっちゃいなさいっ！」

　ぐっ、と拳こぶしを突き上げるアンに、勇海とエイミは笑って返す。

　そして今度こそ、《黒い太陽》と向き合い、今までで最大の力を繰くり出そうとする。

「エイミ、俺がエイミを支えて、皆みんなの力をコントロールする。だからエイミは、思いっきり──俺達の力を、ぶつけてやれ！」

「ああ、イサミっ。ここにいる、皆の……イサミの〝許嫁いいなずけ〟達の力を背負って、今、私は全てを超こえる……イサミと一いつ緒しよなら、地上最強をも、超えられる！」

　それは《金炎》とは異なる輝かがやきを持つ、《金竜》を超えた、エイミだけの炎。

　いや、違う──それは、〝許嫁〟達の炎──！




「──《虹こう炎えん》──！」




　薄暗い洞窟内を、虹にじ色いろの炎が、色いろ鮮あざやかに照らし上げた。ブリッジのように弧こを描えがいた《虹炎》の奔ほん流りゆうが、《黒い太陽》を包み込み、その姿を見えなくする。次々と放たれ、圧縮されていく《虹炎》は、杭を穿たれた《黒い太陽》と共に。

　まるで最初から、何もなかったかのように──虚こ空くうへと、消え去ってしまった。

　しん、と静まり返る洞窟の中で、ミリィが小さく声を漏もらし、学園長に問いかける。

「これ、は……《黒い太陽》は、本当に、消えてしまったんですよね？」

「ええ──跡あと形かたもなく、消えてなくなりましたよ。ミリィなら、分かるでしょう？」

「は、はい。あれほどの魔力が、完全に、なくなっています。では……封印が解けるとか、世界を滅ぼすかもしれない、という心配も……もう、しなくて、良いんですよね？」

「はい、その通りです。そんな心配は、もう──いらないはずです」

　千年前の、勇海のご先祖様達が残した、滅びの災さい厄やくは──こうして、消えてなくなった。これにて大団円、と皆が胸を撫なで下ろそうとした、その時。

「ンっ？　えっ……じ、地じ震しん？　いえ、これって……きゃっ!?」

　いち早く気付いた《超ちよう敏びん感かん体質》のミミが、続けて悲鳴を上げると、ごごご、と大地が揺ゆれ始める。しかし、これはどうやら地震ではないと、学園長が口を開いた。

「これは……洞窟自体が崩ほう落らくし始めているようですね。なるほど、先ほどの《黒い太陽》を覆おおっていた強固な封印は、同時にこの地形を保つ柱の機能もしていたのでしょう」

「いや冷静に分析してる場合じゃないでしょ!?　は、早く逃にげなきゃっ……」

　アンは慌あわてた声を上げているが、しかし──つい先ほど大仕事を成し遂とげたエイミと共に、勇海は皆の前に降り立ち、声をかける。

「大丈夫だ、皆。俺もエイミも、まだまだ力は有り余ってるからな」

「い、勇海さん？　力は有り余ってる、って……あ、あの、まさかぁ──」

　不安そうにする来夢に、勇海に代わって、エイミがにこやかな笑え顔がおと共に言い放つ。

「もちろん──天てん井じようを、ぶち抜ぬく！　さあ、私とイサミに、しっかり摑つかまれっ！」

「一発で、ここから飛び出すぞ！　──それっ！」

　全員が互たがいに手を取り合い、摑まってくるのを確かく認にんし、勇海がエイミと共に《虹色》の飛翔を遂げると──宣言通り天井をぶち抜き、見事に脱だつ出しゆつを果たしてみせたのだった。




　　　　■■■




　人魔の友好を成した約束の丘おかは、ここへ来た時とは全く違ちがう、もはや破壊の痕こん跡せきのみが目立つ様相を呈ていしていた。勇海とエイミが天井をぶち破って脱出した事もあるが、しかし洞どう窟くつが崩落し始めていた時点で、こうなる運命には変わりなかっただろう。

「やったなイサミっ、見事に皆を助けられたぞっ♪　私、えらい？　えらいっ？」

「ああ、我ながら、かなり力ちから業わざって感じだったけど……エイミのおかげで、助かったよ。うんうん、えらいぞ、よしよし」

「ふあっ。え、えへ、えへへぇ……い、イサミも、カッコよかったぞっ♪」

　エイミに《融ゆう合ごう》させたクラスメイト達の力は、既すでにエイミの中からは消えてしまっている。勇海のように能力が残り続ける、という訳ではないらしい。

　勇海は勇海で、皆から借りた力は、体の中で〝融合して〟落ち着いていた。

　それにしても、助かったのは、確かに良かったが──あの丘で見た景色がなくなったのは、少し残念な気もしてくる。

　けれど、そんな勇海の耳に、アンの声が届いてきた。

「きゃっ？　あ、雨……じゃ、ない？　これって……雪？」

　アンに釣つられて見上げると、確かに上空から、ちらほらと雪が落ちてきていた。秋の終わり頃ごろ、冬の始まる頃とはいえ、少し早すぎる気はした、が。

　降ってくる雪を見つめながら、来夢とミリィが、感かん嘆たんの声を漏らす。

「わ、わあっ……夜空で雪が、踊おどってるみたいです……」

「キレイ……本当に、キレイですね。こんな光景が……まさか研修旅行の最後に見られるなんて、思いもしませんでしたっ♪」

　ミリィの言う通り──あの丘で見た景色が、なくなって。けれどその直後に、こんな光景が見られるなんて。

「……そうだよな。ご先祖様達が見てきた景色とは、違う。これからは、俺達が……俺達なりに、新しい景色を見て……新しい景色を、作っていくんだ」

　独りごちるように呟つぶやいた勇海の言葉に、〝許嫁〟達は微笑み、頷うなずいてくれる。
















　そして最後にエイミが、和なごやかな微び笑しようを浮うかべつつ、勇海に促うながしてきた。

「さあ、イサミ。そろそろ、行こう？　私達の場所に……帰るべき、あの場所にっ」

「！　エイミ……ああ、そうだな。よーしっ！」

　三泊ぱく四日の、研修旅行──エイミ達いわく〝研修ハネムーン〟は、決して順じゆん風ぷう満まん帆ぱんだったとは言えない。最初から最後までトラブル続きで、大変な事件も起こった。

　けれど、大切な人達と共に、たくさんの事を学び、絆きずなを結んだ。それは何よりも尊く、かけがえのない事で。

　勇海は、そんな彼女達に向けて、出発した時と同じように、大声で先導する。

「さあ皆、帰ろう！　──俺達の家にっ！」

「「「──お───っ♡」」」

　声を揃そろえてくる、大切な彼女達と共に──勇海は、帰き途とにつくのだった。








エピローグ









「……ふう。ようやく帰ってこれたんだな、俺は……いや、俺達は。皆の、家に」

　応接間のソファに腰こしかけていた勇いさ海みが、感かん慨がい深さをそのまま言葉にした。

　三泊四日の研修旅行を終え、勇海達は寮りように帰り、それぞれが思い思いに羽を伸のばしている。さすがに大変な事が起こり過ぎたため、暫しばらくは皆、大人しい……と、思いきや。

「──イッサミ───ッ！　ねえねえ、かまってかまってっ♡」

「お、おわあっ!?　え、エイミ、いきなり抱だき着いて来るのはダメだってば!?」

　エイミを筆頭に、ほとんどの〝許嫁〟達は、疲つかれなど知らぬといった様子。研修旅行に赴おもむく前と、ほとんど変わらぬ……いや、むしろ前以上の元気さを見せてくれていた。

　けれど、そんな元気すぎる〝許嫁〟達の中で、最も輝いているのは彼女だろう。

「勇海ちゃんの〝許嫁〟……私も正式に、〝許嫁〟……〝エルフ嫁よめ〟……うふふっ♪」

「お、おお……ミリィ、俺がこんなコト聞くのも、本当にどうなんだって感じだけど……そ、そんなに嬉うれしいのか？」

「もっちろんですっ！　うふふ～、勇海ちゃん……いえいえ、ここは……あ・な・た？　むむ、悪くないですけど～、やっぱり……勇海ちゃんっ、ですね、えへへっ♡」

　帰ってからずっとミリィは、ぱあああっ、と謎なぞの後光が差している気がする。彼女の母である《エルフの賢けん者じや》から、ミリィも勇海にとって、必要な存在だと認にん識しきされ──結果として正式に、勇海の〝許嫁〟となったのだ。

　もしかしたら学園長の〝親心〟もあったのかもしれない。何はともあれ、ミリィは幸せそうだし、それはそれで良しとしよう。

　と、部屋の隅すみに鎮ちん座ざしていた宝箱から、小こ匣はこが顔を出し、軽く溜ため息を吐つく。

「は～あ、エイミンも、ミリリンも、あいかわらずだよね～……ま、いさみんも大変だね、ってことで～……あ、いさみ～ん、冷蔵庫からオレンジジュース取ってきて～」

「大変な一因は、小匣にもあるんだけどなぁ……ちょっと今、手が離はなせないから、ちゃんと自分で取ってきなさーい」

「ちぇー。いさみんの、いけずめ～……ぶー、ぶー」

　ぶーたれながら、小匣は宝箱に引きこもっていった。ジュースは取りに行かないらしい。エイミに抱き着かれながら、軽く呆あきれる勇海だが、膝ひざの上から声が聞こえてきて。

「……こらー、いさみっ。手が止まってるぞ？　ちゃんとルゥを、ナデナデするんだっ」

「お、おおっ。ごめんごめん。よしよーし、気持ちイイのは、この辺か？」

「んん、あぅんっ。んむ、よい～……〝孤こ高こう〟のぐっじょぶだ……♪」

「私が言うのも何だが、イサミ、色々麻ま痺ひしてきてないか？」

　ルゥが膝の上でくつろぐ光景が、当たり前になってきている勇海としては、エイミの指し摘てきには、ちょっぴり首を傾かしげざるを得ないところである。

　しかし、ここでユニが何やら激げき昂こうしつつ、ルゥに詰つめ寄って行った。

「こらっ、ルゥ殿どのぉ！　また勇海殿の部屋に、ルゥ殿用のクッションを持ち込んでっ……それを理由に勇海殿の部屋に居座ったり、一晩過ごそうとするのは止やめろと言ってるだろうっ！　男は狼おおかみなんだぞっ！　あっ、ルゥ殿も狼だった！」

「うー、ユニは相変わらず、やかましい……ルゥは退散するぞ。〝孤高〟のスタコラだ。ではいさみ、また後でなー」

「こらっ、ルゥ殿、待てぇーっ！　くっ……逃がさんぞぉ[image: ～][image: ～][image: ～]っ！」

　応接間の中を、どたばたと走り回るルゥとユニは、なかなかに騒さわがしい。そんな彼女達を見つめ、溜め息を吐くのは……ダークエルフの養護教きよう諭ゆと、エルフの担当顧こ問もん。

「やれやれ、相変わらずだな、全く……貞てい淑しゆくな振ふる舞まいを心がけねば、ユウキくんの〝許嫁〟として恥はずかしいぞ？　なあ、ティティ先生？」

「ほあっ!?　そそそうですね!?　ま、全くー、わたし達、大人の……い、い……許嫁が、ちゃんと先導せねばと、そういう塩あん梅ばいでございますわねー!?」

「ティティ先生、自然に、自然に。ミリィが〝許嫁〟に認められたのを機に、何食わぬ顔で仲間入りする計画だろう。ほら、落ち着いて、さも当然のような顔で居座るんだっ」

　何やら恐おそろしいような、そうでもないような計画が、着々と進行中らしい。

　と、そこでこの騒がしさに、今度こそ正しくツッコんでくれる声が現れる。

「もう、騒がしいわ……ワタシ、お料理中なのに」

「！　あ……み、ミミ」

「？　イサミさん、どうかした？　ワタシのコト、ジッと見て……」

　きょとん、と首を傾げるミミは、長い銀ぎん髪ぱつを束ね──エプロンを身に着けていて。

「いや、ミミのエプロン姿……すごく似合うな、と思って」

「えっ？　……ほ、ホント？　その……お嫁さん、みたい？」

「お、お嫁さんっぽさは、良く分からないけど……うん、そうだな。今のミミが台所に立ってる姿は、なんか……幸せな感じがする、っていうかさ」

「……そ、そう……ふ、ふふっ。じゃあワタシ、お料理に戻もどるわ……ダンナサマ♡」

　頰ほおを赤らめ、ミミにしては珍めずらしいウインクを飛ばしつつ、台所へ戻って行く。氷の能力の使い手とは思えないほど、勇海の顔を熱くさせながら。

　と、そんなミミの声が、台所の奥側から聞こえてきて。

『……冷蔵庫、トマトジュースとケチャップだらけなのは、なぜ？　頼たのんでたお使いは、どうなったの？　……カーミラさん？』

『ちちち違いますの、これは妖よう精せいさんの悪戯いたずらですの！　わたくしには決して、身に覚えがございません、といったところでしてっ……ま、誠まことに遺い憾かんですのー！』

『問答無用。さあ、カーミラさん……己おのれの罪、数えなさい、ね？』

『い、いーやー!?　イサミ様、助けてですのーっ!?』

　台所から悲鳴が聞こえた気はするが、きっと気のせいだな、と勇海は目を閉じた。

　だが、そのせいで勇海には、見えなかった──ただ、たぷんっ、たぷんっ、と非常に柔やわらかく弾はずむ音が、聞こえてくるだけで。

「勇海く～ん♪　お風ふ呂ろのお掃そう除じ、終わったわ～♪」

　その存在が目の前に立って、ようやく勇海は目を開き……思い切り噴ふき出した。

「──ぶ───っ!?　ちょ、か、カナ子こさん……何で水着姿なんだ!?」

「え～？　だってだって、私、不器用だから～……濡ぬれちゃうかもしれないし、それなら水着で、って思ったの～。何か、変だったかしら～？」

「い、いや、理り屈くつを聞いたら、不思議と変じゃない気がしてきたけど……そ、それならそれで、掃除が終わったら、着き替がえてから来るべきじゃない!?　ここ応接間だしさ！」

「あ、そうよね～……私、勇海くんに少しでも早く褒ほめて欲しくて、つい～……うっかりしてたわ～。しょぼ～ん、しょぼ～ん……」

「う……そ、そんなに、しょげなくても……わ、分かったよ！　掃除してくれたのは、確かだし……カナ子さん、えっと、ありがとな？」

「！　あらあら～……いいのよ、うふふ～♪　勇海くんに褒められて、嬉しいわ～♪」

　しょげて項うな垂だれていたはずのカナ子が、勇海が頭を撫なでて労ねぎらうと、あっという間に立ち直ってしまった。嬉しそうに、色々な部分を弾ませながら、今度こそ着替えに行ったらしい。

　ただ普ふ通つうに過ごしているだけで、とんでもない大騒ぎだ。ようやく一段落した勇海に、タイミングを見計らったかのように、アンが話しかけてくる。

「全く、相変わらず騒がしいわよねえ……勇海が甘やかすからじゃないの？　一度くらい、ビシーッ、と言ってやればイイのよ」

「い、いや、言うべき時は言ってるぞ？　けどさ……皆みんなが楽しそうなのを見てると、俺も楽しいし、嬉しいからさ。皆を〝救う〟って……そういう意味でもあると思うし」

「はあ……もう、やっぱり甘々じゃないっ。……けど、うーん」

　何やら考え込んでいたアンだが、すぐさま勇海へと問いかけてくる。

「そういえば、勇海……アンタ最近、《亜あ人じんちゃん救世委員》として皆を救う、とか……そういうの、言わなくなったわよね。何か心境の変化でも、あった？」

「え？　……あっ、そうだな。うん……心境の変化とは、違ちがうかもだけど」

　勇海も腕うで組ぐみして考えたが、その答えは、すぐに出た。

「多分、そんな口実なんて、もういらなくなったんだ。……俺達には、さ」

「！　そう……ふふっ、そういうの、イイんじゃないっ？」

　珍しく素す直なおに褒めてくれたアンに、勇海は少しばかり面めん食くらう。「失礼ねっ」とそっぽを向いたアンには申し訳なかったが、そこで来らい夢むがお茶を淹いれてくれた。

「でもでも、勇海さんは結構前から、そうでしたよう？　理由や口実なんてなくっても……皆みなさんのこと、助けてくれてましたっ。勇海さんは……元々、素敵ですぅ♡」

「え、ええっ？　そ、そこまで褒められると、さすがに照れるっていうかさ……」

　照れ臭くさくなって後頭部を搔かく勇海に、けれどエイミは、笑え顔がおのままで告げてきた。

「来夢の言う通りだぞ、イサミ。だって、ほら……そんなイサミのおかげで、私達は今、こうしてるんだ。種族はもちろん、性格も違って、本当は仲が悪かったような子だって……イサミがいれば、こんな風に……皆で、笑い合えるんだから」

「！　そっか……皆で」

　エイミに言われて、勇海が応接間に集まる、皆を見み渡わたす。

　人も魔まも、亜人も、エルフも、関係ない──ここにいる皆は、自然のままに笑い合っている。皆が幸せそうに、笑ってくれている。

　そして、そんな皆を見て、勇海も──幸せだと、心の底から思えるのだ。

「……皆を救って、皆に救われて。一いつ緒しよに、幸せになっていく、っていうのは……」

「？　イサミ……？」

　エイミに見つめられながら、勇海は素直な想おもいを、そのまま包み隠かくさず口にする。

「皆のため、じゃない……かといって、自分のためでもない。これからずっと、共にあり続ける、〝同じ人〟として……俺達は、俺達にとっての〝イイコト〟を、これから一緒に見つけていこう。俺達同士の、〝互たがいのため〟を、たくさん重ねていこう」

「！　……イサミっ……」

　きっと、それが──『一緒に生きていく』という事だと、勇海は思うのだ。

　すると、エイミが急に居住まいを正し、勇海と向かい合ってきて。

「こ、こほんっ。なら、私は……イサミ。健すこやかなる時も、病やめる時も……ええと、嬉しい時も、泣いちゃいそうな時も。どんな時だって……イサミと共にある事を、誓ちかうぞ。イサミは……誓って、くれる？」

「な、なんか結けつ婚こん式みたいだな？　はは、でも、うん……誓うよ、約束する」

「……えへへ……絶対、だからなっ。……よいしょ、っと」

　言葉が終わると、エイミがおもむろに、身を乗り出してくる。その動作があまりにも自然で、当たり前の事のようで、動こうとさえ考えなかった勇海に。




「……チュッ♡」

「え……んっ。……──!!」




　何とエイミは──口づけを、交かわしてきた──

　重ねた唇くちびるをエイミが離すと、彼女は頰を赤らめつつ、にこりと微笑ほほえみ、言った。




「誓いのキスだ──私はイサミと、ずっと一緒だからなっ♡」

「！　あ、ああ……そ、そうだな。……その通り、だな」




　地上最強の〝ドラゴン嫁よめ〟は──やはり、どこまでいっても、最強そのものらしい。金色に輝かがやく、太陽よりも眩まばゆいその笑顔には敵かなうはずもない。

『『『……エ～イ～ミ[image: ～][image: ～][image: ～]？』』』

　……けれど、ここは亜人の少女達が通う、《聖デミグリーン学園》──その中でも最たる、〝問題児〟にして、勇海の〝許嫁いいなずけ〟達が集つどう場所。

「抜ぬけ駆がけしてんじゃないわよっ！　勇海も、その通りだな～、じゃないでしょっ！」

「わ、わたしだって……負けませんからぁ！　〝スライム嫁〟、がんばりますぅ！」

「幼おさな馴な染じみ〝エルフ嫁〟だって、ず～っと一緒ですからねっ、勇海ちゃんっ！」

　アン、来夢、ミリィに続き──ユニも、ルゥも、カナ子も、ミミも。カーミラも、小匣も……なぜかダルクとティティまで加え。

　それでも、望むところだと、エイミは大きく笑ってみせて。

「ふふんっ、イサミの事で──〝ドラゴン嫁〟は、負けないっ！　かかってこーい♪」

「け、喧けん嘩かはダメだからな!?　おーい、皆ーっ!?」

　慌あわてる勇海と、睨にらみ合いながらもどこか楽しそうな、〝許嫁〟の少女達。

　この騒がしい日常は──きっと、これからもずっと、続いていくのだろう。








あとがき









　フェチは世界を救うと信じてる、フェティシズムの信しん奉ぽう者、初はつ美み陽よう一いちでございます。

『ドラゴン嫁よめはかまってほしい』第四巻、刊行させて頂きました！　読者の皆みな様さまに、いつも力を頂いているおかげで、ここまで物語を描えがいて来られました。

　膨ふくれ上あがるばかりの感謝の想い、どうか、どうか届いていますように。そう、読者の皆様に……即すなわちフェティシズムの共犯者である皆様に！（いつもの巻き込み）




　この第四巻は、学生時代の一大イベントである〝研修旅行〟がテーマになっています。

　学園から離はなれた外の世界で繰くり広ひろげられる、亜人ちゃんならではの〝研修旅行〟。普ふ段だんとは違ちがう環かん境きようで、亜人ちゃん達もいつも以上にテンション高めで突つっ走ぱしっております。

　遊園地デートではしゃいじゃったり、ちょっとしたトラブルに巻き込まれちゃったり。

　温泉では混浴を決行してきたり、ついつい暴走（意味深）しちゃったり。

　まさに〝問題児〟の本領を遺い憾かんなく発揮している彼女達ですが、何もトラブルだけ巻き起こしている訳ではありません。一巻から勇いさ海みと、そして〝許嫁いいなずけ〟仲間同士で関わってきて、彼女達も成長しているのです。

　今回の〝研修旅行〟では様々な問題と直面しつつも、けれどしっかり成長もしている、今までの集大成をお見せできているはず。

　ただバスに乗って移動するだけでも大おお騒さわぎな、亜人ちゃん達と共に過ごす三泊ぱく四日の旅路を、余す事なくお楽しみ頂ければ幸いです……！




　研修旅行、あるいは修学旅行といえば、青春時代を彩いろどる大きな思い出。

　同級生の普段とは違う一面を見たり、旅先ならではの珍めずらしいお店を見て回ったり、可愛かわいいアノ子とキャッキャウフフとイチャついたり。そう、きっと誰だれにでも、そんな思い出があるはず……そんな美しい、思い出、が……。

　なかった……少なくとも初美にはなかったよ！　チクショウ、どうなってるんだ！　夢見がちなヒューマンにはこの世界は生き辛づらすぎるよ！　自分の事を信じてくれるエルフの幼おさな馴な染じみちゃんや、ドラゴンのお嫁さんと出会いたいよう、しくしく……。

　しかしそれでも初美が生きていられるのは、世界にフェチが存在するから。ふふふ、言ったでしょう？　フェチは世界を救うと……！（？）

　こうして初美がフェチに救われているように、きっと他の誰かも、心を燃やす〝何か〟に救われているはず。

　その〝何か〟がもし、ほんの少しだとしても、読者の皆様にとっての『ドラゴン嫁はかまってほしい』だとしたら……それ以上の喜びはありません……！

　と、そんな事を夢想しながら、今日もフェチ道を邁まい進しんしております。えっ、欲よく望ぼうのまま突っ走ってるだけじゃないかって？　そそそんな事ないですよ～（目逸そらし）




　とか言いながら、『ドラゴン嫁はかまってほしい』を描かせて頂いている時、初美は楽しくて仕方なかったのも事実。

　この楽しい気持ちが、読者の皆様にも伝われば嬉うれしいな、などと妄もう想そうしておりました。ただでさえ妄想人間なのにっ（自じ爆ばく中）。

　亜人ちゃん達が勇海とイチャイチャする日々の中で、少しずつ成長していく姿を、ほんの少しでも身近に感じて頂けていれば、喜びで胸が一いつ杯ぱいになります。

　いつまでも、あなたの傍そばに、亜人ちゃん。季語なし、なぜ一句詠よんだ。

　と、とにかく、この感謝の想いよ……くっ、伝われ！（ユニコーン感）




　今回もSyroh様には、いつも以上に可愛らしく最高のイラストを描いて頂いております。何しろヒロインの多い本作、苦労をおかけしている事は重々承知で……。

　温泉イラスト、だと……何という肌はだ色いろの多さ、神は私から全ての鼻血を奪うばわんとしておられる。もはや慈じ悲ひはなく、ただ鼻から血液を噴ふき出し続けるのみ……。

　申し訳ない気持ちも一いつ瞬しゆんで萌もえ一色に塗ぬりたくられ、今はただ感謝の気持ちで胸が一杯になるばかり。

　ありがとうございます、Syroh様……鼻から噴き出して消費した血液は、代わりにヒロイン達への愛を詰つめこんで補ほ充じゆうし、エネルギーにして突っ走っていく所存です。




　もちろんSyroh様だけでなく、『ドラゴン嫁はかまってほしい』を一いつ緒しよに作ってきてくださった担当さんや、出版に関わる多くの関係者の皆様にも、感謝を忘れはしません。ご迷めい惑わくばかりおかけしておりますが、いつも本当に、ありがとうございます……！




　本作『ドラゴン嫁はかまってほしい』では、ドラゴン娘むすめのエイミだけでなく、多くの亜人ちゃんが登場しました。

　ゾンビ聖女のアン、スライム娘の来らい夢む、幼馴染エルフのミリィ。

　ユニコーン娘のユニ、人じん狼ろうのルゥ、鬼おに娘むすめのカナ子。

　暗殺兎うさぎのミミ、ダムピールのカーミラ、ミミック少女の小こ匣はこ。

　果ては養護教きよう諭ゆダークエルフのダルクに、先生エルフのティティ。

　第一巻のあとがきで初美がオカマ口調になってしまうほどでしたが、あれから更さらに、この〝亜人系許嫁乙女おとめ〟達は続々と名乗りを上げてきました。

　超ちよう大変だった……超大変だったよ！　ですが物語を描いていくごとに、その大変さも何のその、不思議なほどに楽しくなっていきました。

　自分にとっては娘のような亜人ちゃん達の事、もし読者の皆様にも愛して頂けていれば……嬉しい、ただただ、嬉しい。本当に、その一言に尽つきます。




　亜人ちゃんへの愛を[image: ]ほとばしらせた『ドラゴン嫁はかまってほしい』は、この第四巻を以て、最終巻となります。

　ですが、愛に全力全開なドラゴン嫁・エイミを始めとした〝許嫁〟一同との賑にぎやかな暮らしは、これからもずっと続いていきます。

　亜人で〝許嫁〟な彼女達は、いつも幸せ一杯、フルパワーですよ～っ！




　読者の皆様に何度お伝えしても足りませんが、最後にもう一度、感謝の気持ちを叫さけばせてください。本当に、本当にありがとうございます！

　出来る限り早く再びお会いできるよう、全力で頑がん張ばって参りますので、何なに卒とぞよろしくお願い申し上げます～っ！





初美陽一













初美陽一

●はつみよういち



第23回ファンタジア大賞の大賞＋読者賞『ライジン×ライジン』にてデビューした、広島生まれの小心者。ファンタジーの顔役と呼んで過言ではない、強力無比なドラゴンの娘、魔法の達人エルフっ娘。そんな二人に案内されて「なに魔王を倒しに行くのか」というレベルですが、これから始まる冒険は……そう、研修旅行だァァァ！（テンション[image: ]）

学生時代の大イベント、もちろん亜人ちゃん達総出です。遊園地に温泉に、特徴的すぎる亜人ちゃん達と共に全力で楽しんで頂ければ幸いです！
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